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令和４年９月議会 議案概要 担当課 総務課 種別 条例

議案番号 議案第 68 号 議案名
琴浦町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

について

目 的
国家公務員の育児休業取得要件緩和等が令和４年 10 月１日施行で実施され

るのに合わせ、同様の措置を行うために所要の改正を行うもの。

内 容

１ 条例案の概要

（１）育児休業の取得要件緩和

➀ 再度の育児休業取得に係わる「条例で定める特別の事情」に関し、下

記の変更を行う。

② 非常勤職員（会計年度任用職員、再任用短時間勤務職員）の育児休業

取得要件について、下記のとおり緩和する。

（２）その他必要な号数、表記の一部修正・追加

２ 施行期日 令和４年 10 月１日

補足事項

変更後 変更前

育児休業計画書を再度の育児休業

取得要件から削除（法改正に伴い育

児休業取得回数が原則２回まで可

能となることに応じて）

育児休業等計画書により申し出た場

合、原則１回である育児休業の再度の

取得が認められる。

任期を定めて採用された常勤職員

についても任期が更新等された場

合に引続きの育児休業取得を可能

とする規定を整備

非常勤職員（会計年度任用職員等）に

ついては、任期が更新・継続採用され

た場合に引続きの育児休業の取得が

可能

変更後 変更前

非常勤職員が子の出生後８週間以

内に育児休業する場合には「子の出

生日から起算して８週間と６月を

経過する日まで」に右記要件を短縮

非常勤職員育児休業取得要件の一つ

が「子が１歳６ヶ月に達する日までに

その任期（更新後の任期を含む）が満

了することが明らかでない」がある。

右記の上限延長要件に加えて、夫婦

交代での育児休業取得や、特別な事

情(育児休業取得職員の負傷により
育児休業承認が取り消された後に、

当該職員が治癒した等)がある場合
の複数回取得を可能とする。

非常勤職員の育児休業期間の上限は、

原則子の１歳到達日まで。保育園に預

けられないなど一定の要件を満たし

た場合に、その上限が１歳６ヶ月もし

くは２歳到達日までとなる。
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 総務課 種別 予算

議案番号 議案第 69 号 議案名 令和４年度琴浦町一般会計補正予算(第３号)

目 的

令和３年度からの繰越金及び令和４年度普通交付税を財源とする財政調整基

金・減債基金の積立て及び繰上償還を行うもの。新型コロナウイルスワクチン

接種事業等を追加するほか、過疎地域の要件が見直され、全町が過疎地域に指

定されたことから、各種事業の財源として過疎対策事業債を追加・拡充するも

の。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な追加内容

歳入予算の主な補正内容については、次のとおりである。

歳出予算の主な補正内容については、次のとおりである。

(１) 新型コロナウイルスワクチン接種事業 [55,267 千円]

ア 事業説明

補正前予算額 補正額 補正後予算額

11,220,641 649,878 11,870,519

款名称等 補正額 主な補正内容

地方交付税 103,126 普通交付税 ＋103,126 千円

・過疎地域拡大による地域デジタル社会推進費の割増

・下水道費の単位費用の増 等

繰越金 401,812 前年度繰越金 ＋401,812 千円

国庫支出金 64,937 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種費用国庫負担金 ＋35,573 千円

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種体制確保事業費補助金

＋19,694 千円 等

県支出金 52,994 農業用施設災害復旧費過年度補助金＋44,325 千円

農地災害復旧費過年度補助金＋95,000 千円 等

町債 37,648 臨時財政対策債 △28,852 千円

過疎対策事業債 ＋48,800 千円

公共施設等適正管理推進事業債＋17,900 千円 等

繰入金 △11,410 ふるさと未来夢基金繰入金△16,900 千円

介護保険特別会計繰入金 ＋5,686 千円 等

その他 771 分担金 ＋275 千円 等

合 計 649,878
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10 月以降、オミクロン株対応新型コロナウイルスワクチン接種の開始

に伴い、必要な接種体制を確保する。

イ 経費

集団接種報償金 [4,860 千円]

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種実施委託料 [30,713 千円]

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種体制確保委託料 [9,203 千円]

事務費（消耗品費・通信運搬費・借上料等） [6,675 千円]

人件費（職員時間外勤務手当） [607 千円]

人件費（会計年度任用職員賃金等） [3,209 千円]

ウ 財源

新型コロナウイルスワクチン接種費用国庫負担金 [35,573 千円]

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金[19,694 千円]

(２) 浦安地区公民館移転事業 [19,944 千円]

ア 事業説明

急激に変化する社会情勢の影響による、建築資材の高騰に対応するた

め、工事請負費及び工事管理業務委託料を追加する。

公民館の移転に併せて、稼働中の各種ネットワーク機器等の移設を行

う。

イ 経費

移転改修工事費 [15,882 千円]

移転改修工事管理業務委託料 [1,480 千円]

ネットワーク関連移設委託料 [2,582 千円]

ウ 財源

公共施設等適正管理推進事業債 [17,900 千円]

一般財源 [2,044 千円]

(３) 定期借地権設定事業 [17,876 千円]

ア 事業説明

今年度、きらりタウン赤碕について定期借地権申し込みを５件受けたこ

とから、定期借地権用地を取得する。

イ 経費

土地購入費 [17,876 千円]

ウ 財源

一般財源 [17,876 千円]

(４) 道路維持管理事業 [6,059 千円]

ア 事業説明
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舗装修繕工事に公共施設等適正管理推進事業債を活用するため、町道舗

装等修繕計画について５年に 1度の計画見直しを行う。

上法万橋高欄塗装工事において既設塗膜から有害物質が検出され、除却

方法と安全対策等を再検討した結果、工事を打ち切ることになったため、

受注者側に生じた損害を賠償する。

イ 経費

町道舗装等修繕計画更新業務委託料 [5,000 千円]

賠償金 [1,059 千円]

ウ 財源

過疎対策事業債 [4,000 千円]

一般財源 [2,059 千円]

(５) 私立こども園大規模改修事業 [3,048 千円]

ア 事業説明

急激に変化する社会情勢の影響による、建築資材の高騰に対応するた

め、赤碕こども園大規模修繕に係る補助金を追加する。

イ 経費

私立こども園緊急整備事業費補助金 [3,048 千円]

ウ 財源

過疎対策事業債 [7,500 千円]

県支出金 [2,090 千円]

一般財源 [△6,542 千円]

(６) 公立こども園除雪作業委託料 [1,000 千円]

ア 事業説明

降雪時の安全な登降園を確保するため、公立こども園５園の除雪作業に

ついて委託料を追加する。

イ 経費

公立こども園除雪作業委託料 [1,000 千円]

ウ 財源

一般財源 [1,000 千円]

(７) 赤碕駅舎活用ワークショップ事業 [44 千円]

ア 事業説明

無人化となった赤碕駅舎の今後の活用について検討するため、ワークシ

ョップを行う。

イ 経費
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報償費 [24 千円]

消耗品費 [20 千円]

ウ 財源

一般財源 [44 千円]

(８) ポストコロナインバウンド誘致対策促進事業 [525 千円]

ア 事業説明

ポストコロナを見据えたインバウンド誘致対策として、鳥取県と協調し

た支援施策を講じ、中部圏域への訪日外国人観光客の誘客を図るため、（一

社）鳥取中部観光推進機構（ＤＭＯ）と中部市町が連携しインバウンド支

援制度の充実を図る。

イ 経費

ＤＭＯインバウンド誘致対策促進負担金 [525 千円]

ウ 財源

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 [525 千円]

(９) ため池防災減災対策推進事業 [1,886 千円]

ア 事業説明

松谷第３ため池改修工事に係る用地について、既存施設の一部が民有地

内に存置していることが判明したため、当該地の用地買収に係る用地測量

及び用地費にかかる経費を追加する。

イ 経費

用地測量委託料 [1,200 千円]

土地購入費 [686 千円]

ウ 財源

一般財源 [3,586千円]

防災減災国土強靭化対策事業債 [△16,500 千円]

公共事業等債 [14,800 千円]

(10) 森林環境譲与税関連事業 [1,324 千円]

ア 事業説明

森林経営管理権集積計画策定業務に係る現地調査の面積が増加したこ

とに伴い、委託料を追加する。

イ 経費

森林経営管理権集積計画作成等委託料 [1,324 千円]

ウ 財源

森林環境譲与税基金繰入金 [1,324 千円]
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(11) 過年発生農地災害復旧事業 [10,000 千円]

過年発生農業用施設災害復旧事業 [45,000 千円]

ア 事業説明

令和３年７月豪雨災害に係る災害復旧工事について、年度内の工事完了

が見込めないため、令和４年度予算へ組替を行う。

イ 経費

災害復旧工事請負費 [55,000 千円]

ウ 財源

県支出金 [53,825 千円]

災害復旧事業債 [900 千円]

地元分担金 [275 千円]

(12) 福祉のまちづくり推進事業 [1,346 千円]

ア 事業説明

高齢者や障がい者が利用しやすいようトイレのバリアフリー化を行う

町内集会所に対して、補助金を交付する。

イ 経費

福祉のまちづくり推進事業補助金 [1,346 千円]

ウ 財源

国庫支出金 [673 千円]

県支出金 [336 千円]

過疎対策事業債 [400 千円]

一般財源 [△63 千円]

(13) 空き家対策事業 [1,556 千円]

ア 事業説明

空き家等対策計画の更新や危険空き家への対応を検討するため、審議会

委員の報酬を追加する。

危険空き家以外の除却に対し補助金を交付し、危険空き家発生の未然防

止と地域の環境保全促進を図る。

イ 経費

空き家等対策審議会委員報酬 [56 千円]

空き家除却費用補助金 [1,500 千円]

ウ 空き家除却費用補助金補助額等

危険空き家以外のものに対し、上限 150 千円／件（補助率 4/5）

エ 財源

過疎対策事業債 [3,500 千円]
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県支出金 [△1,620 千円]

一般財源 [△324 千円]

(14) 外国語学習支援員配置事業 [2,950 千円]

ア 事業説明

外国語（英語）を母国語とする児童・生徒の転入があったことから、各

学校に支援員を配置し、日本語指導等必要な支援を行う。

イ 経費

人件費 [2,950 千円]

ウ 財源

県支出金 [1,966 千円]

一般財源 [984 千円]

(15) 小学校管理費・中学校管理費 [6,893 千円]

ア 事業説明

赤碕中学校の防火シャッター５台について、点検により故障が分かった

ため、修繕を行う。

新型コロナウイルス等の影響により修繕に係る部材費が高騰している

ことから今後予定している修繕に係る経費を追加する。

イ 経費

修繕料 [6,893 千円]

ウ 財源

一般財源 [6,893 千円]

(16) 町内遺跡発掘調査事業 [1,802 千円]

ア 事業説明

県道船上山赤碕線（大石工区）改良工事に係る埋蔵文化財の確認調査を

実施する。

イ 経費

町内遺跡発掘調査作業員派遣業務委託料 [1,402 千円]

事務費（消耗品費・燃料費等） [400 千円]

ウ 財源

国庫支出金 [900 千円]

県支出金 [450 千円]

一般財源 [452 千円]

(17) プレミアム付き「地元商店応援券」発行事業 [2,280 千円]

ア 事業説明
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プレミア付き「地元商店応援券」の申込受付を行った結果、販売冊数（2
万冊）を超える申込みがあったため、抽選にもれた方を対象にした応援券

追加発行（９４０冊追加）を行う経費を追加するもの。

イ 経費

プレミアム付き「地元商店応援券」発行事業補助金 [2,280 千円]

ウ 財源

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 [2,280 千円]

(18) 国県返納金 [35,261 千円]

ア 事業説明

令和３年度事業について事業費確定に伴い、実績額を超えた金額を国県

へ返納する。

イ 経費

返納金 [35,261 千円]

主な返納金

障害者自立支援給付費国庫負担金返納金 [14,087 千円]

鳥取県障害者自立支援給付費負担金返納金 [7,044 千円]

障害児通所給付費等国庫負担金返納金 [3,711 千円]

ウ 財源

一般財源 [35,181 千円]

返納金 [80 千円]

(19) 財政調整基金積立金 [188,000 千円]

減債基金積立金 [110,000 千円]

ア 事業説明

令和３年度からの繰越金及び令和４年度の普通交付税を財源とし、今後

の災害等に備えるため、財政調整基金及び減債基金への積立金を追加する

もの。

イ 基金残高

[単位：千円]

ウ 財源

一般財源 [298,000 千円]

基金名 現在高 補正額 補正後残高

財政調整基金 890,818 188,000 1,078,818

減債基金 179,936 110,000 289,936
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(20) 町債の繰上償還元金[132,204 千円]

ア 事業説明

減債基金繰入金を財源とし、持続可能な健全財政を行うため、過去の高

利率の町債の繰上償還元金を追加するもの。

イ 経費

繰上償還元金 [132,204 千円]

将来払わなくても済む利子額：2,273 千円

・H17 赤碕中学校大規模改修事業(学校教育施設等整備事業債）

0.466％ [65,098 千円]

・H21 臨時財政対策債

1.51％ [67,106 千円]

ウ 財源

一般財源 [132,204 千円]

３ 繰越明許費

追加 [単位：千円]

４ 債務負担行為

追加 [単位：千円]

〔概要〕

町が設置する放課後児童クラブ（４クラブ）について、支援員等の人員を

安定確保し、児童の育成に有効な活動の充実を図り事業を継続実施していく

ため、運営委託について債務負担行為を追加するもの。

※債務負担計上額 135,000 千円（45,000 千円/年×3年）

補足事項

事 業 名 金 額

除雪車購入事業 30,000

浦安地区公民館移転事業 59,045

過年度発生農地災害復旧事業 10,000

過年度発生農業用施設災害復旧事業 45,000

事 業 名 期 間 限度額

放課後児童クラブ運営業務
令和５年度から

令和７年度まで
135,000
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 すこやか健康課 種別 予算

議案番号 議案第 70 号 議案名
令和４年度琴浦町国民健康保険特別会計補正予算

(第２号)

目 的 前年度繰越金の確定に伴う補正を行うもの。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 財政調整基金積立金

前年度繰越金の確定に伴い生じた剰余金を財政調整基金へ積み立てる。

ア 経費

財政調整基金積立金[11,818 千円]

予備費[△70 千円]

イ 財源

前年度繰越金[11,748 千円]

補足事項
基金残高

前年度末 45,032 千円＋基金積立金 11,818 千円(補正後)＝56,850 千円

補正前予算額 補正額 補正後予算額

2,002,243 11,748 2,013,991
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 税務課 種別 予算

議案番号 議案第 71 号 議案名
令和４年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業

特別会計補正予算（第１号）

目 的 前年度決算に伴う繰越金の減額に伴い、歳入歳出を減額補正するもの。

内 容

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

ア 前年度繰越金[△555 千円]

前年度予算からの繰越額確定に伴う減額補正。

(２) 歳出予算

ア 一般会計繰出金[△277 千円]

（ア） 事業説明

一般会計からの借入金に対する返済金に充てるための一般会計繰出金。

「琴浦町一般会計から住新等特別会計に対する長期貸付に関する規則」

第５条に従い前年度決算に応じた余剰金の２分の１以上の額を本年度

に一般会計へ返済します。

※令和４年度末残高見込 17,590,600 円

(イ) 財源

前年度繰越金[△277 千円]

イ 予備費[△494 千円]

(ア) 事業説明

歳入歳出の調整

(イ) 財源

前年度繰越金[△494 千円]

ウ 需用費[216 千円]

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

8,434 △555 7,879
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 上下水道課 種別 予算

議案番号 議案第 72 号 議案名
令和４年度琴浦町下水道事業会計補正予算（第２

号）

目 的
扶養の増に伴う人件費の増額及び過年度分下水道使用料の還付に伴い、補正

を行うもの。

内 容

１ 補正額

■収入 単位：千円

■支出 単位：千円

２ 主な計上内容

（１）支出 収益的支出[343 千円]

ア 事業説明

扶養の増に伴う人件費の増額及び過年度分下水道使用料の還付に伴い

増額を行う。

イ 経費

営業費用：338 千円

総係費 338 千円

特別損失：5千円

過年度損益修正損 5千円

ウ 財源

一般財源：343 千円

補足事項

区 分 補正前予算額 補正額 補正後予算額

収益的収入

資本的収入

930,877

287,436

343

0

931,220

287,436

区 分 補正前予算額 補正額 補正後予算額

収益的支出

資本的支出

927,365

565,369

343

0

927,708

565,369
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 すこやか健康課 種別 予算

議案番号 議案第 73 号 議案名
令和４年度琴浦町介護保険特別会計補正予算(第２

号)

目 的 前年度繰越金額の確定等に伴う補正を行うもの。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 令和３年度事業の精算に伴う介護保険剰余金の積立てなど

ア 経費

総務費[140 千円]、基金積立金[28,982 千円]

イ 財源

(ア) 支払基金交付金[128 千円]

(イ) 繰入金[357 千円]

(ウ) 繰越金[28,637 千円]

(２) 令和３年度事業精算に伴う国県町への返納

ア 経費

償還金[21,451 千円]、一般会計操出金[5,686 千円]

イ 財源

繰越金[27,137 千円]

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

2,206,759 56,259 2,263,018
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 すこやか健康課 種別 予算

議案番号 議案第 74 号 議案名
令和４年度琴浦町後期高齢者医療特別会計補正予

算(第１号)

目 的 前年度繰越金の確定に伴う補正を行うもの。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な計上内容

（１）歳入予算

前年度繰越金[491 千円]

（２）歳出予算

予備費[491 千円]

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

250,921 491 251,412
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 農林水産課 種別 予算

議案番号 議案第 75 号 議案名
令和４年度琴浦町船上山発電所管理特別会計補正

予算（第１号）

目 的 前年度決算に伴う繰越金の減額に伴い、歳入歳出を減額補正するもの。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

前年度繰越金[△1,354 千円]

(２) 歳出予算

ア 一般会計繰出金[△1,353 千円]

イ 予備費［△1千円］

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

32,087 △1,354 30,733
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 総務課 種別 予算

議案番号 議案第 76 号 議案名
令和４年度琴浦町上郷財産区特別会計補正予算(第

１号)

目 的 利用間伐事業完了に伴い、分収交付金を計上するもの。

内 容

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 分収交付金

ア 事業説明

大字大杉字市倉 800 番地２における利用間伐事業完了に伴い、実質所

有部落に分収交付金を交付するもの。

イ 経費

分収交付金(釛部落・上釛部落)[229 千円]

予備費［△1千円］

ウ 財源

公益財団法人鳥取県造林公社[228 千円]

３ 位置図

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

6 228 234

造林地番号 No717
琴浦町大字大杉字市倉 800-2
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 総務課 種別 予算

目 的 前年度繰越金額等の確定に伴う補正を行うもの。

内 容

議案第 77 号 令和４年度琴浦町赤碕財産区特別会計補正予算(第１号)

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

前年度繰越金[124 千円]

(２) 歳出予算

ア 委員報酬[2 千円]

役員改選(令和４年７月 23 日)に伴い、新委員２名分の報酬１月分を

計上するもの

イ 予備費[122 千円]

議案第 78 号 令和４年度琴浦町成美財産区特別会計補正予算(第１号)

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

前年度繰越金[31 千円]

(２) 歳出予算

ア 委員報酬[2 千円]

役員改選(令和４年７月 23 日)に伴い、新委員３名分の報酬１月分を

計上するもの

イ 予備費[29 千円]

補正前予算額 補正額 補正後予算額

18,079 124 18,203

補正前予算額 補正額 補正後予算額

13,531 31 13,562

- 17 - 



議案第 79 号 令和４年度琴浦町安田財産区特別会計補正予算(第１号)

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

前年度繰越金[4 千円]

(２) 歳出予算

委員報酬[4 千円]

役員改選(令和４年７月 23 日)に伴い、新委員４名分の報酬１月分を

計上するもの

議案第 80 号 令和４年度琴浦町以西財産区特別会計補正予算(第２号)

１ 補正額[単位：千円]

２ 主な計上内容

(１) 歳入予算

前年度繰越金[△1,415 千円]

(２) 歳出予算

予備費[△1,415 千円]

補足事項

補正前予算額 補正額 補正後予算額

9,828 4 9,832

補正前予算額 補正額 補正後予算額

98,058 △14,145 83,913
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課

総務課

すこやか健康課

税務課

上下水道課

農林水産課

種別 決算

目 的 令和３年度会計に係る歳入歳出決算等について議会の認定に付するもの。

内 容

議案第 81 号 令和３年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について

(１) 歳入総額 12,543,969,031 円

(２) 歳出総額 11,900,705,378 円

(３) 歳入歳出差引額 643,263,653 円

(４) 繰越明許費繰越額 191,412,548 円

(５) 事故繰越繰越額 38,766 円

(６) 実質収支額 451,812,339 円

議案第82号 令和３年度琴浦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

(１) 歳入総額 1,944,340,626 円

(２) 歳出総額 1,932,522,322 円

(３) 歳入歳出差引額 11,818,304 円

(４) 実質収支額 11,818,304 円

議案第83号 令和３年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算認定について

(１) 歳入総額 10,404,296 円

(２) 歳出総額 5,419,762 円

(３) 歳入歳出差引額 4,984,534 円

(４) 実質収支額 4,984,534 円

議案第84号 令和３年度琴浦町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について

(１) 歳入総額 249,314,087 円

(２) 歳出総額 245,748,650 円

(３) 歳入歳出差引額 3,565,437 円

(４) 実質収支額 3,565,437 円
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議案第85号 令和３年度琴浦町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 945,577,651 円

(２) 歳出総額 914,395,757 円

(３) 歳入歳出差引額 31,181,894 円

(４) 繰越明許費繰越額 19,575,300 円

(５) 実質収支額 11,606,594 円

議案第86号 令和３年度琴浦町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

(１) 歳入総額 2,225,403,174 円

(２) 歳出総額 2,169,627,282 円

(３) 歳入歳出差引額 55,775,892 円

(４) 実質収支額 55,775,892 円

議案第87号 令和３年度琴浦町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

(１) 歳入総額 220,462,889 円

(２) 歳出総額 219,970,809 円

(３) 歳入歳出差引額 492,080 円

(４) 実質収支額 492,080 円

議案第88号 令和３年度琴浦町船上山発電所管理特別会計歳入歳出決算認定

について

(１) 歳入総額 22,761,898 円

(２) 歳出総額 20,546,611 円

(３) 歳入歳出差引額 2,215,287 円

(４) 実質収支額 2,215,287 円

議案第89号 令和３年度琴浦町八橋財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 22,847 円

(２) 歳出総額 0円

(３) 歳入歳出差引額 22,847 円

(４) 実質収支額 22,847 円
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議案第90号 令和３年度琴浦町浦安財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 21,741 円

(２) 歳出総額 0円

(３) 歳入歳出差引額 21,741 円

(４) 実質収支額 21,741 円

議案第91号 令和３年度琴浦町下郷財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 180 円

(２) 歳出総額 0円

(３) 歳入歳出差引額 180 円

(４) 実質収支額 180 円

議案第92号 令和３年度琴浦町上郷財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 0円

(２) 歳出総額 0円

(３) 歳入歳出差引額 0円

(４) 実質収支額 0円

議案第93号 令和３年度琴浦町古布庄財産区特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

(１) 歳入総額 674 円

(２) 歳出総額 0円

(３) 歳入歳出差引額 674 円

(４) 実質収支額 674 円

議案第94号 令和３年度琴浦町赤碕財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 18,205,439 円

(２) 歳出総額 292,825 円

(３) 歳入歳出差引額 17,912,614 円

(４) 実質収支額 17,912,614 円
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議案第95号 令和３年度琴浦町成美財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 13,711,768 円

(２) 歳出総額 154,744 円

(３) 歳入歳出差引額 13,557,024 円

(４) 実質収支額 13,557,024 円

議案第96号 令和３年度琴浦町安田財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 10,443,496 円

(２) 歳出総額 618,407 円

(３) 歳入歳出差引額 9,825,089 円

(４) 実質収支額 9,825,089 円

議案第97号 令和３年度琴浦町以西財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

て

(１) 歳入総額 56,649,022 円

(２) 歳出総額 1,977,181 円

(３) 歳入歳出差引額 54,671,841 円

(４) 実質収支額 54,671,841 円

議案第 98 号 令和３年度琴浦町水道事業会計決算認定について

(１) 収益的収入 331,296,349 円

(２) 収益的支出 255,998,878 円

(３) 資本的収入 118,999,800 円

(４) 資本的支出 319,667,082 円

(５) 当年度純利益 53,715,927 円

議案第 99 号 令和３年度琴浦町水道事業会計剰余金の処分について

(１) 建設改良積立金の積立 53,715,927 円

(２) 建設改良積立金の積立及び資本金への組入 0円

(３) 資本金への組入 61,212,613 円

補足事項
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 総務課 種別 その他

議案番号 議案第 100 号 議案名 負担付贈与の受け入れについて

目 的

現在、琴浦町社会福祉協議会の所有する社会福祉センター外不動産につい

て、老朽化した浦安地区公民館の機能を移転するため、条件付きで贈与を受け

入れるもの。

内 容

１ 贈与物件

２ 贈与者

(１) 住所 琴浦町大字浦安１２３番地１

(２) 氏名 社会福祉法人琴浦町社会福祉協議会

会 長 中井 一郎

３ 贈与条件

(１) 本件不動産を琴浦町社会福祉協議会の事務所及び通所介護事業の用

に供する施設として使用を認めるものとする。

(２) 前項の事務所の用に供する施設部分については使用料を徴しないも

のとする。

(３) 本件不動産を受贈後、琴浦町社会福祉協議会の使用する事務所の改

区分 所在 地目 地積

(㎡)

土地 琴浦町大字浦安字惣連１２３番地１ 宅地 1560.05

区分 所在 種類及び構造 面積(㎡)

建物 琴浦町大字浦安字惣連１

２３番地１、１２１番地

２

集会場 １棟

鉄骨・鉄筋コンク

リート造瓦葺・陸

屋根４階建

2015.25

建物 琴浦町大字浦安字惣連１

２１番地２

車庫 １棟

鉄骨造亜鉛メッキ

鋼板葺２階建

99.08
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修工事及び本件不動産受贈前に不具合をきたしている空調設備の修繕

工事を行うものとする。

(４) 前項の工事に係る一切の費用の負担を求めないものとする。

補足事項
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 建設住宅課 種別 その他

議案番号 議案第 101 号 議案名 損害賠償額の決定について

目 的
損害賠償の額を定めることについて、地方自治法(昭和２２年法律第６７号)

第９６条第１項の規定により、議会の議決を得るもの。

内 容

株式会社若松組と令和３年 12 月１日に契約した、上法万橋高欄塗替工事に

おいて、既設塗膜から有害物質が検出され、除去方法と安全対策を再検討した

結果、事業費が増大し、現行予算では対応できなくなり工事請負契約を解除し

た。

当該工事請負契約の解除は、発注者である琴浦町の都合によるため、受注者

側に生じた損害を賠償する。

１ 工事名 上法万橋高欄塗替工事

２ 契約日 令和３年 12 月１日

３ 契約金額 5,588,000 円

４ 受注者 株式会社若松組

５ 工期 令和３年 12 月１日～令和４年６月 30 日

６ 契約解除年月日 令和４年６月 27 日

７ 賠償金額 1,058,652 円

補足事項
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 建設住宅課 種別 その他

議案番号 議案第 102 号 議案名 町道路線の認定について

目 的

浦安駅自由通路は、通学路に留まらず広く住民に利用されている実態がある

ことから、町道認定することにより有利な財源を確保し、今後とも適切な維持

管理を行うため、町道浦安駅南北線として認定する。

内 容

○町道として認定する路線

補足事項

整理番号 町道路線名 延長（ｍ） 町道に移管する路線名

東 392 浦安駅南北線 93.4 浦安駅自由通路

１路線 合計 93.4
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町道路線認定箇所

T392 浦安駅南北線
【浦安駅自由通路を町道認定】
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 建設住宅課 種別 その他

議案番号 議案第 103 号 議案名 町道路線の変更について

目 的

町道鐘鋳谷線は、周辺の圃場整備や道の駅ポート赤碕の整備により、現在は

廃道となった部分があることから、現況に沿わせるため、町道鐘鋳谷線の起終

点および延長を変更する。

国道９号線の交差点改良工事により、国道と交差する町道荒神谷 1号線と町

道三軒屋線の改良工事も行われたことから、現況に沿わせるため、町道荒神谷

1号線と町道三軒屋線の起点を変更する。

内 容

○町道を変更する路線

補足事項

整理番号 町道路線名 現延長（ｍ） 変更後延長（ｍ）

赤 002 鐘鋳谷線 527.0 90.9

赤 107 荒神谷 1号線 543.3 534.2

赤 162 三軒屋線 599.3 641.8

３路線 合計 1669.6 1266.9
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町道路線変更箇所

A162 三軒屋線
【起点の変更（延長増）】

A002 鐘鋳谷線
【廃道部分を削除】

A107 荒神谷1号線
【起点の変更（延長減）】
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令和４年９月議会 議案概要 担当課 企画政策課 種別 その他

議案番号 議案第 104 号 議案名 琴浦町過疎地域持続的発展計画の変更について

目 的 琴浦町過疎地域持続的発展計画を変更するに当たり、議会の議決を得るもの。

内 容

１ 変更の背景・趣旨

令和４年４月に、令和２年国勢調査の結果を反映し過疎地域の要件が見直さ

れた結果、旧赤碕町地域に加えて旧東伯町地域が追加され、琴浦町全域が過疎

地域に指定されました。

これを受けて、昨年度策定した、旧赤碕町地域が対象の「琴浦町過疎地域持

続的発展計画」を全町版の計画へと変更します。

変更にあたっては、今年度改定する本町の最上位計画である「琴浦まちづく

りビジョン（第３次琴浦町総合計画）」との整合を図り、政策・数値目標を基

本方針・基本目標に用います。

２ 計画期間 ※変更なし

令和３（2021）年度～令和７（2025）年度の５年間

３ 主な変更内容

①基本方針

琴浦まちづくりビジョン６つの政策を基本方針とする。

②基本目標

指標 目標値 基準値

人口の社会減

【琴浦町】

(現計画：旧赤碕町地域人口)

△400 人以下

5 年（R3～R7 年末）

累計

(6,625 人)

△443 人

5 年(H29～R3 年末)

累計

(6,802 人)

地区公民館と一体化した新たな地

域運営組織立ち上げ

【琴浦町】

(現計画：旧赤碕町地域)

９地区（R7年度末）

(４地区)

０地区（R2 年度末）

(０地区)
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４ その他の変更点

（１）事業内容の追加

追加した主な事業

【３ 産業の振興】

赤碕ふれあい広場遊具リニューアル事業（ハード事業）を追加

【５ 交通施設の整備、交通手段の確保】

おもだった町道、道路施設等維持修繕事業名称を追加

【６ 生活環境の整備】

環境事業（廃棄物処理、軟質プラスチック収集運搬処理、海岸漂着物処

理等）を追加

（２）計画全体の表現・数値を旧赤碕町地域を主体としたものから琴浦町全体

へと変更

（３）文言等の修正

５ 計画変更の詳細

・琴浦町過疎地域持続的発展計画新旧対照表（別添資料）

６ 根拠法

○過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律第１９号）

(過疎地域持続的発展市町村計画)

第８条 過疎地域の市町村は、持続的発展方針に基づき、当該市町村の議会の

議決を経て過疎地域持続的発展市町村計画(以下単に「市町村計画」という。)

を定めることができる。

２～９ 略

10 第１項及び前２項の規定は、市町村計画の変更について準用する。

補足事項

年間観光入込客数

【琴浦町】

(現計画：道の駅２箇所)

90 万人（R7 年末）

(75 万人)

58.1 万人（R2 年末）

(49.7 万人)
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て
い
る
。
県
庁
所
在
地
の
鳥
取
市
か
ら
約
6
0
㎞
、
米
子
市
か
ら
約
3
5
㎞
の
距
離

と
な
る
。
東
は
北
栄
町
、
倉
吉
市
、
西
は
大
山
町
、
南
に
は
江
府
町
と
接
し
て
い
る
。

琴
浦
町
に
お
い
て
過
疎
と
み
な
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
旧
赤
碕
町
地
域
は
、
東
西
6
.
3

㎞
、
南
北
1
4
.8
㎞
、
総
面
積
5
7
.2
7
㎢
の
細
長
い
地
域
で
あ
る
。
中
国
山
地
の
主
峰
大

山
か
ら
東
に
連
な
る
矢
筈
ヶ
山
、
さ
ら
に
北
に
延
び
る
甲
ヶ
山
、
勝
田
ヶ
山
と
大
山
す
そ

野
に
発
達
し
た
峻
険
な
山
岳
地
帯
か
ら
船
上
山
に
至
る
。
さ
ら
に
北
面
に
緩
傾
斜
を
描
き

な
が
ら
山
野
と
丘
陵
が
広
が
り
、
勝
田
川
、
黒
川
を
中
心
と
し
て
扇
状
に
平
野
が
開
け
、

北
側
は
日
本
海
に
面
し
て
い
る
。
平
野
部
で
は
田
畑
お
よ
び
山
村
資
源
を
有
し
、
約
６
㎞

に
わ
た
る
海
岸
線
に
沿
っ
て
漁
業
、
商
工
業
を
中
心
に
発
達
し
た
町
の
景
観
を
形
成
し
て

い
る
。

本
地
域
に
は
古
く
か
ら
の
生
活
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
土
器
、
石
器
類

の
出
土
状
況
か
ら
見
て
、
松
が
丘
、
佐
崎
、
高
岡
、
箆
津
等
の
台
地
か
ら
原
始
生
活
が
始

ま
り
、
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
海
岸
線
へ
と
生
活
拠
点
が
進
出
し
赤
碕
地
区
の
原
型
が
で
き

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

船
上
山
で
は
平
安
初
期
頃
か
ら
山
岳
仏
教
が
栄
え
、
大
山
、
三
徳
山
と
と
も
に
伯
耆
三

嶺
と
呼
ば
れ
る
修
験
道
の
霊
場
で
あ
っ
た
。
1
3
33
年
、
元
弘
の
乱
に
よ
り
流
罪
と
さ
れ
て

い
た
後
醍
醐
天
皇
は
隠
岐
の
島
を
脱
出
し
て
船
上
山
に
て
挙
兵
。
船
上
山
の
戦
い
で
幕
府

方
の
軍
勢
を
退
け
「
建
武
の
新
政
」
の
礎
と
な
っ
た
。
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本
町
の
社
会
的
条
件
と
し
て
、
J
R
山
陰
本
線
の
浦
安
、
八
橋
、
赤
碕
の
3
駅
を
中
心

と
し
た
市
街
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
海
側
の
旧
道
沿
い
に
は
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
残

す
。
国
道
9
号
、
山
陰
道
が
通
っ
て
お
り
、
同
じ
鳥
取
県
中
部
地
区
の
倉
吉
市
は
も
ち

ろ
ん
、
西
部
地
区
の
米
子
市
と
も
生
活
上
の
関
わ
り
が
深
い
。

主
な
公
共
施
設
と
し
て
高
等
特
別
支
援
学
校
1
校
、
中
学
校
2
校
、
小
学
校
5
校
、

こ
ど
も
園
・
保
育
園
が
7
園
存
在
す
る
。
社
会
教
育
施
設
と
し
て
地
区
公
民
館
を
9
館

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
文
化
セ
ン
タ
ー
2
館
も
設
置
し
て
い
る
。
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、

会
議
室
を
有
す
る
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
、
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

も
地
域
の
交
流
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

イ
過
疎
の
状
況

本
町
の
人
口
は
、
1
98
5
年
頃
か
ら
減
少
に
転
じ
て
以
降
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
な
お
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
核
家
族
化
、
単
身
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。

20
2
1
年
時
点
の
住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る
人
口
は
1
6
,
85
8
人
、
高
齢
化
率
は

室
町
時
代
に
は
山
名
氏
の
治
下
で
あ
っ
た
が
、
室
町
末
期
戦
国
時
代
に
は
尼
子
氏
の
所

領
と
な
り
そ
の
家
臣
吉
田
氏
が
八
橋
城
に
入
り
一
帯
を
治
め
て
い
る
。
そ
の
後
毛
利
氏
の

所
領
と
な
り
、
そ
の
後
杉
原
盛
重
が
八
橋
城
に
居
を
構
え
た
。
こ
の
時
代
、
東
に
八
橋
城
、

安
田
の
箆
津
城
、
成
美
の
太
一
垣
城
、
西
の
中
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防
に
よ
り
し
ば
し
ば
戦

場
と
な
っ
た
。

明
治
２
２
年
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
当
時
は
赤
崎
、
豊
定
、
保
永
、
安
田
、
以
西
の

５
村
が
存
在
し
て
い
た
。
明
治
３
０
年
代
に
始
ま
っ
た
明
治
の
大
合
併
に
よ
り
赤
碕
町
、

成
美
村
、
安
田
村
、
以
西
村
の
１
町
３
村
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
２
９
年
に
昭
和
の
大
合

併
に
よ
り
赤
碕
町
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
赤
碕
町
、
東
伯
町
の
２
町
が
合
併
し
、
平
成
１

６
年
９
月
に
琴
浦
町
と
な
っ
た
。

旧
赤
碕
町
地
域
の
社
会
的
条
件
と
し
て
、
J
R
山
陰
本
線
赤
碕
駅
を
中
心
と
し
た
市
街

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
海
側
の
旧
道
沿
い
に
は
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
残
す
。
国
道
９
号

線
、
山
陰
道
が
通
っ
て
お
り
、
同
じ
鳥
取
県
中
部
地
区
の
倉
吉
市
は
も
ち
ろ
ん
、
西
部
地

区
の
米
子
市
と
も
生
活
上
の
関
り
が
大
き
い
。

主
な
公
共
施
設
と
し
て
高
等
特
別
支
援
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
、
小
学
校
は
２
校
、

こ
ど
も
園
が
３
園
存
在
す
る
。
社
会
教
育
施
設
と
し
て
地
区
公
民
館
が
４
館
設
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
文
化
セ
ン
タ
ー
１
館
も
設
置
し
て
い
る
。
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、
会
議
室
を
有

す
る
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
も
地
域
の
交
流
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。

イ
過
疎
の
状
況

旧
赤
碕
町
地
域
の
人
口
は
昭
和
3
5
年
に
は
1
1
,0
2
8
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
6
0
年
は

9
,
3
24
人
と
な
り
、
減
少
率
は
1
5.
5
％
だ
っ
た
。
平
成
27
年
は
6
,8
9
8
人
で
昭
和
6
0
年

か
ら
の
減
少
率
は
2
6
.0
%
に
上
り
、
加
速
度
的
に
減
少
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
傾

向
は
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
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3
7
.0
％
だ
が
、
1
0
年
後
の
2
0
31
年
に
は
1
4
,
49
3
人
に
、
高
齢
化
率
で
は
4
0
％
に
な

る
推
計
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
化
も
進
ん
で
お
り
、
こ
ど
も
園
や
小
学
校
の
統
合
が
進
ん
で
い
る
。
町
内
に
8

校
の
小
学
校
が
存
在
し
て
い
た
が
、
平
成
2
6
年
度
に
5
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、
11
園

存
在
し
て
い
た
こ
ど
も
園
・
保
育
園
も
、
7
園
と
な
っ
て
い
る
。
未
就
学
児
及
び
入
園

児
数
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
園
舎
の
老
朽
化
や
保
育
士
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
園
舎
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

施
設
面
で
も
、
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
、
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

が
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
設
備

等
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
分
譲
住
宅
地
と
し
て
、
槻
下
住
宅
団
地
（
9
1
戸
）
、
き
ら
り
タ
ウ
ン
赤
碕

（
17
4
戸
）
を
整
備
し
、
定
期
借
地
権
の
設
定
、
定
住
奨
励
金
の
支
給
や
町
営
墓
地
の

無
償
貸
与
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
山
陰
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も
近

い
立
地
を
活
か
し
、
町
内
外
か
ら
の
新
築
家
屋
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
近
年

は
空
き
家
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
中
山
間
地
域
だ
け
で
な
く
、
特
に
海
に
面

し
た
旧
道
沿
い
の
地
域
に
は
家
屋
が
密
集
し
て
お
り
、
今
後
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。

20
1
9
年
（
令
和
元
年
）
に
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
利
便
性
向
上
及
び
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
し
ご
と
プ
ラ
ザ
琴
浦
」
を
開
所
し
、
各
種
相
談
・
職
業

紹
介
及
び
事
業
所
支
援
を
行
い
、
雇
用
拡
大
に
繋
げ
て
き
た
。

過
疎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
存
続
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
古
布
庄
地
区
と
以
西
地

区
、
安
田
地
区
で
は
集
落
支
援
員
を
配
置
し
活
動
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
協
議
会

少
子
化
も
進
ん
で
お
り
、
こ
ど
も
園
や
小
学
校
の
統
合
が
進
ん
で
い
る
。
地
域
内
に
４

校
の
小
学
校
が
存
在
し
て
い
た
が
、
平
成
26
年
度
に
安
田
小
学
校
、
以
西
小
学
校
、
成

美
小
学
校
が
統
合
し
、
新
た
に
船
上
小
学
校
が
開
校
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
内
の
小
学

校
は
赤
碕
小
学
校
、
船
上
小
学
校
の
２
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
2
8
年
に
以
西
保
育

園
と
成
美
保
育
園
が
統
合
し
、
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
。
翌
年
に
は
安
田
保
育

園
も
統
合
と
な
っ
た
。
未
就
学
児
及
び
入
園
児
数
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
園
舎
の
老
朽
化

や
保
育
士
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
園
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

平
成
１
７
年
に
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
、
赤
碕
地
区
の
防
災

及
び
文
化
交
流
と
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
1
6
年
が
経
過

す
る
中
で
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
電
気
設
備
等
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
の
分
譲
住
宅
地
と
し
て
、
き
ら
り
タ
ウ
ン
赤
碕
（
1
74
戸
）
を
整
備
し
、

定
期
借
地
権
の
設
定
、
定
住
奨
励
金
の
支
給
や
町
営
墓
地
の
無
償
貸
与
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
赤
碕
駅
や
山
陰
道
琴
浦
船
上
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も
近
い
立
地
を

活
か
し
、
町
内
外
か
ら
の
新
築
家
屋
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
近
年
空
き
家
の
問

題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
海
に
面
し
た
旧
道
沿
い
の
地
域
に
は
家
屋
が
密
集
し
て

お
り
、
今
後
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

平
成
3
1
年
に
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
利
便
性
向
上
及
び
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
「
し
ご
と
プ
ラ
ザ
琴
浦
」
を
開
所
し
、
各
種
相
談
・
職
業
紹
介
及
び
事
業
所

支
援
行
い
、
雇
用
拡
大
に
繋
げ
て
き
た
。

過
疎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
存
続
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
以
西
地
区
と
安
田
地
区

で
は
集
落
支
援
員
を
配
置
し
活
動
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
よ
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の
立
ち
上
げ
に
よ
る
地
域
活
動
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少

に
よ
る
担
い
手
不
足
に
よ
り
今
ま
で
の
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
お
り
、
住
民
自
治
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
、
地
区
公
民
館
の
社
会
教

育
機
能
も
併
せ
持
つ
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

地
域
交
通
の
現
状
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
運
転
手
の
不
足
、
利
用
者
の
減

少
と
経
費
の
増
加
、
高
齢
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
特
に
中
山
間
地
域
を
中

心
と
し
た
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
一
般
客
の

混
乗
や
便
数
・
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
よ
る
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
の
ほ
か
、
共
助
交
通

の
推
進
も
含
め
た
地
域
交
通
の
あ
り
方
の
検
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

ウ
産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
の
経
済
的
な
立
地
特
性
、
県
総
合
計
画
等
に
お
け
る
位
置

付
け
等
を
踏
ま
え
た
市
町
村
の
社
会
経
済
的
発
展
の
方
向
の
概
要

本
町
の
農
業
産
出
額
は
、
長
ら
く
鳥
取
市
、
大
山
町
に
次
ぐ
県
内
第
3
位
で
2
0
14

年
（
平
成
2
6
年
）
は
86
億
3
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9
年
（
令
和
元
年
）
は
1
2
0

億
円
（
2
0
1
9
年
生
産
農
業
所
得
統
計
）
で
、
県
内
第
2
位
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で
約
7

割
を
畜
産
部
門
が
占
め
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
耕
種
部
門
は
逆
に
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

平
野
部
で
は
広
大
な
水
田
が
広
が
り
水
稲
耕
作
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
丘
陵
地
帯

で
は
以
前
か
ら
梨
を
中
心
と
し
た
果
樹
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
、
畑
地
帯

で
は
、
芝
生
、
牧
草
、
施
設
園
芸
な
ど
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
野
菜
で
は
、
特
に

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
生
産
が
多
く
、
ま
た
、
畜
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

漁
業
で
は
県
中
部
地
域
最
大
の
湾
港
で
あ
る
赤
碕
港
等
の
港
湾
が
あ
り
、
県
内
屈
指

の
好
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
沿
岸
漁
業
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
刺
網
漁
業
、
釣
り

漁
業
、
採
貝
・
採
藻
漁
業
の
水
揚
げ
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
ギ
ン
ザ
ケ

る
地
域
活
動
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
不
足

に
よ
り
今
ま
で
の
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
自
治
に

よ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
地
区
公
民
館
の
社
会
教
育
機
能
も
併
せ
持
つ
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

地
域
交
通
の
現
状
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
運
転
手
の
不
足
、
利
用
者
の
減
少

と
経
費
の
増
加
、
高
齢
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
特
に
中
山
間
地
域
を
中
心
と

し
た
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
や
便
数
・
ル
ー

ト
の
見
直
し
に
よ
る
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
の
ほ
か
、
共
助
交
通
の
推
進
も
含
め
た
地
域

交
通
の
あ
り
方
の
検
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

ウ
産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
の
経
済
的
な
立
地
特
性
、
県
総
合
計
画
等
に
お
け
る
位
置

付
け
等
を
踏
ま
え
た
市
町
村
の
社
会
経
済
的
発
展
の
方
向
の
概
要

琴
浦
町
の
農
業
産
出
額
は
、
長
ら
く
鳥
取
市
、
大
山
町
に
次
ぐ
県
内
第
3
位
で
平
成
26

年
は
8
6
億
3
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
は
1
20
億
円
（
2
01
9
年
生
産
農
業
所
得

統
計
）
で
、
県
内
第
2
位
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で
約
7
割
を
畜
産
部
門
が
占
め
増
加
傾
向

に
あ
る
一
方
で
、
耕
種
部
門
は
逆
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
で
は
勝
田
川
を
中
心
と
し
た
平
野
部
で
は
広
大
な
水
田
が
広
が
り
水

稲
耕
作
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
丘
陵
地
帯
で
は
以
前
か
ら
梨
を
中
心
と
し
た
果
樹
生
産

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
、
畑
地
帯
で
は
、
芝
生
、
牧
草
、
施
設
園
芸
な
ど
の
生
産

が
行
わ
れ
い
て
い
る
。
野
菜
で
は
、
特
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
生
産
が
盛

ん
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
畜
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

漁
業
で
は
県
中
部
地
域
最
大
の
湾
港
で
あ
る
赤
碕
港
等
の
港
湾
が
あ
り
、
県
内
屈
指
の

好
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
沿
岸
漁
業
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
刺
網
漁
業
、
釣
り
漁
業
、

採
貝
・
採
藻
漁
業
の
水
揚
げ
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
２
カ
所
の
道
の
駅
に
は
赤
碕
町
漁
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等
の
陸
上
養
殖
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
水
産
業
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
県
内
町
村
で
は
ト
ッ
プ
の
生
産
・
出
荷
高
な
ら
び
に
事
業
所

数
を
誇
っ
て
お
り
、
中
で
も
生
産
高
が
多
い
産
業
は
食
料
品
で
、
全
国
平
均
よ
り
圧
倒

的
に
高
く
、
強
み
の
あ
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
駅
周
辺
や
国
道
9
号
沿
い
を
中
心
に

食
品
関
係
や
建
設
業
、
運
送
業
等
の
商
工
業
の
事
業
所
が
集
中
し
て
い
る
。

20
1
1
年
（
平
成
2
3
年
）
に
は
山
陰
道
が
開
通
し
、
鳥
取
市
や
米
子
市
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
た
。
山
陰
道
の
開
通
を
機
に
、
観
光
分
野
で
は
本
町
の
強
み
と

し
て
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
2
0
19
年
（
平
成
3
1
年
）
4
月
に
は
「
道

の
駅
琴
の
浦
」
に
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
観
光
案
内
所
と
と
も
に
琴

浦
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
国
道
9
号
沿
い
の
道
の
駅
ポ

ー
ト
赤
碕
と
も
連
携
し
て
、
2
カ
所
の
道
の
駅
が
本
町
の
観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。

(2
)
人
口
及
び
産
業
の
推
移
と
動
向

前
述
の
通
り
、
本
町
の
人
口
は
、
19
8
5
年
頃
か
ら
減
少
に
転
じ
て
以
降
、
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
な
お
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
減
少
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
核
家
族
化
、
単
身
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。

20
2
1
年
（
令
和
3
年
）
時
点
に
お
け
る
人
口
は
1
6
,
85
8
人
、
高
齢
化
率
は
3
7.
0
％

だ
が
、
1
0
年
後
の
2
03
1
年
（
令
和
1
3
年
）
に
は
1
4
,
49
3
人
に
、
高
齢
化
率
で
は

4
0
％
に
な
る
推
計
と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
6
5
歳
以
上
の
老
齢
人
口
に
つ

い
て
も
、
団
塊
の
世
代
が
7
0
歳
台
に
突
入
し
、
2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
か
ら
減
少
に

転
じ
て
い
る
。
ま
た
、
1
5
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
に
つ
い
て
も
減
少
す

る
傾
向
が
継
続
す
る
。

協
の
直
売
所
が
出
店
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
ギ
ン
ザ
ケ
等
の
陸
上
養
殖
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
、
新
し
い
水
産
業
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。

琴
浦
町
の
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
県
内
町
村
で
は
ト
ッ
プ
の
生
産
・
出
荷
高
な
ら
び
に

事
業
所
数
を
誇
っ
て
お
り
、
中
で
も
生
産
高
が
多
い
産
業
は
食
料
品
で
、
全
国
平
均
よ
り

圧
倒
的
に
高
く
、
強
み
の
あ
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
赤
碕
駅
周
辺
や
国
道
9
号
線
沿
い

を
中
心
に
食
品
関
係
や
建
設
業
、
運
送
業
等
の
商
工
業
の
事
業
所
が
集
中
し
て
い
る
。

平
成
2
3
年
に
は
山
陰
道
が
開
通
し
、
鳥
取
市
や
米
子
市
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に

向
上
し
た
。
山
陰
道
の
開
通
を
機
に
、
観
光
分
野
で
は
琴
浦
町
の
強
み
と
し
て
食
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
3
1
年
4
月
に
は
「
道
の
駅
琴
の
浦
」
に
新
た
な
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
観
光
案
内
所
と
と
も
に
琴
浦
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
国
道
９
号
沿
い
の
道
の
駅
ポ
ー
ト
赤
碕
と
も
連
携
し
て
、
地
域

内
に
あ
る
２
カ
所
の
道
の
駅
が
琴
浦
町
の
観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

(
2
)
人
口
及
び
産
業
の
推
移
と
動
向

琴
浦
町
の
人
口
は
昭
和
50
年
代
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
た
が
、
昭
和
6
0
年
頃
か
ら

減
少
に
転
じ
て
以
降
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
る
と

い
え
る
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
6
5
歳
未
満
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
65
歳
以
上
の
人

口
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
団
塊
の
世
代
が
70
歳
台
に
突
入
し
、
近
年
は
6
5
歳
以
上

の
人
口
増
加
率
は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
6
5
歳
未
満
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、
特
に

旧
赤
碕
町
地
域
で
減
少
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
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ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数
）
は
、

2
0
15
年
（
平
成
2
7
年
）
は
1.
6
6
人
、
2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
に
は
1.
3
9
と
な
り
年

少
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
出
生
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
死
亡
数
も
減
少
し
て

お
り
、
自
然
減
の
減
少
幅
は
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

本
町
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
2
0
代
・
3
0
代
に
お
け
る
流
出
超
過
が
あ
る
。
流
出

は
高
校
卒
業
後
世
代
を
中
心
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
5
0
代
前
半
ま
で
流
出
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
特
に
子
育
て
世
代
に
あ
た
る
女
性
の
流
出
超
過
は
、
少
子
化
を
呼

ぶ
と
い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
。「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」
の
各
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
現
状
の
子
連
れ
世
帯
の
流
入
傾
向
を

維
持
し
つ
つ
、
2
0
代
・
3
0
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
転
出
抑
制
と
、
U
J
I
タ
ー
ン
者

の
増
加
を
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
動
態
の
見
通
し
と
し
て
は
、
今
後
若
年
層
を
中
心
に
人
口
流
出
が
続
く
た
め
、

高
齢
化
率
は
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
と
な
る
。
人
口
総
数
は
右
肩
下
が
り
と
な
り
、
下
げ

止
ま
り
が
見
え
な
い
状
態
と
な
る
。
2
06
0
年
（
令
和
4
2
年
）
に
は
現
在
の
人
口
か
ら

約
48
％
減
の
約
8
,8
0
0
人
ま
で
減
少
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
就
業
者
数
は
、
人
口
の
減
少
に
伴
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
特
に
第

１
次
産
業
に
関
し
て
い
え
ば
、
就
業
者
数
が
2
0
05
年
（
平
成
17
年
）
の
2
,4
5
5
人
か

ら
1
0
年
後
の
2
01
5
年
（
平
成
2
7
年
）
に
は
1,
9
8
2
人
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

就
業
者
全
体
に
占
め
る
第
１
次
産
業
の
割
合
は
、
2
0
0
5
年
（
平
成
1
7
年
）
の
2
3.
8
％

か
ら
2
0
15
年
（
平
成
2
7
年
）
の
2
1.
8
％
へ
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数
）
は
、
平

成
2
2
年
は
1
.
8
8
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
2
7
年
に
は
1
.6
6
と
な
り
年
少
人
口
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
出
生
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
死
亡
数
も
減
少
し
て
お
り
、
自
然
減
の
減

少
幅
は
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

本
町
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
2
0・
3
0
代
に
お
け
る
流
出
超
過
が
あ
る
。
流
出
は
高
校

卒
業
後
世
代
を
中
心
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
5
0
代
前
半
ま
で
流
出
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
特
に
結
婚
・
出
産
年
齢
女
性
の
流
出
超
過
は
、
少
子
化
を
呼
ぶ
と
い
っ
た
悪
循

環
が
生
じ
て
い
る
。「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」
の
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
現
状
の
子
連
れ
世
帯
の
流
入
傾
向
を
維
持
し
つ
つ
、
2
0・
30

代
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
流
出
率
抑
制
と
、
3
0
代
か
ら
の
Ｕ
＆
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
上
せ

を
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
動
態
の
見
通
し
と
し
て
は
、
今
後
若
年
層
を
中
心
に
人
口
流
出
が
続
く
た
め
、
高

齢
化
率
は
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
と
な
る
。
人
口
総
数
は
右
肩
下
が
り
と
な
り
、
下
げ
止
ま

り
が
見
え
な
い
状
態
と
な
る
。
令
和
4
2
年
に
は
現
在
の
人
口
か
ら
約
4
9
％
減
の
約
8
,
8
00

人
ま
で
減
少
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
の
地
区
別
人
口
予
測
で
は
、
安
田
、
成
美
、
以
西
地
区
に
お
い
て
特
に

急
速
に
減
少
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
4
2
年
の
高
齢
化
率
は
、
赤
碕

3
8
.
7％
、
安
田
4
3
.
6%
、
成
美
53
.
3
%、
以
西
5
7.
4
%
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
町
全
体
の
平

均
値
4
1
.
2%
と
比
べ
て
特
に
成
美
、
以
西
地
区
に
お
い
て
急
速
に
上
昇
す
る
予
測
と
な
っ

て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
昭
和
5
5
年
の
就
業
人
口
は
1
2,
9
3
8
人
で
あ
り
、
産
業
別
の
就
業
人
口

は
第
一
次
産
業
34
.
2
％
、
第
二
次
産
業
3
2.
5
％
、
第
三
次
産
業
33
.
3
%で
あ
っ
た
。
平
成

2
7
年
に
お
け
る
就
業
人
口
は
9,
1
1
4
人
で
あ
り
、
産
業
別
の
就
業
人
口
比
率
は
第
一
次

産
業
2
1
.
3％
、
第
二
次
産
業
2
3
.
9％
、
第
三
次
産
業
5
2.
9
％
で
、
第
三
次
産
業
が
約
半

分
を
占
め
て
い
る
。
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表
1
-
1(
1
)
人
口
の
推
移
（
国
勢
調
査
）

表
1
－
1
(
1)
人
口
の
推
移
（
国
勢
調
査
）

区
分

1
9
7
5
年

(
昭
和
50

年
)

1
9
90
年

(
平
成
2
年
)

2
00
5
年

(平
成
1
7
年
)

2
01
5
年

(平
成
2
7
年
)

実
数

実
数

増
減

率

実
数

増
減

率

実
数

増
減 率

総
数

人
2
2
,
03
0

人
2
1
,7
3 6

％
△
1
.
3

人
1
9
,
49 9

％ △
1
0
.
3

人
17
,
4
1 6

％ △
1
0.
7

０
歳
～
1
4
歳

4
,
75
5
4
,
04
4

△
15
.
0
2
,
6
56

△
3
4
.
3
2,
1
6
0

△
1
8.
7

1
5
歳
～
6
4
歳

1
4
,
52
7
1
3
,5
9 9
△
6
.
4
1
1
,
20 3

△
1
7
.
6
9,
1
5
9

△
1
7.
9

う
ち
1
5
歳
～
2
9
歳

(
a
)

4
,
28
1
3
,
26
7

△
23
.
7
2
,
5
80

△
2
1
.
0
1,
9
1
6

△
1
5.
7

6
5
歳
以
上

(
b
)

2
,
74
8
4
,
09
3

48
.
9
5
,
6
38

3
7
.
7
5,
9
8
7

6.
2

(
a
)
/総
数

若
年
者
比
率

％
1
9.
4

％
1
5.
0

―
％

1
3
.2

―
％

1
1
.
0

―

(
b
)
/総
数

高
齢
者
比
率

（
2
02
1
年
）

％
1
2.
5

％
1
8.
8

―
％

2
8
.9

―
％

3
4
.
4

―

区
分

昭
和
50
年

平
成
２
年

平
成
1
7
年

平
成
2
7
年

実
数

実
数

増
減 率

実
数

増
減

率

実
数

増
減

率

総
数

人
2
2
,0
3
0

人
2
1,
7
3
6

％ △ 1.
3

人
1
9
,
4
9
9

％ △
10
.
3

人
1
7
,4 16

％ △
10
.
7

旧
赤
碕
町

地
域

9
,5
4
0
9
,0
6 2

△ 5.
0

7
,
7
9 7

△

14
.
0

6
,
89 8

△

11
.
5

０
歳
～
1
4
歳

4
,7
5
5
4
,0
4 4

△
1
5.
0
2
,
6
5 6

△
34
.
3
2
,
16 0

△
18
.
7

旧
赤
碕
町

地
域

2
,0
8
3
1
,6
3 3

△

2
1.
6

1
,
0
7 1

△

34
.
4

8
38

△

21
.
8

1
5
歳
～
64
歳

1
4
,5
2
7
1
3,
5
9
9

△ 6.
4
1
1
,
2
0
3

△
17
.
6
9
,
15 9

△
17
.
9

旧
赤
碕
町

地
域

6
,2
5
8
5
,6
4 6

△ 9.
8

4
,
4
2 7

△

21
.
6

3
,
59 6

△

18
.
8

う
ち
1
5
歳
～
29
歳

(
a
)

4
,2
8
1
3
,2
6 7

△
2
3.
7
2
,
5
8 0

△
21
.
0
1
,
91 6

△
15
.
7

旧
赤
碕
町

地
域

1
,8
3
3
1
,3
7 7

△

2
4.
9

9
9
4

△

27
.
8

7
45

△

25
.
0

65
歳
以
上
(
b
)

2
,7
4
8
4
,0
9 3
4
8.
9
5
,
6
3 8
37
.
7
5
,
98 7

6
.
2

旧
赤
碕
町

地
域

1
,1
9
9
1
,7
8 3
4
8.
7
2
,
2
9 9
28
.
9
2
,
46 4

7
.
2

(
a)
/
総
数

若
年
者
比
率

％
19
.
4

％
1
5.
0

―
％

1
3
.
2

―
％

1
1
.0

―

旧
赤
碕
町

19
.
2
1
5.
2

―
1
2
.
7

―
1
0
.8

―
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表
1
-
1(
2
)
人
口
の
見
通
し
(1
)

（
人
）

（
出
典
）
琴
浦
町
、
（
一
社
）
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
に
よ
る
独
自
推
計

表
１
－
１
(
2
)
人
口
の
見
通
し

（
人
）

（
琴
浦
町
、
（
一
社
）
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
）

※
人
口
推
計
は
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
独
自
算
出

令
和

2年
令

和
7年

令
和

12
年

令
和

17
年

令
和

22
年

令
和

27
年

令
和

32
年

3,
83

1
3,

69
6

3,
57

6
3,

45
1

3,
28

9
3,

11
9

2,
95

6

3,
74

4
3,

66
2

3,
55

5
3,

41
7

3,
25

6
3,

09
9

2,
95

8

1,
58

9
1,

50
2

1,
39

3
1,

26
6

1,
13

5
1,

00
8

89
5

45
6

41
4

36
8

31
9

26
9

22
5

19
0

76
7

67
4

58
5

50
4

42
4

35
2

29
0

6,
80

2
6,

25
9

5,
72

4
5,

17
7

4,
65

8
4,

18
9

3,
76

3

赤
碕

3,
51

4
3,

31
2

3,
09

8
2,

87
0

2,
66

3
2,

47
7

2,
30

5

成
美

1,
54

3
1,

39
2

1,
23

6
1,

08
1

93
5

80
2

67
8

安
田

1,
05

8
94

1
84

3
74

2
64

0
55

1
47

4

以
西

68
7

61
4

54
7

48
4

42
0

35
9

30
6

17
,1

89
16

,2
07

15
,2

01
14

,1
34

13
,0

31
11

,9
92

11
,0

52

区
 分

八
橋

浦
安

下
郷

上
郷

古
布

庄

旧
赤

碕
町

地
域

合
計

区
分

20
2
0
年

(
令
和
2

年
)

2
0
2
5
年

（
令
和
7

年
）

2
03
0
年

(
令
和

12
年
)

2
0
3
5
年

(
令
和

17
年
)

2
0
4
0
年

(
令
和

2
2
年
)

2
04
5
年

(
令
和

2
7
年
)

総
数

1
7
,1
8
9

1
6,
1
2
6

1
5
,
03
2

1
3
,8
9
7

1
2,
7
6
0

11
,
6
63

0
歳
～
14

歳

2
,0
4
9

1,
8
8
5

1
,
70
8

1
,5
9
8

1,
4
4
9

1
,
3
89

15
歳
～
6
4

歳

8
,9
2
5

8,
0
3
9

7
,
43
2

6
,7
8
5

6,
1
1
4

5
,
5
39

65
歳
以
上

6
,2
1
5

6,
2
0
3

5
,
89
2

5
,5
1
3

5,
1
4
7

4
,
7
35

区
分

2
0
50
年

(
令
和
3
2

年
)

20
5
5
年

(
令
和
3
7

年
)

2
06
0
年

(
令
和
42

年
)

総
数

1
0,
6
3
8

9
,
71
8

8
,
8
69

0
歳
～
1
4
歳

1,
2
6
1

1
,
14
2

1
,
0
41

15
歳
～
6
4
歳

4,
9
6
5

4
,
53
3

4
,
1
78

65
歳
以
上

4,
4
1
3

4
,
04
4

3
,
6
50

地
域

(
b)
/
総
数

高
齢
者
比
率

％
12
.
5

％
1
8.
8

―
％

2
8
.
9

―
％

3
4
.4

―

旧
赤
碕
町

地
域

12
.
6
1
9.
7

―
2
9
.
5

―
3
5
.7

―
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表
1
-
1(
3
)
人
口
の
見
通
し
(2
)

（
人
）

（
出
典
）
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
に
基

づ
き
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
本
部
作
成
を
加
工

表
１
－
１
(
3
)
人
口
の
見
通
し
（
安
定
化
シ
ナ
リ
オ
）

（
琴
浦
町
、
（
一
社
）
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
）

※
人
口
推
計
は
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
独
自
算
出

令
和

2年
令

和
7年

令
和

12
年

令
和

17
年

令
和

22
年

令
和

27
年

令
和

32
年

3,
83

1
3,

76
1

3,
71

1
3,

66
7

3,
58

6
3,

51
1

3,
45

8

3,
74

4
3,

70
6

3,
64

6
3,

57
2

3,
49

6
3,

43
4

3,
38

5

1,
58

9
1,

58
2

1,
55

4
1,

51
8

1,
48

2
1,

45
5

1,
43

4

45
6

45
3

44
4

43
8

42
8

42
3

42
2

76
7

75
1

73
8

72
9

71
4

70
3

69
8

6,
80

2
6,

62
5

6,
47

0
6,

33
4

6,
23

8
6,

19
1

6,
17

3

赤
碕

3,
51

4
3,

41
9

3,
33

3
3,

25
3

3,
20

5
3,

18
6

3,
18

0

成
美

1,
54

3
1,

52
1

1,
49

1
1,

46
0

1,
43

6
1,

42
1

1,
41

0

安
田

1,
05

8
1,

02
4

1,
00

5
98

8
97

0
96

2
96

4

以
西

68
7

66
1

64
1

63
3

62
7

62
2

61
9

17
,1

89
16

,8
78

16
,5

63
16

,2
58

15
,9

44
15

,7
17

15
,5

70

区
 分

八
橋

浦
安

下
郷

上
郷

古
布

庄

旧
赤

碕
町

地
域

合
計

区
分

20
2
0
年

(
令
和

2
年
)

2
0
25
年

(
令
和

7
年
)

2
03
0
年

(
令
和

12
年
)

2
0
3
5
年

(
令
和

17
年
)

2
0
4
0
年

(
令
和

2
2
年
)

2
04
5
年

(
令
和

2
7
年
)

総
数

1
6
,3
6
5

1
5,
0
8
5

1
3
,
95
2

1
2
,8
2
8

1
1,
7
2
3

10
,
6
60

０
歳
～
14

歳

1
,9
7
9

1,
7
2
8

1
,
55
5

1
,3
8
2

1,
2
5
3

1
,
1
23

15
歳
～
6
4

歳

8
,3
5
6

7,
3
5
6

6
,
62
0

6
,0
6
9

5,
3
3
3

4
,
7
81

65
歳
以
上

6
,0
3
0

6,
0
0
1

5
,
77
6

5
,3
7
7

5,
1
3
7

4
,
7
55

区
分

2
0
50
年

(
令
和
3
2

年
)

20
5
5
年

(
令
和
3
7

年
)

2
06
0
年

(
令
和
42

年
)

総
数

9,
6
5
9

8
,
74
7

7
,
8
92

0
歳
～
1
4
歳

1,
0
1
5

92
9

8
21

15
歳
～
6
4
歳

4,
2
3
0

3
,
77
0

3
,
4
94

65
歳
以
上

4,
4
1
4

4
,
04
8

3
,
5
77
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(3
)
行
財
政
の
状
況

本
町
は
、
2
00
4
年
（
平
成
1
6
年
）
の
合
併
以
降
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
主
要
な
道
路
整
備
や
山
陰
道
の
開
通
に
合
わ
せ
た
道
の
駅
の
建
設
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
の
た
め
地
方
債
の

発
行
を
重
ね
た
こ
と
で
普
通
会
計
の
地
方
債
残
高
は
、
平
成
2
5
年
度
末
で
合
併
以
降

3
0
.7
億
円
増
加
し
1
6
0
.6
億
円
に
ま
で
達
し
た
。
一
方
、
合
併
に
よ
る
職
員
数
の
見
直

し
に
よ
り
約
6
億
円
の
人
件
費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
に
よ

る
将
来
負
担
の
削
減
へ
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
。

(
3
)
行
財
政
の
状
況

琴
浦
町
は
、
平
成
16
年
の
合
併
以
降
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
総
合
計
画
に
基
づ

き
主
要
な
道
路
整
備
や
山
陰
道
の
開
通
に
合
わ
せ
た
道
の
駅
の
建
設
な
ど
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
の
た
め
地
方
債
の
発
行
を
重
ね
た
こ
と

で
普
通
会
計
の
地
方
債
残
高
は
、
平
成
25
年
度
末
で
合
併
以
降
3
0.
7
億
円
増
加
し
1
6
0
.6

億
円
に
ま
で
達
し
た
。
一
方
、
合
併
に
よ
る
職
員
数
の
見
直
し
に
よ
り
約
6
億
円
の
人
件

費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
に
よ
る
将
来
負
担
の
削
減
へ
の
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
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人
口
減
少
対
策
と
し
て
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
は
じ
め
と
す
る
定
住
施
策
な
ど
に

取
り
組
む
も
の
の
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
は
、
町
の

歳
入
面
に
も
影
響
を
与
え
、
地
方
税
で
は
、
三
位
一
体
改
革
に
基
づ
く
税
制
改
正
に
よ

り
平
成
20
年
度
に
1
9
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
令

和
2
年
度
決
算
に
お
い
て
、
1
7
億
円
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指
数
は
、
平
成
20
年
度
の
0
.3
8
よ
り
0
.0
7
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
、
令
和
2
年
度
は
0
.3
1
と
な
っ
た
。

確
実
に
日
本
全
体
の
人
口
減
少
は
進
む
こ
と
か
ら
、
本
町
の
人
口
減
少
も
進
む
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
今
後
も
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、
普
通
交
付
税

な
ど
の
主
要
な
歳
入
は
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
社
会
保
障
費
の
予
算
に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
延
床
面
積
の
削
減
と
施
設
の
更
新
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

表
1
-
2(
1
)
市
町
村
財
政
の
状
況

略

表
1
-
2(
2
)
主
要
公
共
施
設
等
の
整
備
状
況

略

(4
)
地
域
の
持
続
的
発
展
の
基
本
方
針

本
町
の
持
続
的
発
展
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「
琴
浦
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
3

次
琴
浦
町
総
合
計
画
）
」
の
将
来
像
「
ひ
と
が
輝
く
、
豊
か
な
自
然
と
食
の
ま
ち
琴
浦
」

を
目
指
し
以
下
の
6
つ
の
政
策
に
取
り
組
む
。

1
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
だ
す
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
対
策
と
し
て
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
は
じ
め
と
す
る
定
住
施
策
な
ど
に
取

組
む
も
の
の
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
は
、
町
の
歳
入
面

に
も
影
響
を
与
え
、
地
方
税
で
は
、
三
位
一
体
改
革
に
基
づ
く
税
制
改
正
に
よ
り
平
成
20

年
度
に
19
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
令
和
2
年
度
決

算
に
お
い
て
、
17
億
円
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示

す
財
政
力
指
数
は
、
平
成
2
0
年
度
の
0
.
38
よ
り
0
.0
7
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
令
和
2
年

度
は
0
.
3
1
と
な
っ
た
。

確
実
に
日
本
全
体
の
人
口
減
少
は
進
む
こ
と
か
ら
、
本
町
の
人
口
減
少
も
進
む
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
今
後
も
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、
普
通
交
付
税
な
ど

の
主
要
な
歳
入
は
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
今
後
の
社
会
保
障
費
の
予
算
に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
延
床
面
積
の
削
減
と
施
設
の
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

表
１
－
２
(
1
)
市
町
村
財
政
の
状
況

略

表
１
－
２
(
2
)
主
要
公
共
施
設
等
の
整
備
状
況

略

(
4
)
地
域
の
持
続
的
発
展
の
基
本
方
針

〇
特
に
赤
碕
地
区
で
進
行
し
て
い
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
の
た
め
、
空
き
家

等
を
活
用
し
た
移
住
定
住
施
策
、
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
を
進
め
、
地
域
の
空
洞
化

を
阻
止
す
る
。

〇
通
院
・
買
い
物
に
必
要
な
地
域
交
通
の
確
保
、
地
域
防
災
の
充
実
な
ど
、
中
山
間
地
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・
地
域
課
題
を
自
ら
の
力
で
解
決
す
る
地
域
共
生
社
会
の
形
成

・
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
子
育
て
支
援
、
移
住
定
住
策
、
関
係
人
口
、
住
宅
政
策

の
推
進

2
子
ど
も
も
大
人
も
「
我
が
ま
ち
」
を
誇
れ
る
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

・
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
る
た
め
、
子
ど
も
と
大
人
へ
の
地
域
に
根
付
い
た
学

び
と
体
験
の
推
進

・
I
CT
を
活
用
し
た
個
別
最
適
な
指
導
に
よ
り
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
教
育
の

実
践

3
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り

・
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
と
関
わ
り
心
身
と
も
に
充
実
す

る
生
活
環
境
づ
く
り

・
若
年
層
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
よ
る
疾
病
・
介
護
予
防
と
健
康
寿
命
の
底
上
げ

4
魅
力
あ
る
産
業
が
生
み
出
す
地
域
経
済
好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

・
自
然
と
食
を
活
か
し
た
一
次
産
業
を
基
盤
と
し
た
産
業
振
興

・
事
業
承
継
、
起
業
・
創
業
の
推
進
に
よ
る
町
内
商
工
業
者
の
安
定
経
営
と
持
続
的

発
展

・
自
然
と
食
と
観
光
を
掛
け
合
わ
せ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済
好
循

環
の
実
現

5
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ
る
脱
炭

素
社
会
の
実
現

・
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
防
災
体
制
の
確
立
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り

・
公
共
施
設
の
集
約
・
複
合
化
に
よ
る
機
能
向
上
と
長
寿
命
化

6
町
民
の
声
が
届
き
、
と
も
に
創
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

域
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
運
営
組
織
を
主
体
と

し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
づ
く
り
と
小
さ
な
拠
点
の
整
備
に
取
り
組
む
。

〇
船
上
山
、
鳴
り
石
の
浜
、
河
本
家
住
宅
な
ど
個
性
豊
か
な
観
光
資
源
を
活
か
す
と
と

も
に
、
道
の
駅
琴
の
浦
で
は
観
光
客
の
玄
関
口
と
し
て
の
さ
ら
な
る
拠
点
化
、
ポ
ー

ト
赤
碕
で
は
地
元
客
を
対
象
に
し
た
地
域
の
中
心
店
舗
と
し
て
の
役
割
と
い
っ
た

２
つ
の
道
の
駅
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
取
組
を
行
う
。

〇
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
施
設
園
芸
へ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
や
、
畜
産
業
、
養
殖
漁
業

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
旧
赤
碕
町
地
域
の
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
産
業
振

興
を
図
る
。

〇
旧
小
学
校
校
舎
の
改
修
な
ど
既
存
施
設
の
複
合
化
と
長
寿
命
化
に
よ
り
地
域
イ
ン

フ
ラ
を
有
効
活
用
す
る
。

〇
保
健
・
福
祉
の
向
上
や
医
療
体
制
の
確
保
に
よ
り
地
域
の
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
。

〇
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
や
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
教
育
を
実
践
し
、
た
く
ま
し
く

活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
る
。

〇
上
記
の
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
地
域
の
中
で
人
財
・
資
源
・
経
済
が
還
流
す
る
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
。
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・
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
町
民
、
企
業
な
ど
と
の
双
方
向
の
情
報
共
有

・
す
べ
て
の
人
が
と
も
に
考
え
、
と
も
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
協
働
の
未
来
の
実
現

(5
)
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
基
本
目
標

(6
)
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

略

(7
)
計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
2
0
21
年
（
令
和
3
年
）
4
月
1
日
か
ら
20
2
6
年
（
令
和
8
年
）
3
月

3
1
日
ま
で
の
5
箇
年
間
と
す
る
。

(8
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
整
合

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
20
1
6
年
（
平
成
2
8
年
）
3
月
策
定
。
以
下
、「
総
合

管
理
計
画
」
と
い
う
。）
の
計
画
期
間
で
あ
る
2
0
年
間
に
お
い
て
、
全
体
延
床
面
積
の

1
5
％
（
2.
2
万
㎡
）
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

(
5
)
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
基
本
目
標

(
6
)
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

略

(
7
)
計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
の
5
箇
年
間
と

す
る
。

(
8
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
整
合

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
平
成
2
8
年
3
月
策
定
。
以
下
、「
総
合
管
理
計
画
」
と

い
う
。
）
の
計
画
期
間
で
あ
る
2
0
年
間
に
お
い
て
、
全
体
延
床
面
積
の
1
5
％
（
2
.
2
万

㎡
）
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

指
標

目
標
値

基
準
値

人
口
社
会
減

△
40
0
人
以
下

5
年
（
R
3
～
R
7
年
末
）

累
計

△
44
3
人

5
年
(
H
29
～
R3
年
末
)

累
計

地
区
公
民
館
と
一
体
化

し
た
新
た
な
地
域
運
営

組
織
の
立
ち
上
げ

9
地
区
（
R
7
年
度
末
）

0
地
区
（
R
2
年
度
末
）

年
間
観
光
入
込
客
数

9
0
万
人
（
R
7
年
末
）

5
8
.
1
万
人
（
R
2
年
末
）

指
標

目
標
値

基
準
値

人
口

【
旧
赤
碕
町
地
域
】

6
,6
2
5
人

（
R
7
.
4
月
末
）

6
,
80
2
人

（
Ｒ
2.
4
月
末
）

新
た
な
地
域
運
営
組
織
立
ち
上
げ

【
旧
赤
碕
町
地
域
】

４
地
区

（
R
7
年
度
末
）

0
地
区

（
R
2
年
度
末
）

道
の
駅
（
２
カ
所
）
の
年
間
観
光
入

込
客
数

【
旧
赤
碕
町
地
域
】

75
万
人

（
Ｒ
7
年
度
）

4
9
.
7
万
人

（
Ｒ
2
年
度
）
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施
設
の
廃
止
、
継
続
、
重
点
化
等
の
選
別
に
つ
い
て
は
、
総
合
管
理
計
画
に
か
か
る

個
別
施
設
計
画
に
て
各
施
設
の
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

（
以
下
、「
過
疎
計
画
」
と
い
う
。
）
で
は
、
そ
の
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
全
体
延
床

面
積
を
削
減
し
つ
つ
、
過
疎
計
画
の
目
標
達
成
に
必
要
と
な
る
施
設
整
備
等
を
行
う
。

２
移
住
・
定
住
・
地
域
間
交
流
の
促
進
、
人
材
育
成

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
移
住
・
定
住

近
年
、
大
規
模
な
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
地
方
へ

の
人
口
分
散
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
リ
モ
ー
ト
で
の
新
た
な
働
き
方
、
二
拠
点
生
活
が
改
め

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
田
舎
暮
ら
し
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
と
ら
え
、
本
町
が
持
つ
豊

か
な
地
域
資
源
や
程
々
の
商
業
集
積
を
活
用
し
移
住
・
定
住
者
の
増
を
目
指
す
取
組
が

求
め
ら
れ
る
。

本
町
の
生
活
圏
で
は
進
学
先
、
就
職
先
の
選
択
肢
が
都
市
部
と
比
較
し
て
少
な
い
た

め
、
特
に
1
0
代
後
半
か
ら
2
0
代
の
若
者
の
町
外
へ
の
転
出
が
継
続
し
て
い
る
。
転
出

先
と
し
て
は
、
関
西
や
関
東
な
ど
の
都
市
部
や
近
隣
県
の
ほ
か
、
県
内
の
市
や
湯
梨
浜

町
へ
の
転
出
も
見
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
的
確
な
移
住
・
定
住
施
策
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

本
町
で
は
失
わ
れ
た
人
口
と
町
外
に
流
出
し
て
い
る
所
得
の
そ
れ
ぞ
れ
1％
を
取
り

戻
す
「
こ
と
う
ら
回
帰
1％
戦
略
」
を
第
2
期
琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
創
生
戦

略
に
位
置
付
け
、
推
進
し
て
い
る
。
町
全
体
で
な
く
9
つ
の
地
区
ご
と
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
、
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
で
、
町
民
が
手
の
届

く
範
囲
で
自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
地
区
単
位
で
の
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

施
設
の
廃
止
、
継
続
、
重
点
化
等
の
選
別
に
つ
い
て
は
、
総
合
管
理
計
画
に
か
か
る
個

別
施
設
計
画
に
て
各
施
設
の
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
（
以

下
、「
過
疎
計
画
」
と
い
う
。
）
で
は
、
そ
の
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
全
体
延
床
面
積
を

削
減
し
つ
つ
、
過
疎
計
画
の
目
標
達
成
に
必
要
と
な
る
施
設
整
備
等
を
行
う
。

２
移
住
・
定
住
・
地
域
間
交
流
の
促
進
、
人
材
育
成

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
移
住
・
定
住

近
年
、
大
規
模
な
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
地
方
へ
の

人
口
分
散
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
リ
モ
ー
ト
で
の
新
た
な
働
き
方
、
二
拠
点
生
活
が
改
め
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
田
舎
暮
ら
し
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
と
ら
え
、
琴
浦
町
が
持
つ
豊
か
な

地
域
資
源
や
程
々
の
商
業
集
積
を
活
用
し
移
住
・
定
住
者
の
増
を
目
指
す
取
組
が
求
め
ら

れ
る
。

琴
浦
町
の
生
活
圏
で
は
進
学
先
、
就
職
先
の
選
択
肢
が
都
市
部
と
比
較
し
て
少
な
い
た

め
、
特
に
10
代
後
半
か
ら
2
0
代
の
若
者
の
町
外
へ
の
転
出
が
継
続
し
て
い
る
。
転
出
先

と
し
て
は
、
関
西
や
関
東
な
ど
の
都
市
部
や
近
隣
県
の
ほ
か
、
県
内
の
市
や
湯
梨
浜
町
へ

の
転
出
も
見
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
的
確
な
移
住
・
定
住
施
策
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。

本
町
で
は
失
わ
れ
た
人
口
と
町
外
に
流
出
し
て
い
る
所
得
の
そ
れ
ぞ
れ
1
％
を
取
り
戻

す
「
こ
と
う
ら
回
帰
1
％
戦
略
」
を
第
2
期
琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
創
生
戦
略
に

位
置
付
け
、
推
進
し
て
い
る
。
町
全
体
で
な
く
9
つ
の
地
区
ご
と
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
、
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
町
民
が
手
の
届
く
範
囲
で

自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
地
区
単
位
で
の
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
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イ
地
域
間
交
流

移
住
定
住
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
地
域
に
多
様
な
形
で
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係

人
口
」
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
等
の
地
域
課
題
の
解
決
や
将
来
的
に
は

移
住
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
S
NS
等

に
よ
る
関
わ
り
手
段
の
変
化
（
高
度
化
）
か
ら
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

都
市
部
人
材
と
の
関
わ
り
の
促
進
に
よ
り
関
係
人
口
を
創
出
す
る
た
め
、
町
内
企
業

な
ど
受
け
入
れ
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
り
方
の
構
築
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
地
域
へ
の
関
わ
り
方
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
内
で
も
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
異
な
る
職
業
や
仕
事
を
持
っ
た
人
が
集
ま

り
働
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
と
と
も
に
、
都
市
部
の

副
業
人
材
活
用
に
向
け
た
取
組
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ウ
人
材
育
成

略

(2
)
そ
の
対
策

ア
移
住
・
定
住

今
後
の
地
域
づ
く
り
や
定
住
対
策
等
を
検
討
・
実
施
す
る
た
め
現
状
の
把
握
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
区
ご
と
の
人
口
の
分
析
な
ら
び
に
将
来
予
測
を
行
い
、
地
域

の
現
状
と
未
来
を
「
見
え
る
化
」
し
、
地
域
毎
の
実
情
・
課
題
・
可
能
性
に
応
じ
た
現

状
分
析
・
人
口
推
計
を
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
進
学
・
就
職
で
県
外
に
出
た
若
者
に
対
す
る
U
タ
ー
ン
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
た
め
、
結
婚
や
出
産
・
育
児
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
U
JI
タ

ー
ン
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
定
住
促
進
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
空
き
家
を
登
録
し
情
報
発
信
を
行
う
「
空
き
家
ナ
ビ
」
の
運

イ
地
域
間
交
流

移
住
定
住
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
地
域
に
多
様
な
形
で
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係
人

口
」
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
等
の
地
域
課
題
の
解
決
や
将
来
的
に
は
移
住

に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
S
N
S
等
に
よ
る

関
わ
り
手
段
の
変
化
（
高
度
化
）
か
ら
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

都
市
部
人
材
と
の
関
わ
り
の
促
進
に
よ
り
関
係
人
口
を
創
出
す
る
た
め
、
町
内
企
業
な

ど
受
け
入
れ
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
り
方
の
構
築
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
地
域
へ
の
関
わ
り
方
の
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
内
で
も
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
異
な
る
職
業
や
仕
事
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り

働
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
と
と
も
に
、
都
市
部
の
副
業

人
材
活
用
に
向
け
た
取
組
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ウ
人
材
育
成

略

(
2
)
そ
の
対
策

ア
移
住
・
定
住

今
後
の
地
域
づ
く
り
や
定
住
対
策
等
を
検
討
・
実
施
す
る
た
め
現
状
の
把
握
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
区
ご
と
の
人
口
の
分
析
な
ら
び
に
将
来
予
測
を
行
い
、
地
域
の
現

状
と
未
来
を
「
見
え
る
化
」
し
、
地
域
毎
の
実
情
・
課
題
・
可
能
性
に
応
じ
た
現
状
分
析
・

人
口
推
計
を
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
進
学
・
就
職
で
県
外
に
出
た
若
者
に
対
す
る
U
タ
ー
ン
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
、
結
婚
や
出
産
・
育
児
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
IJ
U
タ
ー
ン

に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
空
き
家
を
登
録
し
情
報
発
信
を
行
う
「
空
き
家
ナ
ビ
」
の
運
用
を
行
う
。
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用
を
行
う
。
民
間
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
登
録
件
数
、
成
約
件
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

空
き
家
ナ
ビ
を
活
用
し
た
移
住
促
進
支
援
制
度
を
継
続
す
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信

に
よ
り
、
現
地
に
来
る
回
数
を
減
ら
し
な
が
ら
も
き
め
細
や
か
に
情
報
提
供
が
可
能
な

体
制
が
必
要
と
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
移
住
相
談
や
、
物
件
写

真
の
改
善
等
に
よ
る
移
住
定
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
空
き
家
ナ
ビ
の
物
件
情
報
の

充
実
を
推
進
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
定
期
借
地
権
制
度
に
よ
り
槻
下
住
宅
団
地
、
き
ら
り
タ
ウ
ン
赤
碕
(
県

公
社
販
売
)
の
分
譲
地
へ
の
若
者
の
移
住
と
定
住
を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
町
外
移
住

者
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
必
要
な
住
宅
行
政
を
検
討
す
る
。

イ
地
域
間
交
流

地
域
や
住
民
と
多
様
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
を
創
出
・
拡
大
し
、
地
域
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
移
住
者
の
す
そ
野
を
拡
大
す
る
。
新
た
な
働
き
方
で
あ
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
副
業
を
希
望
す
る
都
市
部
人
材
と
町
内
企
業
等
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
多

様
な
関
わ
り
方
で
地
域
課
題
解
決
を
行
う
。

ま
た
、
関
係
人
口
の
受
け
皿
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
を
発
行
し
、
地
域
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
な
ど
町
外
の
人
が
、
継
続
し
て
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
を

行
う
。
関
係
人
口
と
の
交
流
を
通
し
て
町
外
の
人
材
の
意
見
を
政
策
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
町
外
の
住
人
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
を
構
築
す
る
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
地
域
外
・
都
市
部
の
住
人
に
本
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら

い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
関
わ
り
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
結
び
付

け
る
こ
と
を
目
指
す
。

そ
の
ほ
か
、
進
学
や
就
職
で
都
市
部
へ
転
出
し
て
い
る
本
町
出
身
者
を
中
心
と
し
た

民
間
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
登
録
件
数
、
成
約
件
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
空
き
家
ナ
ビ

を
活
用
し
た
移
住
促
進
支
援
制
度
を
継
続
す
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
に

よ
り
現
地
に
来
る
回
数
を
減
ら
し
な
が
ら
も
き
め
細
や
か
に
情
報
提
供
が
可
能
な
体
制

が
必
要
と
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
移
住
相
談
や
、
物
件
写
真
の
改

善
等
に
よ
る
移
住
定
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
空
き
家
ナ
ビ
の
物
件
情
報
の
充
実
を
推

進
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
定
期
借
地
権
制
度
に
よ
り
き
ら
り
タ
ウ
ン
赤
碕
(
県
公
社
販
売
)
の
分
譲
地

へ
の
若
者
の
移
住
と
定
住
を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
町
外
移
住
者
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

必
要
な
住
宅
行
政
を
検
討
す
る
。

イ
地
域
間
交
流

地
域
や
住
民
と
多
様
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
を
創
出
・
拡
大
し
、
地
域
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
移
住
者
の
す
そ
野
を
拡
大
す
る
。
新
た
な
働
き
方
で
あ
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
副
業
を
希
望
す
る
都
市
部
人
材
と
町
内
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
多
様
な
関
わ

り
方
で
地
域
課
題
解
決
を
行
う
。

ま
た
、
関
係
人
口
の
受
け
皿
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
を
発
行
し
、
地
域
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
な
ど
町
外
の
人
が
、
継
続
し
て
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
を
行

う
。
関
係
人
口
と
の
交
流
を
通
し
て
町
外
の
人
材
の
意
見
を
政
策
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

町
外
の
住
人
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
を
構
築
す
る
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
地
域
外
・
都
市
部
の
住
人
に
琴
浦
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら

い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
関
わ
り
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
結
び
付
け

る
こ
と
を
目
指
す
。

そ
の
ほ
か
、
進
学
や
就
職
で
都
市
部
へ
転
出
し
て
い
る
本
町
出
身
者
を
中
心
と
し
た
若
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若
者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
、
継
続
的
な
関
係
性
を
保
つ
こ

と
に
よ
り
最
終
的
に
U
タ
ー
ン
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

ウ
人
材
育
成

各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
陣
を
先
生
と
し
て
、
地
域
資
源
や
地
域
の
人
材

を
生
か
し
た
新
た
な
学
び
や
交
流
の
機
会
を
創
出
し
、
ふ
る
さ
と
を
支
え
、
地
域
を
引

っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
支
援
や
任
期
終
了
後
の
定
着
支
援
、
集
落
支
援
員
の
配

置
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
や
推
進
役
、
又
は
支
援
役
と
な
る
人
材
、
団
体
等
の

確
保
及
び
育
成
を
図
る
。
こ
う
し
た
外
部
人
材
や
U
JI
タ
ー
ン
者
、
高
校
生
な
ど
若
者

も
含
む
多
様
な
主
体
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
及
び
協
力
を
促
進
す
る
。

地
域
で
学
ぶ
琴
浦
こ
ど
も
塾
や
学
校
教
育
で
の
ふ
る
さ
と
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
愛
し
地
域
を
誇
り
に
思
う
教
育
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
、
人
権
・
同
和
教
育
等
の
分
野
で
も
住
民
に
向
け
た
研
修
会

を
行
い
、
地
域
の
人
材
育
成
を
行
う
。

(3
)
計
画

者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
、
継
続
的
な
関
係
性
を
保
つ
こ
と
に

よ
り
最
終
的
に
U
タ
ー
ン
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

ウ
人
材
育
成

各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
陣
を
先
生
と
し
て
、
地
域
資
源
や
地
域
の
人
材
を

生
か
し
た
新
た
な
学
び
や
交
流
の
機
会
を
創
出
し
、
ふ
る
さ
と
を
支
え
、
地
域
を
引
っ
張

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
支
援
や
任
期
終
了
後
の
定
着
支
援
、
集
落
支
援
員
の
配
置

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
や
推
進
役
、
又
は
支
援
役
と
な
る
人
材
、
団
体
等
の
確
保

及
び
育
成
を
図
る
。
こ
う
し
た
外
部
人
材
や
I
J
U
タ
ー
ン
者
、
高
校
生
な
ど
若
者
も
含
む

多
様
な
主
体
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
及
び
協
力
を
促
進
す
る
。

地
域
で
学
ぶ
琴
浦
こ
ど
も
塾
や
学
校
教
育
で
の
ふ
る
さ
と
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
愛
し
地
域
を
誇
り
に
思
う
教
育
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
、
人
権
・
同
和
教
育
等
の
分
野
で
も
住
民
に
向
け
た
研
修
会
を
行

い
、
地
域
の
人
材
育
成
を
行
う
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

１
移
住
・
定

住
・
地
域
間
交

流
の
促
進
、
人

材
育
成

(
４
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
移
住
・
定
住

【
空
き
家
対
策
事
業
】

・
空
き
家
家
財
撤
去
支
援
事
業
補

助
金

・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

１
移
住
・
定

住
・
地
域
間
交

流
の
促
進
、
人

材
育
成

(1
)
移
住
・
定
住
【
空
き
家
対
策
事
業
】

・
空
き
家
家
財
撤
去
支
援
事
業
補

助
金

・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合
略

３
産
業
の
振
興

(1
)
現
況
と
問
題
点

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

３
産
業
の
振
興

(
1
)
現
況
と
問
題
点

【
移
住
者
支
援
事
業
】

・
移
住
者
へ
の
相
談
対
応

・
移
住
定
住
促
進
奨
励
金

・
ふ
る
さ
と
で
の
新
し
い
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｽﾃ
ｰ

ｼﾞ
支
援
事
業
補
助
金

・
移
住
就
職
等
支
援
金

町

【
定
住
促
進
事
業
】

・
き
ら
り
タ
ウ
ン
定
住
促
進
事
業

・
槻
下
住
宅
団
地
定
住
促
進
事
業

・
定
期
借
地
権
設
定
事
業

町

・
地
域
間
交
流

【
関
係
人
口
創
出
事
業
】

町

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事

業
】

町

・
人
材
育
成

【
熱
中
小
学
校
補
助
事
業
】

【
琴
浦
こ
ど
も
塾
運
営
委
託
事

業
】

【
国
際
交
流
事
業
】

・
中
学
生
派
遣
事
業

・
国
際
交
流
協
会

町

【
移
住
者
支
援
事
業
】

・
移
住
者
へ
の
相
談
対
応

・
移
住
定
住
促
進
奨
励
金

・
ふ
る
さ
と
で
の
新
し
い
ﾗｲ
ﾌ
ｽ
ﾃｰ

ｼ
ﾞ支
援
事
業
補
助
金

・
移
住
就
職
等
支
援
金

町

【
定
住
促
進
事
業
】

・
き
ら
り
タ
ウ
ン
定
住
促
進

・
定
期
借
地
権
設
定
事
業

町

(2
)
地
域
間
交

流

【
関
係
人
口
創
出
事
業
】

町

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事

業
】

町

(3
)
人
材
育
成
【
熱
中
小
学
校
補
助
事
業
】

【
国
際
交
流
事
業
】

・
中
学
生
派
遣
事
業

・
国
際
交
流
協
会

町
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ア
農
業 本
町
の
農
業
は
、
大
山
山
麓
の
裾
野
に
広
が
る
肥
沃
な
水
田
や
畑
地
を
利
用
し
て
、

水
稲
・
果
樹
・
野
菜
・
畜
産
等
多
様
な
農
産
物
の
生
産
振
興
に
努
め
て
き
た
。
生
産
体

制
の
強
化
・
機
械
の
大
型
化
・
圃
場
整
備
等
を
行
い
、
積
極
的
に
生
産
基
盤
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
県
内
屈
指
の
農
業
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
産
出

額
は
、
20
1
4
年
（
平
成
2
6
年
）
は
86
億
3
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
2
0
1
9

年
（
令
和
元
年
）
は
1
2
0
億
円
と
な
り
、
県
内
第
2
位
と
な
る
。
特
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
作
付
面
積
、
販
売
額
が
増
加
を
続
け
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
な
ど
生
産
規
模
拡
大

で
儲
か
る
農
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

畜
産
業
で
は
、
乳
用
牛
の
飼
育
戸
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
等
を
活
用
し
て
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
酪
農
家
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
経
産
牛
飼

養
頭
数
及
び
乳
量
は
増
加
し
て
い
る
。
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
飼
養
者
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
、
戸
数
、
頭
数
と
も
減
少
し
て
い
る
が
、「
白
鳳
8
5
の
3」
や
「
百
合
白
清
2」

と
い
っ
た
高
能
力
牛
の
血
統
を
積
極
的
に
導
入
・
保
留
す
る
こ
と
で
、
高
単
価
で
の
販

売
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
、
そ

れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
、
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
人
・
農
地
チ
ー
ム
会
議
等
に
よ
り
関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、
次
代

を
担
う
担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
積
、
農
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
・
拡
大
防
止
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

イ
～
ウ
略

エ
商
工
業

商
工
業
で
は
県
内
町
村
で
ト
ッ
プ
の
生
産
・
出
荷
高
な
ら
び
に
事
業
所
数
を
誇
っ
て

ア
農
業

本
町
の
農
業
は
、
大
山
山
麓
の
裾
野
に
広
が
る
肥
沃
な
水
田
や
畑
地
を
利
用
し
て
、
水

稲
・
果
樹
・
野
菜
・
畜
産
等
多
様
な
農
産
物
の
生
産
振
興
に
努
め
て
き
た
。
生
産
体
制
の

強
化
・
機
械
の
大
型
化
・
圃
場
整
備
等
を
行
い
、
積
極
的
に
生
産
基
盤
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
県
内
屈
指
の
農
業
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
産
出
額
は
、
平

成
2
6
年
は
8
6
億
3
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
令
和
元
年
は
1
2
0
億
円
と
な

り
、
県
内
第
2
位
と
な
る
。
特
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
作
付
面
積
、
販
売
額
が
増
加
を
続

け
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
な
ど
生
産
規
模
拡
大
で
儲
か
る
農
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

畜
産
業
で
は
、
乳
用
牛
の
飼
育
戸
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
等
を
活
用
し
て
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
酪
農
家
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
経
産
牛
飼
養
頭

数
及
び
乳
量
は
増
加
し
て
い
る
。
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
飼
養
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

戸
数
、
頭
数
と
も
減
少
し
て
い
る
が
、
「
白
鳳
8
5
の
3
」
や
「
百
合
白
清
2
」
と
い
っ
た

高
能
力
牛
の
血
統
を
積
極
的
に
導
入
・
保
留
す
る
こ
と
で
、
高
単
価
で
の
販
売
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
、
そ
れ

に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
、
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
人
・
農
地
チ
ー
ム
会
議
等
に
よ
り
関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、
次
代
を
担
う

担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
積
、
農
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
・

拡
大
防
止
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

イ
～
ウ

略

エ
商
工
業

商
工
業
で
は
県
内
町
村
で
ト
ッ
プ
の
生
産
・
出
荷
高
な
ら
び
に
事
業
所
数
を
誇
っ
て
お
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お
り
、
中
で
も
生
産
高
が
多
い
産
業
は
畜
産
食
品
業
を
主
要
と
し
た
食
料
品
で
、
強
み

の
あ
る
分
野
と
い
え
る
。

近
年
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
。
特
に
専
門

的
・
技
術
的
職
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
介
護
、
建
設
分
野
に
お
い
て
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
経
営
者
全
体
の
半
数
以
上
が
50
歳
代
、
6
0
歳
代
で
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
な
い
事
業
所
が
約
７
割
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に

よ
る
事
業
継
続
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
若
い
世
代
の
県
外
流
出
、
県
外
就
職
が
多
い
中
、
U
JI
タ
ー
ン
者
の
起
業

及
び
町
内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
・
創
業
を
支
援
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

新
た
な
事
業
分
野
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
2
年
度
琴
浦
町
地
域
経
済
循
環
分
析
調
査
に
よ
る
と
、
食
料
品
を
中
心
と
し
た

家
計
調
査
で
は
、
世
帯
の
食
費
の
消
費
総
額
が
約
4
2.
3
億
円
、
域
内
購
入
率
は
7
2.
8
％

で
あ
り
、
1
1
億
円
以
上
の
食
費
が
域
外
へ
と
流
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
は
域
外
で
食
料
品
を
購
入
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
域

内
購
入
率
の
低
い
世
帯
へ
の
所
得
の
取
り
戻
し
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
町
民

一
人
一
人
の
意
識
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
飲
食

店
等
を
中
心
と
し
た
調
査
で
は
飲
食
店
の
域
内
仕
入
率
は
、
半
分
を
割
る
47
.
4
％
、
地

元
産
品
利
用
率
は
1
1.
9
％
と
低
い
た
め
、
地
元
産
品
の
利
用
を
中
心
に
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
も
よ
り
一
層
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
の
特
産
品
や

新
た
な
商
品
等
の
発
信
が
必
要
で
あ
る
。

オ
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

観
光
入
込
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
2
0
1
4
年
（
平
成
2
6
年
）
の
71
万
4
千
人
を
ピ
ー

ク
と
し
て
、
観
光
入
込
客
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
2
つ
の
道
の
駅
が
同
調
査
全

り
、
中
で
も
生
産
高
が
多
い
産
業
は
畜
産
食
品
業
を
主
要
と
し
た
食
料
品
で
、
強
み
の
あ

る
分
野
と
い
え
る
。

近
年
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
。
特
に
専
門

的
・
技
術
的
職
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
介
護
、
建
設
分
野
に
お
い
て
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
経
営
者
全
体
の
半
数
以
上
が
5
0
歳
代
、
6
0
歳
代
で
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
事
業
所
が
約
７
割
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る

事
業
継
続
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
若
い
世
代
の
県
外
流
出
、
県
外
就
職
が
多
い
中
、
I
J
U
タ
ー
ン
者
の
起
業
及

び
町
内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
・
創
業
を
支
援
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
た

な
事
業
分
野
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
2
年
度
琴
浦
町
地
域
経
済
循
環
分
析
調
査
よ
る
と
、
食
料
品
を
中
心
と
し
た
家
計
調

査
で
は
、
世
帯
の
食
費
の
消
費
総
額
が
約
4
2.
3
億
円
、
域
内
購
入
率
は
7
2
.
8％
で
あ
り
、

1
1
億
円
以
上
の
食
費
が
域
外
へ
と
流
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
は
域
外
で
食
料
品
を
購
入
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
域
内

購
入
率
の
低
い
世
帯
へ
の
所
得
の
取
り
戻
し
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
町
民
一
人

一
人
の
意
識
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
飲
食
店
等
を

中
心
と
し
た
調
査
で
は
飲
食
店
の
域
内
仕
入
率
は
、
半
分
を
割
る
4
7
.
4％
、
地
元
産
品
利

用
率
は
1
1.
9
％
と
低
い
た
め
、
地
元
産
品
の
利
用
を
中
心
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
も
よ
り
一
層
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
の
特
産
品
や
新
た
な
商
品
等
の

発
信
が
必
要
で
あ
る
。

オ
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

観
光
入
込
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
26
年
の
7
1
万
4
千
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
観

光
入
込
客
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
2
つ
の
道
の
駅
が
同
調
査
全
体
数
の
8
6
％
を
占
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体
数
の
8
6
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
か
ら
町
内
観
光
地
へ
の
誘
導
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
山
陰
道
の
開
通
を
機
に
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
新
た
な

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
不
足
等
に
よ
り
情
報
発
信
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
低
下
し
て
お

り
、
再
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
情
報
発
信
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
組
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
観
光
バ
ス
を
増
や
す
と
い
う
成
果
は
出
て
い
る
も
の
の
通
過
型
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
町
内
で
の
観
光
消
費
の
拡
大
や
自
然
資
源
を
充
実
さ
せ
た
滞
在
時
間
延
長

の
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
道
の
駅
を
“
核
”
と
し
た
町
内
周
遊
の
促
進
」
、
「
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
惑
星
コ
ト
ウ
ラ
と
し
て
情
報
発
信
強
化
を
図
る
こ
と
」、
「
農
畜
水
産
物
や
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
商
品
の
開
発
を
行
う
こ
と
」
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
～
イ
略

ウ
水
産
業

漁
業
研
修
制
度
を
行
い
、
新
規
就
業
希
望
者
の
受
入
を
行
う
漁
業
者
及
び
養
殖
業
者

に
対
し
、
研
修
に
必
要
な
事
業
の
助
成
を
行
う
。

エ
商
工
業

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
2
01
9
年
（
平
成
3
1
年
）
に
琴
浦
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
、
中
小
企
業
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
か
ら
町
内
観
光
地
へ
の
誘
導
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
山
陰
道
の
開
通
を
機
に
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
新
た
な
観

光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
不
足
等
に
よ
り
情
報
発
信
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
低
下
し
て
お
り
、

再
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
情
報
発
信
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
り
、
再

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
情
報
発
信
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
観
光
バ
ス
を
増
や
す
と
い
う
成
果
は
出
て
い
る
も
の
の
通
過
型
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
町
内
で
の
観
光
消
費
の
拡
大
や
自
然
資
源
を
充
実
さ
せ
た
滞
在
時
間
延
長
の
取
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
道
の
駅
を
“
核
”
と
し
た
町
内
周
遊
の
促
進
」
、「
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
惑
星
コ
ト
ウ
ラ
と
し
て
情
報
発
信
強
化
を
図
る
こ
と
」
、「
農
畜
水
産
物
や
地
域
資
源
を

活
用
し
た
観
光
商
品
を
開
発
を
行
う
こ
と
」
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
～
イ

略

ウ
水
産
業

養
殖
業
へ
の
参
入
を
支
援
す
る
た
め
、
養
殖
生
産
施
設
整
備
事
業
を
行
い
、
養
殖
技
術

の
確
立
等
に
取
り
組
む
事
業
者
の
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
漁
業
研
修
制
度
を
行
い
、
新
規
就
業
希
望
者
の
受
入
を
行
う
養
殖
業
者
に
対
し
、

研
修
に
必
要
な
事
業
の
助
成
を
行
う
。

エ
商
工
業

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
3
1
年
に
琴
浦
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
を
制
定
し
、
中
小
企
業
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
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す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る
等
の
商
工
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 人
手
不
足
解
消
を
図
る
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所
「
し
ご
と
プ
ラ
ザ
琴
浦
」
を
役
場

敷
地
内
に
設
置
し
、
求
職
者
及
び
事
業
所
の
職
業
相
談
及
び
就
職
支
援
を
行
う
と
と
も

に
町
独
自
の
合
同
求
人
説
明
会
及
び
求
職
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
基
本
計
画
の
重
点
柱
と
し
て
い
る
地
域
内
経
済
循
環
の
促
進
を
図
る
た
め
、

効
果
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
地
域
に
入
っ
て
き
た
お
金
を
な
る
べ
く
地
域
内

で
多
く
の
人
の
手
に
渡
り
循
環
す
る
こ
と
が
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
上
で
重
要
と

考
え
る
た
め
、
町
民
等
に
対
し
「
地
域
内
で
買
う
」
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら

う
よ
う
「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
運
動
」
の
啓
発
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
元
の
飲
食
店
と
生
産

者
を
繋
げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
飲
食
店
の
地
元
産
品
利
用
率

向
上
に
努
め
る
。

加
え
て
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
販
路
開
拓
に
対
す

る
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
琴
浦
産
品
の
競
争
力
を
高
め
、
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
。

オ
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

人
を
地
域
の
中
に
呼
び
込
む
観
光
を
展
開
し
、
町
産
業
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
、
「
稼
ぐ
観
光
で
町
産
業
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
！
！
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、

令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
に
お
け
る
、
琴
浦
町
第
2
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
観
光
施
策
を
推
進
す
る
。

そ
の
中
で
、
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
道
の
駅
を
“
核
”
と
し
て
町
内

周
遊
を
促
進
」
、「
ま
ち
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
情
報
発
信
を
強
化
」、
「
農
畜
水

産
物
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
商
品
を
開
発
」
を
掲
げ
て
、
観
光
施
策
を
推
進
す

る
。

に
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る
等
の
商
工
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
手
不
足
解
消
を
図
る
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所
「
し
ご
と
プ
ラ
ザ
琴
浦
」
を
役
場
敷

地
内
に
設
置
し
、
求
職
者
及
び
事
業
所
の
職
業
相
談
及
び
就
職
支
援
を
行
う
と
と
も
に
町

独
自
の
合
同
求
人
説
明
会
及
び
求
職
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
基
本
計
画
の
重
点
柱
と
し
て
い
る
地
域
内
経
済
循
環
の
促
進
を
図
る
た
め
、
効

果
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
地
域
に
入
っ
て
き
た
お
金
を
な
る
べ
く
地
域
内
で
多

く
の
人
の
手
に
渡
り
循
環
す
る
こ
と
が
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
上
で
重
要
と
考
え
る

た
め
、
町
民
等
に
対
し
「
地
域
内
で
買
う
」
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
「
バ

イ
ロ
ー
カ
ル
運
動
」
の
啓
発
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
元
の
飲
食
店
と
生
産
者
を
繋
げ
る

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
飲
食
店
の
地
元
産
品
利
用
率
向
上
に
努
め

る
。 加
え
て
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
販
路
開
拓
に
対
す
る

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
琴
浦
産
品
の
競
争
力
を
高
め
、
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
。

オ
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

人
を
地
域
の
中
に
呼
び
込
む
観
光
を
展
開
し
、
町
産
業
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、
「
稼
ぐ
観
光
で
町
産
業
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
！
！
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
令
和

2
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
お
け
る
、
琴
浦
町
第
2
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
観
光

施
策
を
推
進
す
る
。

そ
の
中
で
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
道
の
駅
を
“
核
”
と
し
て
町
内
周

遊
を
促
進
」
、「
ま
ち
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
情
報
発
信
を
強
化
」
、「
農
畜
水
産
物

や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
商
品
を
開
発
」
を
掲
げ
て
、
観
光
施
策
を
推
進
す
る
。

特
に
、
道
の
駅
の
機
能
強
化
に
お
い
て
、
２
つ
の
道
の
駅
の
役
割
分
担
、
連
携
強
化
、
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特
に
、
道
の
駅
の
機
能
強
化
に
お
い
て
、
2
つ
の
道
の
駅
の
役
割
分
担
、
連
携
強
化
、

物
産
館
こ
と
う
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
観
光
案
内
所
の
機

能
強
化
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
の
遊
具
更
新
や
道
の
駅
ポ
ー
ト

赤
碕
の
施
設
更
新
を
行
う
な
ど
、
道
の
駅
を
起
点
と
し
た
地
域
内
の
周
遊
な
ど
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
コ
ロ
ナ
後
に
備
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
組
を
行
う
。

ま
た
、
琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
お
い
て
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
惑
星
コ
ト
ウ

ラ
T
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
「
小
さ
い
く
せ
に

ぜ
ん
ぶ
あ
る
。
惑
星
コ
ト

ラ
ウ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
NS
で
の
情
報
発
信
な
ど
様
々
な

施
策
を
行
う
。

な
お
、
自
然
・
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
新
た
な
指
定
管
理
者
が

運
営
す
る
一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
利
用
者
等
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
情
報
発
信
の
強
化
や
サ
ウ
ナ
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
商
品
の
造
成
等
に
よ

る
観
光
客
の
増
加
を
目
指
す
。

※
上
記
ア
～
オ
の
施
策
に
つ
い
て
は
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
を
構
成
す
る
倉

吉
市
、
三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
、
北
栄
町
を
は
じ
め
と
し
た
他
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
、

農
林
水
産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
拡
大
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
プ
ラ
ン
の
構

築
等
を
進
め
る
。

(3
)
計
画

物
産
館
こ
と
う
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
物
産
館
こ
と
う
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

観
光
案
内
所
の
機
能
強
化
、
コ
ロ
ナ
後
に
備
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
組
を
行
う
。

ま
た
、
琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
お
い
て
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
惑
星
コ
ト
ウ
ラ

Ｔ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、「
小
さ
い
く
せ
に
ぜ
ん
ぶ
あ
る
。
惑
星
コ
ト
ラ
ウ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
な
ど
様
々
な
施
策
を

行
う
。

な
お
、
自
然
・
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
新
た
な
指
定
管
理
者
が
運

営
す
る
一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
利
用
者
等
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な

る
情
報
発
信
の
強
化
や
サ
ウ
ナ
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
商
品
の
造
成
等
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
を
目
指
す
。

※
上
記
ア
～
オ
の
施
策
に
つ
い
て
は
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
を
構
成
す
る
倉
吉

市
、
三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
、
北
栄
町
を
は
じ
め
と
し
た
他
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
、

農
林
水
産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
拡
大
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
プ
ラ
ン
の
構

築
等
を
進
め
る
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

２
産
業
の
振

興

(
１
)
基
盤
整
備

・
農
業

【
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
】

町

【
農
産
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
】

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

2
産
業
の
振

興

(1
)
基
盤
整
備

農
業

【
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事

業
】

【
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

県
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・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

町

（
県
営
）

・
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

県

（
県
営
・
団
体
営
）

・
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減

災
事
業

町

(
９
)
観
光
又
は
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

【
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
遊
具
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
事
業
】

【
道
の
駅
ポ
ー
ト
赤
碕
施
設
更
新

事
業
】

町

(
10
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
第
１
次
産
業

【
農
業
振
興
対
策
振
興
事
業
】

・
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事
業

農
業
者

【
野
菜
振
興
対
策
事
業
】

・
鳥
取
型
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
よ

る
施
設
園
芸
等
推
進
事
業

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業

（
ス
イ
カ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

Ｊ
Ａ

【
機
構
中
間
保
有
地
再
生
活
用
事

業
】

農
地
中
間

管
理
機
構

【
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
】

町

【
畜
産
振
興
対
策
事
業
】

町

減
災
対
策
事
業
】

県
営
水
管
理
施
設
更
新
事
業
(
危

機
管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ等
)

・
県
営
機
械
施
設
更
新
事
業
(
水

利
施
設
整
備
)

県

(1
0
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業

第
１
次
産
業

【
農
業
振
興
対
策
進
行
事
業
】

・
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事
業

農
業
者

【
野
菜
振
興
対
策
事
業
】

・
鳥
取
型
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
よ

る
施
設
園
芸
等
推
進
事
業

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
（
ス
イ
カ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
）

Ｊ
Ａ

【
機
構
中
間
保
有
地
再
生
活
用

事
業
】

農
地
中
間
管

理
機
構

【
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
】

町

【
畜
産
振
興
対
策
事
業
】

町
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【
就
農
条
件
整
備
事
業
】

農
業
者

【
土
地
改
良
区
運
営
補
助
事
業
】

【
林
業
振
興
対
策
事
業
】

・
緊
急
間
伐
実
施
事
業

土
地
改
良
区

森
林
所
有

者
等

【
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
】

・
松
く
い
虫
特
別
防
除
事
業

・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
事
業

町

【
水
産
業
振
興
対
策
事
業
】

・
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
事

業

・
栽
培
漁
業
地
域
支
援
対
策
事
業

・
持
続
可
能
な
栽
培
漁
業
推
進
事

業

漁
協

・
漁
獲
共
済
掛
金
軽
減
事
業

全
国
合
同

漁
業
共

済
、
漁
協

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業

藻
場
保
全

活
動
組
織

・
漁
業
研
修
事
業

養
殖
事
業

者

・
ウ
ニ
被
害
藻
場
緊
急
回
復
対
策

事
業
負
担
金

県

商
工
業
・
6
次
産
【
商
工
業
の
振
興
事
業
】

町

【
就
農
条
件
整
備
事
業
】

農
業
者

【
土
地
改
良
区
運
営
補
助
事
業
】

・
赤
碕
町
土
地
改
良
区
運
営
補
助

事
業

土
地
改
良
区

【
林
業
振
興
対
策
事
業
】

・
緊
急
間
伐
実
施
事
業

森
林
所
有
者

等

【
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
】

・
松
く
い
虫
特
別
防
除
事
業

・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
事
業

町

【
水
産
業
進
行
対
策
事
業
】

・
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
事

業

・
栽
培
漁
業
地
域
支
援
対
策
事
業

・
持
続
可
能
な
栽
培
漁
業
推
進
事

業

漁
協

・
漁
獲
共
済
掛
金
軽
減
事
業

全
国
合
同
業

共
済

漁
協

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業

藻
場
保
全
活

動
組
織

・
漁
業
研
修
事
業

養
殖
事
業

者
・
漁
協

商
工
業
・
6
次
【
商
工
業
の
振
興
事
業
】

町
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(4
)
産
業
振
興
促
進
事
項

ア
産
業
振
興
促
進
区
域
及
び
振
興
す
べ
き
業
種

(
4
)
産
業
振
興
促
進
事
項

ア
産
業
振
興
促
進
区
域
及
び
振
興
す
べ
き
業
種

業
化

・
商
工
会
補
助
金

・
起
業
支
援
補
助

・
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

利
子
補
給
補
助
金

【
雇
用
確
保
事
業
】

・
未
来
人
材
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金

・
雇
用
確
保
（
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
支
援
）

町

観
光

【
観
光
振
興
事
業
】

・
観
光
協
会
運
営
補
助
金

・
コ
ト
ウ
ラ
観
光
産
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業

・
観
光
情
報
発
信
業
務
委
託
料

・
観
光
看
板
等
整
備

町

【
船
上
山
管
理
事
業
】

町

【
道
の
駅
管
理
運
営
事
業
】

・
道
の
駅
ポ
ー
ト
赤
碕
管
理
運
営

負
担
金

・
道
の
駅
琴
の
浦
清
掃
委
託
料

町

産
業
振
興
促
進

区
域

業
種

計
画
期
間

備
考

産
業
化 観
光

・
商
工
会
補
助
金

・
起
業
支
援
補
助

・
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

利
子
補
給
補
助
金

【
雇
用
確
保
事
業
】

・
未
来
人
材
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金

・
雇
用
確
保
（
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
支
援
）

町

【
観
光
振
興
事
業
】

・
コ
ト
ウ
ラ
観
光
産
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業

・
観
光
情
報
発
信
業
務
委
託
料

・
観
光
看
板
等
整
備

町

【
船
上
山
管
理
事
業
】

町

【
道
の
駅
管
理
運
営
事
業
】

・
道
の
駅
ポ
ー
ト
赤
碕
管
理
運
営

負
担
金

・
道
の
駅
琴
の
浦
清
掃
委
託
料

町

産
業
振
興
促
進

区
域

業
種

計
画
期
間

備
考
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イ
当
該
業
種
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
事
業
の
内
容

略

(5
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合
略

４
地
域
に
お
け
る
情
報
化

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
電
気
通
信
施
設
等
情
報
化
の
た
め
の
施
設

行
政
及
び
防
災
な
ど
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
町
内
全
域
に
屋
外
拡
声
子
局
を
整
備
し

て
い
る
ほ
か
、
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
て
お
り
、
確
実
に
防
災
情
報
、
行
政
放

送
を
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
NS
を
活
用

し
た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
る
。
令
和
3
年
度
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ

を
登
録
す
れ
ば
防
災
緊
急
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
内
防
災
情
報
配
信
ア

プ
リ
｢
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
｣
を
導
入
し
、
屋
外
拡
声
器
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
所
や
町
外

で
も
防
災
情
報
を
確
認
で
き
る
環
境
整
備
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
防
災
緊
急
放
送
の
み

配
信
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
行
政
放
送
は
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
音
声
の
み
で
配
信
し
て
い
る
た
め
、
耳
の
不
自
由
な
方
が
防
災
緊
急
放
送
等
を

確
認
で
き
る
よ
う
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

情
報
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
に
町
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を

整
備
し
、
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
(F
T
T
H)
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
光
ケ
ー

ブ
ル
網
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
設
民
営
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

イ
当
該
業
種
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
事
業
の
内
容

略

(
5
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

４
地
域
に
お
け
る
情
報
化

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
電
気
通
信
施
設
等
情
報
化
の
た
め
の
施
設

略

行
政
及
び
防
災
な
ど
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
町
内
全
域
に
屋
外
拡
声
子
局
を
整
備
し
て

い
る
ほ
か
、
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
て
お
り
、
確
実
に
防
災
情
報
、
行
政
放
送
を

届
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
を
活
用
し
た
情

報
発
信
も
行
っ
て
い
る
。
令
和
3
年
度
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
登
録
す

れ
ば
防
災
緊
急
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
内
防
災
情
報
配
信
ア
プ
リ
｢
コ
ス
モ

キ
ャ
ス
ト
｣
を
導
入
し
、
屋
外
拡
声
器
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
所
や
町
外
で
も
防
災
情
報

を
確
認
で
き
る
環
境
整
備
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
防
災
緊
急
放
送
の
み
配
信
し
て
い
る
た

め
、
通
常
の
行
政
放
送
は
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
音
声
の
み
で

配
信
し
て
い
る
た
め
、
耳
の
不
自
由
な
方
が
防
災
緊
急
放
送
等
を
確
認
で
き
る
よ
う
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

情
報
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
に
町
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整

備
し
、
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
(
F
T
TH
)
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
光
ケ
ー
ブ
ル

網
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
設
民
営
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放

琴
浦
町
全
域

略
2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
4
月

1
日
～

2
0
2
6
年
（
令
和
8
年
）
3
月

3
1
日

旧
赤
碕
町
全
域

略
令
和
3
年
4
月
1
日
～

令
和
8
年
3
月
3
1
日

- 61 - 



レ
ビ
放
送
、
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
(
鳥
取
中

央
有
線
放
送
(株
)
)が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
現
在
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
加
入
率
は
7
6
.2
8
％
と
高

い
加
入
率
と
な
っ
て
お
り
、
安
定
し
た
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
身
近
な
物
と
な
り
災
害
等
で
の
伝
達
手
段
と
し
て

有
効
で
あ
る
。
町
内
で
は
20
0
8
年
（
平
成
2
0
年
）
ま
で
通
信
の
し
づ
ら
い
不
感
知
地

域
(上
中
村
)
が
存
在
し
て
い
た
が
、
情
報
通
信
格
差
是
正
事
業
（
移
動
通
信
用
鉄
塔
整

備
事
業
）
に
よ
り
、
町
が
通
信
用
鉄
塔
を
整
備
し
K
D
D
I
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
不
感
知
地
域
は
解
消
さ
れ
た
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
電
気
通
信
施
設
等
情
報
化
の
た
め
の
施
設

情
報
通
信
網
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
安
全
、
安
心
、
利
便
性
を
確
保
し
、

地
理
条
件
の
不
利
性
を
克
服
す
る
上
で
効
果
的
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
。
町
内
全
域
に
整
備
さ
れ
た
光
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
活
用

し
て
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、
防
災
な
ど
町
民

生
活
に
係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
等
、
住
民
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
高
齢
者
で
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
方
と
、
そ
う
で
な
い
方
の
｢
デ
ジ
タ
ル
格
差
｣
の
解
消
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

の
活
用
を
促
進
、
支
援
し
、
I
C
T
の
発
達
し
た
社
会
に
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
人
に
優

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
行
政
手
続
き
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
用
い

た
各
種
届
け
出
や
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
税
金
や
手
数
料
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

送
、
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
(
鳥
取
中
央
有
線
放

送
(
株
)
)
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
現
在
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
加
入
率
は
7
6
.
28
％
と
高
い

加
入
率
と
な
っ
て
お
り
、
安
定
し
た
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
身
近
な
物
と
な
り
災
害
等
で
の
伝
達
手
段
と
し
て
有
効

で
あ
る
。
町
内
で
は
平
成
2
0
年
ま
で
通
信
の
し
づ
ら
い
不
感
知
地
域
(
上
中
村
)
が
存
在

し
て
い
た
が
、
情
報
通
信
格
差
是
正
事
業
（
移
動
通
信
用
鉄
塔
整
備
事
業
）
に
よ
り
、
町

が
通
信
用
鉄
塔
を
整
備
し
K
D
D
I
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
不
感
知
地
域
は
解
消

さ
れ
た
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
電
気
通
信
施
設
等
情
報
化
の
た
め
の
施
設

情
報
通
信
網
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
安
全
、
安
心
、
利
便
性
を
確
保
し
、

地
理
条
件
の
不
利
性
を
克
服
す
る
上
で
効
果
的
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
。
町
内
全
域
に
整
備
さ
れ
た
光
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
活
用
し
て

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、
防
災
な
ど
町
民
生
活
に

係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

等
、
住
民
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
高
齢
者
で
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
方
と
、
そ
う
で
な
い
方
の
｢デ
ジ
タ
ル
格
差
｣
の
解
消
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
活
用
を

促
進
、
支
援
し
、
IC
T
の
発
達
し
た
社
会
に
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
行
政
手
続
き
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
各
種
届
け
出
や
申
請
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
、
税
金
や
手
数
料
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
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化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
、
省
人
化
を
推
進
す
る
。
防
災
情
報

配
信
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
現
在
緊
急
放
送
の
み
を
音
声
で
配
信
し
て
お
り
、
通
常
の

行
政
放
送
の
配
信
と
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
文
字
配
信
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
音
声
並
び
に
文
字
に
よ
っ
て
配
信
す

る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
防
災
行
政
情
報
を
住
民
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(3
)
計
画

た
業
務
の
効
率
化
、
省
人
化
を
推
進
す
る
。
防
災
情
報
配
信
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
現
在

緊
急
放
送
の
み
を
音
声
で
配
信
し
て
お
り
、
通
常
の
行
政
放
送
の
配
信
と
耳
の
不
自
由
な

方
の
た
め
の
文
字
配
信
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
音
声
並
び
に
文
字
に
よ
っ
て

配
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
防
災
行
政
情
報
を
住
民
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

３
地
域
に

お
け
る

情
報
化

(
１
)
電
気
通
信
施
設

等
情
報
化
の
た

め
の
施
設

・
防
災
行
政
用
無
線

施
設

【
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
維
持
管

理
事
業
】

町

・
そ
の
他

【
光
ケ
ー
ブ
ル
施
設
維
持
管
理
事

業
】

町

【
光
ケ
ー
ブ
ル
施
設
改
修
事
業
】

町

(
２
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特
別
事

業 ・
情
報
化

【
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
活
用
事

業
】

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

3
地
域
に
お

け
る
情
報
化
(1
)
電
気
通
信
施

設
等
情
報
化
の
た

め
の
施
設

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
施

設

【
光
ケ
ー
ブ
ル
施
設
維
持
管
理

業
】

町

【
光
ケ
ー
ブ
ル
施
設
改
修
事
業
】

町

防
災
行
政
用
無
線

施
設

【
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
維
持

管
理
事
業
】

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

５
交
通
施
設
の
整
備
、
交
通
手
段
の
確
保

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
略

イ
農
道
・
林
道

農
道
及
び
林
道
の
整
備
は
、
活
力
あ
る
産
業
経
済
の
発
展
や
住
民
生
活
の
向
上
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
農
産
物
等
の
流
通

を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
広
域
的
な
役
割
を
も
っ
た
農
道
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ

る
。 老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
農
道
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
点
検
・
評
価
な
ど
を
実
施

し
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
間
伐
材
を
搬
出
す
る
た
め
の
林
道
、
作
業
道
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
公
共
交
通

本
町
で
は
、
2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）
5
月
よ
り
町
営
バ
ス
（
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
：
市
町
村
運
営
）
を
運
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
利
用
者
数
は
平
成
2
4
年
度
の
11
万

2
千
人
を
ピ
ー
ク
に
、
令
和
2
年
度
は
5
万
3
千
人
ま
で
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
要

因
は
、
町
全
体
の
人
口
減
少
、
免
許
を
保
有
し
て
い
な
い
年
齢
層
(
主
に
高
齢
女
性
)
の

減
少
、
小
学
校
統
合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
3
0
年
度
に
は
、
運
転
手
不
足
を
背
景
に
そ
れ
ま
で
町
営
バ
ス
の
運
行

を
委
託
し
て
い
た
交
通
事
業
者
よ
り
事
業
撤
退
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
町
営
バ
ス
事
業

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
町
内
の
運
送
事
業
者
に
一
部
路
線
の

委
託
を
行
う
こ
と
で
令
和
元
年
度
か
ら
の
3
年
間
の
運
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

５
交
通
施
設
の
整
備
、
交
通
手
段
の
確
保

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
略

イ
農
道
・
林
道

農
道
及
び
林
道
の
整
備
は
、
活
力
あ
る
産
業
経
済
の
発
展
や
住
民
生
活
の
向
上
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
農
産
物
等
の
流
通
を
効

率
的
に
行
う
た
め
、
広
域
的
な
役
割
を
も
っ
た
農
道
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
農
道
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
点
検
・
評
価
な
ど
を
実
施
し
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
間
伐
材
を
搬
出
す
る
た
め
の
林
道
、
作
業
道
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
公
共
交
通

本
町
で
は
、
平
成
20
年
5
月
よ
り
町
営
バ
ス
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
：
市
町
村
運

営
）
を
運
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
利
用
者
数
は
平
成
2
4
年
度
の
1
1
万
2
千
人
を
ピ
ー
ク

に
、
令
和
2
年
度
は
5
万
3
千
人
ま
で
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
は
、
町
全
体
の
人

口
減
少
、
免
許
を
保
有
し
て
い
な
い
年
齢
層
(
主
に
高
齢
女
性
)
の
減
少
、
小
学
校
統
合
に

よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
3
0
年
度
に
は
、
運
転
手
不
足
を
背
景
に
そ
れ
ま
で
町
営
バ
ス
の
運
行
を

委
託
し
て
い
た
交
通
事
業
者
よ
り
事
業
撤
退
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
町
営
バ
ス
事
業
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
町
内
の
運
送
事
業
者
に
一
部
路
線
の
委
託
を

行
う
こ
と
で
令
和
元
年
度
か
ら
の
3
年
間
の
運
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
運
行
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た
が
、
運
行
経
費
は
増
加
し
継
続
運
行
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
効
率
的
で
持
続
可
能
な
地
域
交
通
事
業
の
た
め
、
有
識
者
に
よ
る
検

討
会
議
や
住
民
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
の
町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
全

体
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

ま
た
、
バ
ス
停
ま
で
の
歩
行
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
、
タ
ク
シ

ー
が
通
院
や
買
い
物
な
ど
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
実
態
も
あ
り
、
バ

ス
だ
け
で
な
く
タ
ク
シ
ー
事
業
存
続
に
向
け
た
取
組
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
に
不
安
を
感
じ
る
声
が
多
く
あ
り
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
町
営
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
や
料
金
等
に
よ
る
見
直
し
と
あ

わ
せ
て
、
地
域
で
移
動
を
支
え
合
え
る
共
助
交
通
の
推
進
な
ど
生
活
交
通
を
確
保
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
J
R
山
陰
本
線
の
駅
舎
も
老
朽
化
が
進
み
、
無
人
化
と
な
る
中
、
駅
舎
の
存
続

を
含
め
維
持
管
理
の
方
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
略

イ
農
道
・
林
道

農
道
は
、
農
業
生
産
基
盤
と
し
て
農
業
振
興
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。 農
道
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
損
傷
の
早
期
発
見
や
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
適
切
な
点
検
・
評
価
に
基
づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
を
実
施
す
る

こ
と
で
道
路
網
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
。

経
費
は
増
加
し
継
続
運
行
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
効
率
的
で
持
続
可
能
な
地
域
交
通
事
業
の
た
め
、
有
識
者
に
よ
る
検
討

会
議
や
住
民
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
の
町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
全
体
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
バ
ス
停
ま
で
の
歩
行
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
、
タ
ク
シ
ー

が
通
院
や
買
い
物
な
ど
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
実
態
も
あ
り
、
バ
ス
だ

け
で
な
く
タ
ク
シ
ー
事
業
存
続
に
向
け
た
取
組
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
に
不
安
を
感
じ
る
声
が
多
く
あ
り
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
町
営
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
や
料
金
等
に
よ
る
見
直
し
と
あ
わ
せ

て
、
地
域
で
移
動
を
支
え
合
え
る
共
助
交
通
の
推
進
な
ど
生
活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
略

イ
農
道
・
林
道

農
道
は
、
農
業
生
産
基
盤
と
し
て
農
業
振
興
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た

め
、
県
営
事
業
を
中
心
に
整
備
促
進
を
行
う
。

農
道
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
損
傷
の
早
期
発
見
や
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
適
切
な
点
検
・
評
価
に
基
づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
を
実
施
す
る
こ
と

で
道
路
網
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
。
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ま
た
、
林
道
及
び
作
業
道
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
を
行
う
。

ウ
公
共
交
通

日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
地
域
交

通
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
4
年
度
か
ら
の
3
年
間
に
つ
い
て
、
次
の
方
針

に
基
づ
き
町
営
バ
ス
を
含
め
た
地
域
交
通
全
体
の
見
直
し
を
行
う
。

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
混
乗
利
用
に
よ
る
効
率
的
な
町
営
バ
ス
の
運
行

②
利
用
者
の
少
な
い
バ
ス
の
減
便

③
地
域
毎
で
の
移
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
共
助
交
通
を
推
進

④
交
通
空
白
地
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の
実
施

ま
た
、
令
和
7
年
度
の
契
約
更
新
に
向
け
て
新
た
な
地
域
交
通
体
系
を
検
討
し
て
い

く
。 こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
地
域
の
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

駅
舎
に
つ
い
て
も
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
駅
舎
整
備
を
は
じ
め
利
活

用
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

(3
)
計
画

ま
た
、
林
道
及
び
作
業
道
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
を
行
う
。

ウ
公
共
交
通

日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
地
域
交
通

と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
4
年
度
か
ら
の
3
年
間
に
つ
い
て
、
次
の
方
針
に
基

づ
き
町
営
バ
ス
を
含
め
た
地
域
交
通
全
体
の
見
直
し
を
行
う
。

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
混
乗
利
用
に
よ
る
効
率
的
な
町
営
バ
ス
の
運
行

②
利
用
者
の
少
な
い
バ
ス
の
減
便

③
地
域
毎
で
の
移
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
共
助
交
通
を
推
進

④
交
通
空
白
地
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の
実
施

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
地
域
の
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

４
交
通
施
設

の
整
備
、
交
通

手
段
の
確
保

(
１
)
市
町
村
道

・
道

路
【
町
道
、
道
路
施
設
等
維
持
修
繕
事

業
】

・
町
道
松
谷
種
畜
場
線
舗
装
修
繕

工
事

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

4
交
通
施
設
の

整
備
、
交
通
手

段
の
確
保

(1
)
市
町
村
道

道
路

【
町
道
、
道
路
施
設
等
維
持
修
繕

事
業
】

・
町
道
松
谷
種
畜
場
線
舗
装
修
繕

工
事

町
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・
町
道
下
市
出
上
線
舗
装
修
繕
工

事 ・
町
道
出
上
1
6
号
線
舗
装
修
繕
工

事 ・
町
道
一
向
線
舗
装
修
繕
工
事

・
町
道
笠
見
二
号
線
舗
装
修
繕
工

事 ・
町
道
み
ど
り
園
線
舗
装
修
繕
工

事 ・
区
画
線
設
置
工
事

・
道
路
照
明
灯
L
E
D
更
新
工
事

・
町
道
街
路
樹
剪
定
工
事

・
町
道
赤
松
線
横
断
溝
改
修
工
事

・
町
道
岩
本
線
法
面
修
繕
工
事

・
下
伊
勢
地
区
道
路
拡
幅
工
事

・
町
道
逢
束
下
大
江
線
路
肩
拡
幅

工
事

【
道
路
改
良
事
業
】

・
町
道
小
学
校
松
谷
線
道
路
改
良

工
事
測
量
設
計
業
務

・
町
道
佐
崎
線
道
路
改
良
工
事

・
町
道
立
子
大
熊
線
道
路
改
良
工

事 ・
町
道
出
上
1
1
号
線
カ
ラ
ー
舗
装

工
事

町

【
道
路
改
良
事
業
】

・
町
道
小
学
校
松
谷
線
道
路
改
良

工
事
測
量

設
計
業
務

・
町
道
佐
崎
線
道
路
改
良
工
事

町
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・
町
道
桜
ヶ
丘
住
宅
線
、
高
野
線
、

山
川
部
落
2
号
線
道
路
改
良
工

事
測
量
設
計
業
務

・
町
道
野
井
倉
市
内
線
道
路
改
良

工
事

・
町
道
八
橋
小
学
校
線
道
路
改
良

工
事

・
町
道
小
学
校
松
谷
線
道
路
改
良

工
事

・
町
道
山
田
東
山
田
線
道
路
改
良

工
事
測
量
設
計
業
務

・
町
道
立
石
台
街
路
1
号
線
道
路
改

良
工
事

・
町
道
笠
見
一
号
線
道
路
改
良
工

事
測
量
設
計
業
務

・
町
道
駅
前
八
幡
線
道
路
改
良
工

事 ・
町
道
桜
ヶ
丘
住
宅
線
、
高
野
線
、

山
川
部
落
2
号
線
道
路
改
良
工

事

・
町
道
山
田
東
山
田
線
道
路
改
良

工
事

・
町
道
笠
見
一
号
線
道
路
改
良
工

事

・
橋
り
ょ
う

【
橋
梁
修
繕
事
業
】

町
橋
り
ょ
う
【
橋
梁
修
繕
事
業
】

町
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・
坂
ノ
上
橋
橋
梁
耐
震
化
工
事

・
佐
崎
橋
、
釈
迦
平
橋
橋
梁
修
繕
工

事 ・
成
美
橋
橋
梁
修
繕
工
事
調
査
設

計
業
務

・
上
法
万
橋
高
欄
塗
装
塗
替
工
事

・
ゴ
リ
ン
橋
橋
梁
架
替
工
事

・
成
美
橋
橋
梁
修
繕
工
事

・
そ
の
他

【
除
雪
対
策
事
業
】

・
町
道
の
除
雪
委
託
、
機
械
の
借
上

・
地
域
の
除
雪
活
動
へ
補
助
金
交

付 ・
除
雪
車
の
整
備
、
更
新

町

(
２
)
農
道

【
農
村
整
備
事
業
】

町

(
３
)
林
道

【
林
道
整
備
事
業
】

町

(５
)鉄
道
施
設
等

・
鉄
道
施
設

【
駅
舎
整
備
・
活
用
事
業
】

町

そ
の
他

・
坂
ノ
上
橋
橋
梁
耐
震
化
工
事

【
橋
梁
定
期
点
検
事
業
】

町

【
除
雪
対
策
事
業
】

・
町
道
の
除
雪
委
託
、
機
械
の
借

上 ・
地
域
の
除
雪
活
動
へ
補
助
金
交

付 ・
除
雪
車
の
整
備
、
更
新

町

(2
)
農
道

【
農
道
整
備
事
業
】

町

【
農
道
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
事

業
】

町

(3
)
林
道

【
林
道
整
備
事
業
】

町

【
林
道
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
事

業
】

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

６
生
活
環
境
の
整
備

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
水
道

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

６
生
活
環
境
の
整
備

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
水
道

(
９
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特
別
事

業 ・
公
共
交
通

【
町
営
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

事
業
】

町

【
交
通
空
白
地
生
活
交
通
確
保
事

業
】

・
交
通
空
白
地
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業 ・
交
通
空
白
地
有
償
運
送
事
業
運

営
補
助
金

・
移
動
支
援
自
動
車
保
険
料
補
助

事
業

町

・
交
通
施
設
維
持
【
町
道
舗
装
等
修
繕
計
画
更
新
事

業
】

町

【
町
道
橋
梁
定
期
点
検
事
業
】

町

【
農
道
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
事
業
】

町

【
林
道
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
事
業
】

町

(9
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業 公
共
交
通
【
町
営
バ
ス
運
行
事
業
】

町

【
交
通
空
白
地
生
活
交
通
確
保

事
業
】

・
交
通
空
白
地
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業 ・
交
通
空
白
地
有
償
運
送
事
業
運

営
補
助
金

町
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本
町
で
は
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

水
道
施
設
の
多
く
は
、
昭
和
4
0
年
代
の
建
設
・
拡
張
期
か
ら
既
に
法
定
耐
用
年
数
を

経
過
し
た
施
設
が
多
く
、
更
新
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
改
修
・
更
新
に
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
琴
浦
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）
に
よ
る
投
資
・

財
政
計
画
に
よ
り
、
計
画
的
に
水
道
施
設
の
更
新
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
他
の

市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
経
営
の
共
同
化
や
施
設
の
統
廃
合
な
ど
広
域
的
な
取
組
を

検
討
し
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
事
業
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

東
伯
地
区
に
お
い
て
水
道
事
業
と
は
別
に
、
地
域
が
独
立
し
て
管
理
運
営
し
て
い
る

専
用
水
道
及
び
飲
料
水
供
給
施
設
が
10
カ
所
あ
る
。
水
道
施
設
は
既
に
耐
用
年
数
を

経
過
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
及
び
人
口
減
少
に
よ
り
収
益
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
施

設
修
繕
や
運
営
、
ま
た
は
町
水
道
へ
の
編
入
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
人
口
減
少
及
び
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ
る
水
需
要
の
減
少
か
ら
水
道
料

金
収
入
が
減
少
し
て
い
る
と
と
も
に
、
耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
水
道
施
設
（
管
路
含

む
）
の
更
新
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
水
道
事
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
安
定
し
た
水
道
事
業
運
営
の
た
め
に
、
水
道
施
設
の
統
廃
合
や
施
設
・
管

路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
含
め
た
見
直
し
、
経
営
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
上
水
道
の
水
源
地
（
配
水
池
含
む
）
の
常
時
監
視
を
行
う
中
央
監
視
シ

ス
テ
ム
の
内
、
2
カ
所
の
通
信
回
線
が
2
0
2
3
年
（
令
和
5
年
）
3
月
を
も
っ
て
使
用
で

き
な
く
な
る
た
め
改
修
が
必
要
と
な
る
。

イ
下
水
道

本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
生
活
環
境
の
向
上
、
公
共
水
域
の
水
質
改
善
を
図
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
及
び
公
共
下
水
道
の
整
備
を

本
町
で
は
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水

道
施
設
の
多
く
は
、
昭
和
4
0
年
代
の
建
設
・
拡
張
期
か
ら
既
に
法
定
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
施
設
が
多
く
、
更
新
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
改
修
・
更
新
に
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
琴
浦
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）
に
よ
る
投
資
・
財

政
計
画
に
よ
り
、
計
画
的
に
水
道
施
設
の
更
新
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
他
の
市
町

村
と
の
連
携
に
よ
る
経
営
の
共
同
化
や
施
設
の
統
廃
合
な
ど
広
域
的
な
取
組
を
検
討
し
、

将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
事
業
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
東
伯
地
区
に
お
い
て
水
道
事
業
と
は
別
に
、
地
域
が
独
立
し
て
管
理
運
営
し
て

い
る
専
用
水
道
及
び
飲
料
水
供
給
施
設
が
９
カ
所
あ
る
。
水
道
施
設
は
既
に
耐
用
年
数
を

経
過
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
及
び
人
口
減
少
に
よ
り
収
益
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
施
設

修
繕
や
運
営
、
負
担
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
な
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
は
、
人
口
減
少
及
び
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ
る
水
需
要
の
減
少
か

ら
水
道
料
金
収
入
が
減
少
し
て
い
る
と
と
も
に
、
耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
水
道
施
設

（
管
路
含
む
）
の
更
新
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
水
道
事
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
安
定
し
た
水
道
事
業
運
営
の
た
め
に
、
水
道
施
設
の
統
廃
合
や
施

設
・
管
路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
含
め
た
見
直
し
、
経
営
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

上
水
道
の
水
源
地
（
配
水
池
含
む
）
の
常
時
監
視
を
行
う
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の
内
、

2
カ
所
の
通
信
回
線
が
令
和
５
年
３
月
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
改
修
が
必
要

と
な
る
。

イ
下
水
道

琴
浦
町
の
下
水
道
事
業
は
、
生
活
環
境
の
向
上
、
公
共
水
域
の
水
質
改
善
を
図
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
及
び
公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
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行
い
、
概
ね
整
備
が
完
了
し
た
。

し
か
し
、
汚
水
処
理
施
設
は
供
用
後
2
0
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
の
施
設
の
改
築
・
更
新
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
人
口
減
少
に
伴

い
使
用
料
収
入
の
減
少
も
予
測
さ
れ
る
。

将
来
に
わ
た
り
維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
、
安
心
し
て
下
水
道
を
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、「
琴
浦
町
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
改
定
し
、
投
資
・
財
政
計
画
に
よ
り
、
計

画
的
に
下
水
道
施
設
の
更
新
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
主
体
と
な
り
県
下
全
市
町

村
が
取
り
組
ん
で
い
る
広
域
化
・
共
同
化
検
討
会
の
中
で
、
広
域
的
な
汚
水
・
汚
泥
処

理
等
に
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
、
今
後
の
維
持
管
理
費
を
抑
制
し
、
持
続
可
能
な
下

水
道
事
業
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
在
の
使
用
料
金
だ
け
で
は
施
設

の
維
持
管
理
・
耐
用
年
数
に
応
じ
た
施
設
の
更
新
費
用
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ず
、
一
般

会
計
か
ら
の
（
基
準
外
）
繰
入
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

下
水
道
の
処
理
施
設
で
あ
る
東
伯
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
赤
碕
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
農
業
集

落
排
水
施
設
、
そ
の
他
管
路
施
設
へ
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
施
設
に
は
機
器
故
障
等
の
異
常
を
通
知
す
る
警
報
装
置
を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
を
使
用
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
す
る
こ
と
で
随
時
状
態
確
認
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

中
に
は
固
定
電
話
回
線
で
の
通
知
の
た
め
役
場
分
庁
舎
内
で
の
確
認
に
限
ら
れ
る

場
合
や
、
施
設
に
設
置
し
て
い
る
パ
ト
ラ
イ
ト
発
光
で
の
通
知
の
た
め
現
地
に
行
か
な

け
れ
ば
状
態
確
認
が
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
、
警
報
確
認
・
緊
急
対
応
も
遅
れ
る
た
め

最
悪
の
場
合
、
汚
水
処
理
に
支
障
を
き
た
し
、
道
路
や
宅
内
に
溢
れ
出
す
と
い
っ
た
事

態
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

い
、
概
ね
整
備
が
完
了
し
た
。

し
か
し
、
汚
水
処
理
施
設
は
供
用
後
2
0
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
の
施
設
の
改
築
・
更
新
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
人
口
減
少
に
伴
い
使

用
料
収
入
の
減
少
も
予
測
さ
れ
る
。

将
来
に
わ
た
り
維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
、
安
心
し
て
下
水
道
を
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、「
琴
浦
町
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
改
定
し
、
投
資
・
財
政
計
画
に
よ
り
、
計
画
的

に
下
水
道
施
設
の
更
新
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
主
体
と
な
り
県
下
全
市
町
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
広
域
化
・
共
同
化
検
討
会
の
中
で
、
広
域
的
な
汚
水
・
汚
泥
処
理
等
に
取

り
組
む
こ
と
を
検
討
し
、
今
後
の
維
持
管
理
費
を
抑
制
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の

運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
の
下
水
道
利
用
件
数
は
、
下
水
道
1,
4
8
8
件
、
農
業
集
落
排
水
1
64

件
、
合
計
1,
6
5
2
件
あ
る
が
、
現
在
の
使
用
料
金
だ
け
で
は
施
設
の
維
持
管
理
・
耐
用
年

数
に
応
じ
た
施
設
の
更
新
費
用
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
（
基
準
外
）

繰
入
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

旧
赤
碕
町
地
域
に
は
下
水
道
の
処
理
施
設
で
あ
る
赤
碕
浄
化
セ
ン
タ
ー
1
カ
所
、
下
水

道
と
農
業
集
落
排
水
の
管
路
施
設
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
下
水
道
3
1
カ
所
、
農

業
集
落
排
水
7
カ
所
で
合
計
3
8
カ
所
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
機
器
故

障
等
の
異
常
を
通
知
す
る
警
報
装
置
を
設
置
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
用

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
す
る
こ
と
で
随
時
状
態
確
認
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

中
に
は
固
定
電
話
回
線
で
の
通
知
の
た
め
役
場
分
庁
舎
内
で
の
確
認
に
限
ら
れ
る
場

合
や
、
施
設
に
設
置
し
て
い
る
パ
ト
ラ
イ
ト
発
光
で
の
通
知
の
た
め
現
地
に
行
か
な
い
と

確
認
で
き
な
い
施
設
が
あ
わ
せ
て
13
施
設
あ
る
。
警
報
確
認
、
緊
急
対
応
も
遅
れ
る
た

め
最
悪
の
場
合
、
汚
水
処
理
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、
道
路
や
宅
内
に
溢
れ
出
す
と
い
っ

た
事
態
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
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ウ
廃
棄
物
処
理

本
町
に
お
い
て
は
、
1
3
種
類
の
分
別
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
収
集
さ
れ
た
ご
み

は
倉
吉
市
の
ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
中
部
圏
域
の
自
治
体
が
広
域
的
に
焼

却
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
焼
却
灰
等
の
最
終
埋
立
処
分
場
は
2
0
3
8
年
（
令
和
2
0

年
）
に
は
一
杯
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
本
町
で
は
住
民
一
人
あ
た
り
の
家
庭

ご
み
排
出
量
が
年
々
増
加
し
、
処
理
費
用
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
買
わ
な
い
、
断
る
）・
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）・
リ

ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）・
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
）
の
「
4
Ｒ
」

の
意
識
を
持
っ
て
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
・
処
理
も
重

要
と
な
る
が
、
中
部
圏
域
に
は
焼
却
以
外
の
処
理
施
設
が
な
い
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

エ
～
オ

略

カ
住
宅 過
疎
化
に
伴
い
、
空
き
家
の
増
加
や
老
朽
化
し
た
危
険
空
き
家
等
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
町
内
に
あ
る
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
除
却
を
指
導
し
て
い
る

が
、
今
後
も
空
き
家
は
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

工
場
や
飲
食
店
な
ど
民
間
事
業
主
が
行
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
車
椅
子
用
ト
イ
レ
の
改

ウ
廃
棄
物
処
理

本
町
に
お
い
て
は
13
種
類
の
分
別
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
収
集
さ
れ
た
ご
み
は

倉
吉
市
の
ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
中
部
圏
域
の
自
治
体
が
広
域
的
に
焼
却
処

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
焼
却
灰
等
の
最
終
埋
立
処
分
場
は
約
1
8
年
後
に
は
一
杯
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
琴
浦
町
で
は
住
民
一
人
あ
た
り
の
家
庭
ご
み
排
出
量
が
年
々
増

加
し
、
処
理
費
用
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
４
Ｒ
」
の

意
識
を
持
っ
て
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
実
現
を
実
現
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
・
処
理
も

重
要
と
な
る
が
、
中
部
圏
域
に
は
焼
却
以
外
の
処
理
施
設
が
な
い
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

エ
～
オ

略

カ
住
宅

過
疎
化
に
伴
い
、
空
き
家
の
増
加
や
老
朽
化
し
た
危
険
空
き
家
等
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
赤
碕
地
区
に
１
２
戸
あ
る
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
除
却
を
指
導
し
て

い
る
が
、
今
後
も
空
き
家
は
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

工
場
や
飲
食
店
な
ど
民
間
事
業
主
が
行
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
車
椅
子
用
ト
イ
レ
の
改
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修
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
申
請
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
も
の
が
多
く
、
除
却
等
の
検

討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

キ
公
園 公
園
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
公
園
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
は
、
経
年
劣

化
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
度
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。

ク
河
川
・
水
路

略

(2
)
そ
の
対
策

ア
水
道 水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）
の
老
朽
化
施
設
の
更
新
及
び
基
幹
管
路
の
耐
震

化
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
旧
赤
碕
町
地
域
の
大
部
分
の
給
水
を
賄
う
赤
碕
金
屋
配
水
池

と
竹
内
配
水
池
の
機
能
統
合
を
す
る
と
と
も
に
、
上
水
道
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の
通
信

回
線
の
改
修
を
行
う
。

旧
東
伯
町
地
域
に
お
い
て
水
道
事
業
と
は
別
に
地
域
が
独
立
し
て
管
理
運
営
し
て

い
る
専
用
水
道
及
び
飲
料
水
供
給
施
設
が
1
0
カ
所
あ
る
。
こ
の
地
域
の
水
道
施
設
は

修
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
申
請
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
も
の
が
多
く
、
除
却
等
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

キ
公
園

公
園
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
あ
り
、
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
公
園
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
は
、
経
年
劣
化
が

進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
度
点
検
を
実

施
し
て
い
る
。

旧
赤
碕
町
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
遊
具
は
赤
碕
ふ
れ
あ
い
公
園
(
ポ
ー

ト
赤
碕
)
に
設
置
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
及
び
旧
赤
碕
町
地
区
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
道
の
駅
琴
の
浦
が
本
公
園
か
ら
約

1
k
m
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
園
を
起
点
と
し
た
地
域
内
の
周
遊
な
ど
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
図
る
。

ク
河
川
・
水
路

略

(
2
)
そ
の
対
策

ア
水
道

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）
の
老
朽
化
施
設
の
更
新
及
び
基
幹
管
路
の
耐
震
化

更
新
計
画
に
基
づ
き
、
旧
赤
碕
町
地
域
の
大
部
分
の
給
水
を
賄
う
赤
碕
金
屋
配
水
池
と
竹

内
配
水
池
の
機
能
統
合
を
す
る
と
と
も
に
、
水
需
要
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
適
正
規
模
の

施
設
能
力
と
す
る
た
め
、
施
設
・
管
路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
行
い
、
併
せ
て
上
中
村

地
区
を
給
水
エ
リ
ア
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
水
道
施
設
の
縮
小
と
維
持
管
理
費
の
軽
減

を
図
る
。
ま
た
、
上
水
道
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の
通
信
回
線
の
改
修
を
行
う
。
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既
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
や
高
齢
化
及
び
人
口
減
少
に
よ
り
収
益
が
減

少
し
て
お
り
、
今
後
の
施
設
修
繕
や
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
地
域
の
意

向
に
よ
り
、
町
水
道
へ
の
編
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
水
需
要
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
適
正
規
模
の
施
設
能
力
と
す
る
た
め
、
施

設
・
管
路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
年
間
工
事
費
の
減
額
や
起
債
充
当
率
の
縮
減
等
を

行
い
、
水
道
施
設
の
縮
小
と
維
持
管
理
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

イ
下
水
道

下
水
道
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
長
期
的
に
下
水
道
施
設
を
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
機
械
・
電
気
設
備
の
更

新
を
行
う
。

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
く
農
業
集
落
排
水
の
公
共
下
水
道
へ
の
統
合
、
及
び

下
水
道
事
業
の
財
政
計
画
に
よ
り
、
財
務
・
経
営
分
析
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

基
に
料
金
見
直
し
を
行
う
。

固
定
電
話
回
線
、
パ
ト
ラ
イ
ト
を
使
用
し
た
警
報
装
置
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
使
用
し
た
警
報
装
置
へ
取
替
を
行
う
。

ウ
廃
棄
物
処
理

略

エ
火
葬
場

琴
浦
町
営
斎
場
の
火
葬
炉
設
備
を
年
次
計
画
的
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
空
調
機
器

等
の
付
属
設
備
に
つ
い
て
も
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
整
備
す
る
。

オ
消
防
・
防
災

略

イ
下
水
道

旧
赤
碕
町
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
（
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
）
の
整
備
を
計
画
的
に
行
う
。
ま
た
、
長
期
的
に
下
水
道
施
設
を
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
赤
碕
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び
八
幡
中

継
ポ
ン
プ
の
機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
を
行
う
。

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
く
下
水
道
事
業
の
財
政
計
画
に
よ
り
、
財
務
・
経
営
分

析
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
料
金
見
直
し
を
行
う
。

固
定
電
話
回
線
、
パ
ト
ラ
イ
ト
を
使
用
し
た
警
報
装
置
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
用
し
た
警
報
装
置
へ
取
替
を
行
う
。

ウ
廃
棄
物
処
理

略

エ
火
葬
場

琴
浦
町
営
斎
場
の
火
葬
炉
設
備
を
年
次
計
画
的
に
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
空
調
機
器
等

の
付
属
設
備
に
つ
い
て
も
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
整
備
す
る
。

オ
消
防
・
防
災

略
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カ
住
宅 建
築
物
の
耐
震
化
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
補
助
金
の
P
R
強
化

に
よ
り
制
度
活
用
を
促
す
。
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
指
導
書
・
勧
告
書
を
送
付
し
、

建
築
物
の
適
正
管
理
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
危
険
空
き
家
に
な
る
前
の
除
却
に
つ
い

て
も
補
助
制
度
を
創
設
し
空
き
家
の
増
加
を
食
い
止
め
る
。

耐
用
年
数
を
迎
え
、
用
途
廃
止
し
た
公
営
住
宅
は
、
除
却
又
は
、
P
FI
手
法
の
導
入

や
入
居
者
へ
の
譲
渡
な
ど
を
検
討
す
る
。

キ
公
園 定
期
的
な
点
検
を
も
と
に
、
必
要
な
修
繕
や
不
要
と
な
っ
た
遊
具
の
撤
去
を
実
施
す

る
。
修
繕
、
撤
去
の
際
に
は
劣
化
状
況
の
ほ
か
、
需
要
調
査
・
地
元
協
議
を
行
い
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
。

自
治
会
単
位
で
整
備
さ
れ
た
公
園
は
、
自
治
会
の
活
性
化
の
た
め
地
元
の
意
向
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
公
園
を
目
指
し
整
備
す
る
。

ク
河
川
・
水
路

略

カ
住
宅

建
築
物
の
耐
震
化
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
補
助
金
の
P
R
強
化
に

よ
り
制
度
活
用
を
促
す
。
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
指
導
書
・
勧
告
書
を
送
付
し
、
建
築

物
の
適
正
管
理
を
指
導
す
る
。

耐
用
年
数
を
迎
え
、
用
途
廃
止
し
た
公
営
住
宅
は
、
除
却
又
は
、
P
F
I
手
法
の
導
入
や

入
居
者
へ
の
譲
渡
な
ど
を
検
討
す
る
。

キ
公
園

定
期
的
な
点
検
を
も
と
に
、
必
要
な
修
繕
や
不
要
と
な
っ
た
遊
具
の
撤
去
を
実
施
す

る
。
修
繕
、
撤
去
の
撤
去
の
際
に
は
劣
化
状
況
の
ほ
か
、
需
要
調
査
・
地
元
協
議
を
行
い
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
。

赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
の
老
朽
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
旧
赤
碕
町
の
こ
ど
も
の
遊
び
場
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
町
内
外
の
方
が
立
ち
寄
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
公
園
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
。

自
治
会
単
位
で
整
備
さ
れ
た
公
園
は
、
自
治
会
の
活
性
化
の
た
め
地
元
の
意
向
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
公
園
目
指
し
整
備
す
る
。

ク
河
川
・
水
路

略
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(3
)
計
画

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

５
生
活
環
境
の

整
備

(
１
)
水
道
施
設

・
上
水
道

【
竹
内
地
区
配
水
池
等
整
備

事
業
】

町

【
上
水
道
中
央
監
視
シ
ス
テ

ム
通
信
回
線
改
修
】

町

(
２
)
下
水
処
理
施

設 ・
公
共
下
水
道

【
下
水
道
更
新
事
業
（
公
共
下

水
道
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
）
】

・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
非
常
通

報
装
置
取
替

町

・
農
村
集
落
排
水

施
設

【
下
水
道
更
新
事
業
】

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
非
常
通

報
装
置
取
替

町

(
３
)
廃
棄
物
処
理

施
設

・
ご
み
処
理
施
設

【
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
】

・
ご
み
収
集
運
搬
等
業
務

町

・
ご
み
処
理
施
設
管
理
運
営

鳥
取
中
部

ふ
る
さ
と

広
域
連
合

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

５
生
活
環
境
の

整
備

(1
)
水
道
施
設

上
水
道

【
竹
内
地
区
配
水
池
等
整
備
事

業
】

町

【
上
水
道
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム

通
信
回
線
改
修
】

町

(2
)
下
水
処
理

施
設

公
共
下
水
道

農
村
集
落
排
水

施
設

【
下
水
道
整
備
事
業
】

・
下
水
道
整
備
事
業
(
特
環
)

・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
非
常
通
報

装
置
取
替

町

【
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
）
使

用
料
金
改
定
検
討
業
務
】

町

(3
)
廃
棄
物
処

理
施
設 ご
み
処
理

施
設

【
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
】

・
ご
み
収
集
運
搬
等
業
務

・
資
源
ご
み
回
収
報
償
金

町

・
ご
み
処
理
施
設
管
理
運
営

鳥
取
中
部
ふ

る
さ
と
広
域

連
合
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(
４
)
火
葬
場

【
琴
浦
町
営
斎
場
整
備
事
業
】

・
収
骨
室
空
調
設
備
取
替
改
修

工
事

・
火
葬
炉
設
備
等
更
新
事
業

町

(
５
)
消
防
施
設

【
消
防
水
利
確
保
事
業
】

・
消
火
栓
修
繕
事
業

・
防
火
水
槽
修
繕
事
業

町

【
非
常
備
消
防
事
業
】

・
ポ
ン
プ
車
更
新

・
消
防
車
庫
の
老
朽
化
対
策

町

(
６
)
公
営
住
宅

【
公
営
住
宅
管
理
事
業
】

・
公
営
住
宅
の
維
持
管
理

・
用
途
廃
止
と
な
っ
た
公
営
住

宅
撤
去

町

(
７
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
防
災
・
防
犯

【
自
主
防
災
活
動
事
業
】

・
自
主
防
災
組
織
支
援

自
主
防
災

組
織

・
支
え
愛
マ
ッ
プ

自
治
会
等

【
非
常
備
消
防
事
業
】

・
消
防
団
装
備
品

・
消
防
教
育
・
訓
練

町

【
耐
震
診
断
委
託
事
業
】

町

【
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

町

(4
)
火
葬
場

【
琴
浦
町
営
斎
場
整
備
事
業
】

・
収
骨
室
空
調
設
備
取
替
改
修
工

事 ・
火
葬
炉
設
備
等
更
新
事
業

町

(5
)
消
防
施
設
【
消
防
水
利
確
保
事
業
】

・
消
火
栓
修
繕
事
業

・
防
火
水
槽
修
繕
事
業

町

【
非
常
備
消
防
事
業
】

・
ポ
ン
プ
車
更
新

・
消
防
車
庫
の
老
朽
化
対
策

町

(6
）
公
営
住
宅
【
公
営
住
宅
管
理
事
業
】

・
公
営
住
宅
の
維
持
管
理

・
用
途
廃
止
と
な
っ
た
公
営
住
宅

撤
去

町

(7
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業

防
災
・
防
犯

【
自
主
防
災
活
動
事
業
】

・
自
主
防
災
組
織
支
援

自
主
防
災
組

織

・
支
え
愛
マ
ッ
プ

自
治
会
等

【
非
常
備
消
防
事
業
】

・
消
防
団
装
備
品

・
消
防
教
育
・
訓
練

町

【
耐
震
診
断
委
託
事
業
】

町

【
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推

町
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推
進
事
業
】

・
環
境

・
資
源
ご
み
回
収
報
償
金

・
廃
棄
物
処
理

・
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
運

搬
処
理
委
託
事
業

・
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

・
海
岸
漂
着
物
処
理

町

・
そ
の
他

【
下
水
道
使
用
料
金
等
改
定

検
討
業
務
】

町

【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
】

町

【
空
家
対
策
事
業
】

・
空
家
等
除
却
事
業
費
補
助
金

・
空
き
家
等
実
態
調
査
事
業

町

【
公
園
整
備
・
管
理
事
業
】

・
遊
具
点
検

・
遊
具
撤
去
、
修
繕

町

(
８
)
そ
の
他

【
河
川
維
持
管
理
事
業
】

・
別
所
川
河
床
掘
削
工
事

・
笠
見
地
区
水
路
改
修
工
事

・
福
永
地
区
砂
防
堰
堤
流
末
水

路
改
修
工
事

町

そ
の
他

【
進
事
業
】

【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
促
進
事

業
】

町

【
空
家
対
策
事
業
】

町

【
公
園
整
備
・
管
理
事
業
】

・
赤
碕
ふ
れ
あ
い
公
園
遊
具
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
事
業

・
遊
具
点
検

・
遊
具
撤
去
、
修
繕

町

【
河
川
維
持
管
理
事
業
】

・
別
所
川
河
床
掘
削
工
事

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

７
子
育
て
環
境
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
子
育
て
環
境
の
確
保

略

イ
高
齢
者
福
祉

本
町
の
高
齢
化
率
は
3
6.
9
％
で
、
2
0
25
年
（
令
和
7
年
）
に
は
約
3
8
％
に
達
す
る

と
予
測
し
て
い
る
が
、
認
知
症
予
防
な
ど
早
く
か
ら
介
護
予
防
施
策
に
取
り
組
み
、
要

介
護
（
支
援
）
認
定
率
は
、
下
降
傾
向
で
あ
り
、
認
定
者
数
も
抑
制
気
味
と
な
っ
て
い

る
。 令
和
元
年
に
実
施
し
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
か
ら
、
「
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
自
宅
で
生
活
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
が

半
数
以
上
を
占
め
、
「
自
宅
で
最
後
を
迎
え
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
6
割
を
占
め

て
い
た
。
今
後
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
最
後
ま
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
医
療
・
福
祉
な
ど
の
連
携
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
の
増
加
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
や
見
守
り
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

ウ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
児
・
者
の
自
立
促
進
・
生
活
改
善
・
社
会
参
加
を
増
進
す
る
た
め
、
自
立
支

援
給
付
・
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

７
子
育
て
環
境
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
子
育
て
環
境
の
確
保

略

イ
高
齢
者
福
祉

本
町
の
高
齢
化
率
は
3
6
.
9
％
で
、
令
和
7
年
に
は
約
3
8
％
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い

る
が
、
認
知
症
予
防
な
ど
早
く
か
ら
介
護
予
防
施
策
に
取
り
組
み
、
要
介
護
（
支
援
）
認

定
率
は
、
下
降
傾
向
で
あ
り
、
認
定
者
数
も
抑
制
気
味
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
に
実
施
し
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

か
ら
、
「
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
自
宅
で
生
活
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
が
半
数
以

上
を
占
め
、
「
自
宅
で
最
後
を
迎
え
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
6
割
を
占
め
て
い
た
。

今
後
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
最
後
ま
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
医
療
・
福
祉
な
ど
の
連
携
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ

る
地
域
の
支
え
合
い
や
見
守
り
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ウ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
児
・
者
の
自
立
促
進
・
生
活
改
善
・
社
会
参
加
を
増
進
す
る
た
め
、
自
立
支
援

給
付
・
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

・
福
永
地
区
水
路
改
修
工
事

・
河
内
川
河
床
掘
削
工
事
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障
が
い
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
琴
浦
町
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

2
0
09
年
（
平
成
2
1
年
）
か
ら
設
置
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
広
域
的

な
相
談
窓
口
と
し
て
中
部
1
市
4
町
で
中
部
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
子
育
て
環
境
の
確
保

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
乳
幼
児
期
の
家
庭
保
育
環
境
の
充
実
等
に
よ

り
、
保
護
者
の
子
育
て
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
親
子
の
愛
着
形
成
を
促
進
し
、
出

生
率
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
不
妊
治
療
に
加
え
て
安
全
・
安
心
な
妊
娠
、
出
産
に
関

す
る
相
談
や
情
報
提
供
の
充
実
等
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
叶
え
る
支
援

を
行
う
。

子
ど
も
と
母
親
の
心
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
継
続
し
た
支
援
を
行

い
、
任
意
予
防
接
種
の
一
部
助
成
や
妊
婦
健
診
、
産
後
健
診
、
乳
児
健
診
等
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
健
診
時
に
保
護
者
へ
育
児
の
助
言
や
子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
も
行
い
、

育
児
負
担
感
の
軽
減
、
困
り
感
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

未
就
学
児
へ
の
安
定
し
た
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
公
立
こ
ど
も
園
運
営
を

行
う
ほ
か
、
私
立
こ
ど
も
園
へ
教
育
・
保
育
施
設
型
給
付
費
の
支
給
や
子
育
て
支
援
事

業
等
へ
の
支
援
を
行
う
。

老
朽
化
し
た
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
多
機
能
な
施
設

と
し
て
成
美
地
区
公
民
館
と
同
一
敷
地
内
に
新
園
舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
建
設
に

際
し
て
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
意

見
を
設
計
に
反
映
さ
せ
る
。

イ
高
齢
者
福
祉

障
が
い
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
琴
浦
町
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
Ｈ
21

年
か
ら
設
置
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
広
域
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
中
部

1
市
4
町
で
中
部
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
を
委

託
し
て
い
る

(
2
)
そ
の
対
策

ア
子
育
て
環
境
の
確
保

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
乳
幼
児
期
の
家
庭
保
育
環
境
の
充
実
等
に
よ
り
、

保
護
者
の
子
育
て
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
親
子
の
愛
着
形
成
を
促
進
し
、
出
生
率
の

向
上
を
図
る
。
ま
た
、
不
妊
治
療
に
加
え
て
安
全
・
安
心
な
妊
娠
、
出
産
に
関
す
る
相
談

や
情
報
提
供
の
充
実
等
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
叶
え
る
支
援
を
行
う
。

子
ど
も
と
母
親
の
心
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
継
続
し
た
支
援
を
行
い
、

任
意
予
防
接
種
の
一
部
助
成
や
妊
婦
健
診
、
産
後
健
診
、
乳
児
健
診
等
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
健
診
時
に
保
護
者
へ
育
児
の
助
言
や
子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
も
行
い
、
育
児
負
担

感
の
軽
減
、
困
り
感
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

未
就
学
児
へ
の
安
定
し
た
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
旧
赤
碕
町
地
域
の
公
立
こ

ど
も
園
運
営
を
行
う
ほ
か
、
私
立
こ
ど
も
園
へ
教
育
・
保
育
施
設
型
給
付
費
の
支
給
や
子

育
て
支
援
事
業
等
へ
の
支
援
を
行
う
。

老
朽
化
し
た
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
多
機
能
な
施
設
と

し
て
成
美
地
区
公
民
館
と
同
一
敷
地
内
に
新
園
舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
建
設
に
際
し

て
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
意
見
を
設

計
に
反
映
さ
せ
る

イ
高
齢
者
福
祉
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
、

高
齢
者
自
身
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
心
し
て
地
域
で
最
後
ま
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
ろ
い
そ
ろ
い
手
帳
を
普
及
啓
発
し
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
最
後
ま
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
医

療
・
福
祉
等
の
連
携
や
地
域
の
支
え
合
い
や
見
守
り
な
ど
の
体
制
を
強
化
し
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

ウ
障
が
い
者
福
祉

略

(3
)
計
画

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
、
高

齢
者
自
身
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
心
し
て
地
域
で
最
後
ま
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
普
及
啓
発
し
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

医
療
と
連
携
を
し
訪
問
看
護
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
強
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
を
図
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
な
ど
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
。

ウ
障
が
い
者
福
祉

略

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

６
子
育
て
環

境
の
確

保
、
高
齢

者
等
の
保

健
及
び
福

祉
の
向
上

及
び
増
進

(
２
)
認
定
こ
ど

も
園

【
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
新
築
事
業
】

町

(
８
)
過
疎
地
域

持
的
発
展

特
別
事
業

・
児
童
福
祉

【
こ
ど
も
園
等
運
営
、
子
育
て
支

援
】

・
保
育
料
・
副
食
費
軽
減
事
業

・
公
立
こ
ど
も
園
運
営
事
業

・
乳
幼
児
家
庭
保
育
支
援
事
業

・
私
立
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
施
設

型
給
付
費
支
給
事
業

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

６
子
育
て
環
境

の
確
保
、
高
齢

者
等
の
保
健
及

び
福
祉
の
向
上

及
び
増
進

(2
)
認
定
こ
ど

も
園

【
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
新
築
事

業
】

【
私
立
こ
ど
も
園
大
規
模
修
繕

事
業
】

町

赤
碕
こ
ど
も

園

(8
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業 児
童
福
祉

【
こ
ど
も
園
等
運
営
、
子
育
て
支

援
】

・
保
育
料
・
副
食
費
軽
減
事
業

・
公
立
こ
ど
も
園
運
営
事
業

・
乳
幼
児
家
庭
保
育
支
援
事
業

・
私
立
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
施

設
型
給
付
費
支
給
事
業

・
私
立
こ
ど
も
園
運
営
費
補
助
事

業

町
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・
私
立
こ
ど
も
園
運
営
費
補
助
事

業 ・
私
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

費
補
助
事
業

【
私
立
こ
ど
も
園
大
規
模
修
繕
事

業
】

赤
碕
こ
ど

も
園

【
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
】

・
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
助
成
事

業 ・
子
ど
も
の
予
防
接
種

・
妊
婦
健
康
診
査

・
産
後
健
康
診
査

・
乳
児
健
康
診
査

・
5
歳
児
健
康
診
査

町

【
児
童
館
運
営
】

町

・
高
齢
者
・
障
害

者
福
祉

【
介
護
予
防
教
室
】

町

【
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

事
業
】

町

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
】

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

町

【
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
普
及

啓
発
】

町

【
障
が
い
者
福
祉
事
業
】

町

高
齢
者
・
障
害

者
福
祉

・
私
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

費
補
助
事
業

【
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
】

・
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
助
成

事
業

・
子
ど
も
の
予
防
接
種

・
妊
婦
健
康
診
査

・
産
後
健
康
診
査

・
乳
児
健
康
診
査

・
5
歳
児
健
康
診
査

町

【
赤
碕
児
童
館
運
営
】

町

【
介
護
予
防
予
防
教
室
】

町

【
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
】

町

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
】

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

町

【
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
普

及
啓
発
】

町

【
障
が
い
者
福
祉
事
業
】

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

８
医
療
の
確
保

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
医
療
と
保
健

本
町
に
お
い
て
は
、
内
科
医
院
は
9
院
、
小
児
科
・
内
科
医
院
は
1
院
、
歯
科
医
院

は
6
院
あ
る
も
の
の
、
山
間
部
か
ら
医
療
機
関
ま
で
は
物
理
的
な
距
離
が
あ
り
、
ま

た
、
入
院
で
き
る
医
療
機
関
は
な
く
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
で
は
被
保
険
者
の
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
が

進
み
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
今
後
団
塊
世
代
が
7
5
歳
に
到
達
し
て
後
期
高
齢
者
が

急
増
す
る
等
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
大
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
増
え
続
け

る
医
療
費
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
定
期
的
な
検
診
等
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
必
要
な
た
め
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
等
に
向
け
て
引
き

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

８
医
療
の
確
保

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
医
療
と
保
健

本
地
域
に
お
い
て
は
、
内
科
医
院
は
3
院
、
小
児
科
・
内
科
医
院
は
1
院
、
歯
科
医
院

は
2
院
あ
る
も
の
の
、
山
間
部
か
ら
医
療
機
関
ま
で
は
物
理
的
な
距
離
が
あ
り
、
ま
た
、

入
院
で
き
る
医
療
機
関
は
な
く
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
で
は
被
保
険
者
の
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
が
進

み
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
今
後
団
塊
世
代
が
7
5
歳
に
到
達
し
て
後
期
高
齢
者
が
急
増

す
る
等
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
大
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
増
え
続
け
る
医
療

費
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
定
期
的
な
検
診
等
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

・
重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

・
作
業
所
等
障
が
い
者
交
通
費
助

成 ・
障
が
い
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
給
付
費

・
重
度
在
宅
障
が
い
者
福
祉
手
当

・
自
動
車
改
造
費
・
運
転
免
許
取
得

費
助
成

・
そ
の
他

【
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
事

業
】

社
会
福
祉

協
議
会

そ
の
他

・
重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

・
作
業
所
等
障
が
い
者
交
通
費
助

成 ・
障
が
い
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
給
付
費

・
重
度
在
宅
障
が
い
者
福
祉
手
当

・
自
動
車
改
造
費
・
運
転
免
許
取

得
費
助
成

【
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助

事
業
】

社
会
福
祉
協

議
会
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続
き
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
本
町
は
、
同
規
模
の
近
隣
地
域
や
県
平
均

と
比
べ
生
活
習
慣
病
疾
患
や
人
工
透
析
者
数
が
多
く
（
町
内
の
有
病
率
：
糖
尿
病
（
町
：

4
7
％
、
県
：
44
％
）
、
高
血
圧
症
（
町
：
4
7
％
、
県
：
44
％
）
）
、
自
ら
の
健
康
課
題
を
把

握
し
、
若
い
世
代
か
ら
の
疾
病
予
防
や
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
医
療
と
保
健

略

(3
)
計
画

必
要
な
た
め
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
等
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
琴
浦
町
は
、
同
規
模
の
近
隣
地
域
や
県
平
均
と
比
べ
生
活

習
慣
病
疾
患
や
人
工
透
析
者
数
が
多
く
（
町
内
の
有
病
率
：
糖
尿
病
（
町
：
4
7
％
、
県
：

4
4
％
）
、
高
血
圧
症
（
町
：
47
％
、
県
：
4
4
％
）
）、
自
ら
の
健
康
課
題
を
把
握
し
、
若
い
世

代
か
ら
の
疾
病
予
防
や
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
医
療
と
保
健

略

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

７
医
療
の
確

保

(
３
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
そ
の
他

【
各
種
が
ん
検
診
】

・
医
療
機
関
実
施

胃
・
大
腸
・
肺
・
乳
が
ん
4
0

歳
以
上

子
宮
が
ん
検
診

20
歳
以

上 ・
集
団
検
診

胃
・
大
腸
が
ん

30
歳
以
上

肺
・
乳
が
ん

40
歳
以
上

子
宮
が
ん

2
0
歳
以
上

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

７
医
療
の
確
保
(3
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業 そ
の
他

【
各
種
が
ん
検
診
】

・
医
療
機
関
実
施

胃
・
大
腸
・
肺
・
乳
が
ん
40
歳

以
上 子
宮
が
ん
検
診

2
0
歳
以
上

・
集
団
検
診

胃
・
大
腸
が
ん

3
0
歳
以
上

肺
・
乳
が
ん

4
0
歳
以
上

子
宮
が
ん

2
0
歳
以
上

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

９
教
育
の
振
興

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
学
校
教
育

本
町
の
義
務
教
育
施
設
は
、
小
学
校
5
校
、
中
学
校
2
校
で
あ
る
。
少
子
化
の
影
響

に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
入
級
児

童
生
徒
の
増
加
、
教
員
の
多
忙
化
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
に
向
け
て
国
が

進
め
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
賛
同
し
、
2
0
20
年
（
令
和
2
年
）
に
は
児
童
生
徒
1

人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
。
あ
わ
せ
て
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
や
周
辺
機
器
の
整
備
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
、
企
業
等
と
連
携
し
て
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
継
承
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
や

態
度
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
人
物

な
ど
を
取
り
上
げ
る
な
ど
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

９
教
育
の
振
興

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
学
校
教
育

本
町
の
義
務
教
育
施
設
（
小
学
校
５
校
、
中
学
校
２
校
）
の
う
ち
旧
赤
碕
町
に
は
小
学

校
２
校
、
中
学
校
１
校
を
有
し
て
い
る
。
少
子
化
の
影
響
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
や

施
設
の
老
朽
化
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
入
級
児
童
生
徒
の
増
加
、
教
員
の
多
忙
化

等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
に
向
け
て
国
が
進

め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
賛
同
し
、
令
和
２
年
に
は
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
。
あ
わ
せ
て
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
や
周
辺
機

器
の
整
備
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
、
企
業
等
と
連
携
し
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
継
承
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
や
態

度
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
人
物
な
ど

を
取
り
上
げ
る
な
ど
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健

指
導
】

町

【
健
康
づ
く
り
事
業
】

町

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
】

町

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
接
種
】

町

【
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健
指

導
】

町

【
健
康
づ
く
り
事
業
】

町

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

町

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
】

町
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イ
社
会
教
育

社
会
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
の
各
期
に
わ
た
っ

て
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。 こ
の
う
ち
学
習
提
供
の
場
で
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
9
つ
の
地
区
公
民
館
で

は
、
こ
れ
ま
で
町
民
の
興
味
や
関
心
に
合
わ
せ
た
教
養
講
座
の
実
施
の
ほ
か
、
町
民
や

団
体
に
よ
る
生
涯
学
習
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
町
民
が
暮
ら
す
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
の
提

供
や
取
組
を
実
践
で
き
る
仕
組
み
つ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
施
設
面
で
は

建
築
か
ら
2
0
年
以
上
経
過
し
た
建
物
が
多
く
、
設
備
も
含
め
老
朽
化
の
対
処
、
町
民

の
生
涯
学
習
活
動
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
改
修
等
の
必
要
が
あ
る
。

図
書
館
は
本
館
、
分
館
あ
わ
せ
て
町
内
に
2
カ
所
あ
り
、
約
1
9
万
冊
の
資
料
を
所

蔵
し
て
い
る
。
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、

図
書
館
に
は
地
域
の
課
題
解
決
支
援
や
居
場
所
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
多
世
代
が
集
い
、
交
流
を
促
す
施
設
を
要
望
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
た
め
、
複
合
施
設
と
し
て
の
利
点
を
活
か
し
た
町
民
に
役
立
つ
新
し
い
図
書
館
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
た
め
に
学
校
図
書
館
が
重
要
で
あ
り
、

本
館
と
の
連
携
や
施
設
、
体
制
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
社
会
体
育
施
設
に
は
、
東
伯
総
合
公
園
・
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
、
赤
碕
総

合
運
動
公
園
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
武
道
館
、
小
・
中
学
校
体
育
館
な

ど
が
あ
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
広
く
利
用
さ
れ
、
健
康

増
進
や
活
動
者
の
交
流
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
年

に
よ
る
施
設
や
設
備
の
劣
化
の
ほ
か
、
水
銀
灯
の
廃
止
な
ど
現
在
の
法
令
等
に
合
わ
せ

た
改
修
の
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と

し
て
、
安
全
な
利
用
を
提
供
す
る
た
め
維
持
管
理
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

イ
社
会
教
育

社
会
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
一
人
一
人
が
生
涯
の
各
期
に
わ
た
っ
て
、
学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
学
習
提
供
の
場
で
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
９
つ
の
地
区
公
民
館
で
は
、

こ
れ
ま
で
町
民
の
興
味
や
関
心
に
合
わ
せ
た
教
養
講
座
の
実
施
の
ほ
か
、
町
民
や
団
体
に

よ
る
生
涯
学
習
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
状

況
の
変
化
に
伴
い
、
町
民
が
暮
ら
す
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
の
提
供
や
取
組
を

実
践
で
き
る
仕
組
み
つ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
施
設
面
で
は
建
築
か
ら
2
0

年
以
上
経
過
し
た
建
物
が
多
く
、
設
備
も
含
め
老
朽
化
の
対
処
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
改
修
等
の
必
要
が
あ
る
。

図
書
館
は
本
館
、
分
館
あ
わ
せ
て
町
内
に
２
カ
所
あ
り
、
約
1
9
万
冊
の
資
料
を
所
蔵

し
て
い
る
。
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
図

書
館
に
は
地
域
の
課
題
解
決
支
援
や
居
場
所
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
琴
浦

町
に
お
い
て
も
多
世
代
が
集
い
、
交
流
を
促
す
施
設
を
要
望
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
た

め
、
複
合
施
設
と
し
て
の
利
点
を
活
か
し
た
町
民
に
役
立
つ
新
し
い
図
書
館
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
た
め
に
学
校
図
書
館
が
重
要
で
あ
り
、
本
館
と

の
連
携
や
施
設
、
体
制
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
社
会
体
育
施
設
に
は
、
東
伯
総
合
公
園
・
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
、
赤
碕
総
合

運
動
公
園
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
武
道
館
、
小
・
中
学
校
体
育
館
な
ど
が

あ
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
広
く
利
用
さ
れ
、
健
康
増
進
や

活
動
者
の
交
流
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
年
に
よ
る
施

設
や
設
備
の
劣
化
の
ほ
か
、
水
銀
灯
の
廃
止
な
ど
現
在
の
法
令
等
に
合
わ
せ
た
改
修
の
必

要
が
あ
る
ほ
か
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
、
安
全
な

利
用
を
提
供
す
る
た
め
維
持
管
理
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
町
民
の
ス
ポ
ー
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町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
等
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

自
主
的
な
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
運
営
体
制
の
充
実
、
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
で

き
る
内
容
の
見
直
し
や
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

ウ
人
権
・
同
和
教
育

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
人
権
啓
発
教
材
の
T
C
C
番
組
放
映
や
人
権
・
同

和
教
育
部
落
懇
談
会
（
小
地
域
懇
談
会
）
な
ど
、
住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
向
け
た

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

昨
今
、
隣
保
館
で
の
地
域
住
民
の
相
談
内
容
は
多
様
で
複
合
化
し
て
お
り
、
相
談
へ
の

対
処
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

社
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
差
別
情
報
の
氾
濫
や
い
じ
め
、
子
ど
も
や

高
齢
者
等
に
対
す
る
虐
待
な
ど
、
深
刻
な
人
権
侵
害
が
大
き
な
問
題
と
な
る
な
ど
、
町

内
で
も
起
こ
り
う
る
人
権
問
題
に
対
応
す
る
人
権
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
学
校
教
育

地
域
の
将
来
を
担
う
人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
教
育
内
容
及
び
教

育
施
設
の
充
実
に
努
め
る
。

教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
興
味
や
関
心
を

高
め
、
教
わ
る
授
業
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、
お
互
い
に
教
え
合
い
学
び

合
う
協
働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
個
の
特
性
や
能
力
に
応
じ
た
個
別
学
習

も
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
や
教
職
員
研
修
の
実
施
な
ど

ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
を
中

心
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
自
主
的
な
活
動
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
運
営
体
制
の
充
実
、
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
で
き
る
内
容
の
見
直
し
や
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。

ウ
人
権
・
同
和
教
育

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
む
け
、
人
権
・
同
和
教
育
部
落
懇
談
会
（
小
地
域
懇
談
会
）

な
ど
の
住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
だ
が
、
参
加
者
数
の
減
少
な
ど

住
民
へ
の
啓
発
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
隣
保
館
で
の
地
域
住
民
の
相
談
内
容
も
多
様
化
し
て
お
り
、
相
談

へ
の
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
差
別
情
報
の
氾
濫
や
い
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
に

対
す
る
虐
待
な
ど
、
深
刻
な
人
権
侵
害
も
大
き
な
問
題
と
な
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
人
権

問
題
に
対
応
す
る
人
権
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
～
小
中
学
校
保
護

者
～
高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
に
対
す
る
教
育
・
啓
発
の
機
会
（
働
き
か
け
）
が
不
足
し

て
い
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
学
校
教
育

地
域
の
将
来
を
担
う
人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
教
育
内
容
及
び
教
育

施
設
の
充
実
に
努
め
る
。

教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高

め
、
教
わ
る
授
業
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、
お
互
い
に
教
え
合
い
学
び
合
う

協
働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
と
と
に
、
個
の
特
性
や
能
力
に
応
じ
た
個
別
学
習
も
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
や
教
職
員
研
修
の
実
施
な
ど
を
進
め
る
。
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を
進
め
る
。

国
際
社
会
で
通
用
す
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
小
学
校
に
も
A
LT
を
配
置
し
、
低

学
年
か
ら
外
国
語
や
外
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
ほ
か
、
中
学
生
が
外
国
文
化
を

実
体
験
す
る
機
会
と
し
て
海
外
派
遣
を
行
う
。

学
校
と
地
域
が
連
携
し
､
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自

立
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
幼
少
期
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
と
継
続
し
た
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た

め
、
定
期
的
な
点
検
と
計
画
的
な
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
照
明

の
LE
D
化
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
年
次
的
に
計
画
し
実
施

し
て
い
く
。

イ
社
会
教
育

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
の
各
期
に
わ
た
っ
て
、
学
習
を
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
社
会
教
育
関
係
機
関
、
各
種
団
体
及
び
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

社
会
教
育
の
振
興
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
地
域
課
題
な
ど
新
た

な
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
、
町
民
主
体
で
考
え
、
実
践
す
る
た
め
の
場
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
化
な
ど
運
営
方
法
や
組
織
の
見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
活

動
を
行
う
環
境
づ
く
り
と
し
て
施
設
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
建
築
か
ら
24
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
設
備

の
老
朽
化
、
現
法
令
で
不
適
格
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
天
井
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
の
課
題
の
ほ
か
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設

と
し
て
改
修
を
検
討
す
る
。

図
書
館
で
は
書
架
の
充
実
を
図
り
、
本
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
、
町
民
が
図
書
館

国
際
社
会
で
通
用
す
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
小
学
校
に
も
A
L
T
を
配
置
し
、
低
学

年
か
ら
外
国
語
や
外
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
ほ
か
、
中
学
生
が
外
国
文
化
を
実
体

験
す
る
機
会
と
し
て
海
外
派
遣
を
行
う
。

学
校
と
地
域
が
連
携
し
､
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立

し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
幼
少
期
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

と
継
続
し
た
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、

定
期
的
な
点
検
と
計
画
的
な
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
照
明
の
L
ED

化
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
年
次
的
に
計
画
し
実
施
し
て
い
く
。

イ
社
会
教
育

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
の
各
期
に
わ
た
っ
て
、
学
習
を
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
社
会
教
育
関
係
機
関
、
各
種
団
体
及
び
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
社
会

教
育
の
振
興
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
地
域
課
題
な
ど
新
た
な
問
題

解
決
へ
の
取
り
組
み
を
、
町
民
主
体
で
考
え
、
実
践
す
る
た
め
の
場
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
化
な
ど
運
営
方
法
や
組
織
の
見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
環

境
づ
く
り
と
し
て
施
設
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
建
築
か
ら
2
4
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
設
備
の

老
朽
化
、
現
法
令
で
不
適
格
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
天
井
、
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
る
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
の
課
題
の
ほ
か
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
と
し
て
改

修
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

図
書
館
で
は
書
架
の
充
実
を
図
り
、
本
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
、
町
民
が
図
書
館
へ
訪
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へ
訪
れ
る
き
っ
か
け
作
り
を
行
う
。
ま
た
、
仕
事
や
生
活
に
必
要
な
情
報
の
収
集
、
提

供
を
行
い
地
域
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
ほ
か
、
本
館
を
中
心
と
し
て
学
校
図
書
館
と

の
連
携
を
図
り
、
司
書
の
配
置
や
図
書
費
の
充
実
に
よ
り
、
全
町
で
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
支
援
す
る
。

社
会
体
育
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
な
ど

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
体
制
整
備
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
や
教
室
を
充
実

さ
せ
る
な
ど
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
参
加
し
や
す
く
す
る

取
り
組
み
を
行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
多
様
な
活

動
に
供
す
る
た
め
、
施
設
や
設
備
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
な
ど
町
民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
へ
の
移
行
も
視
野
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
な
ど
運
営
方
法
も
検
討
す
る
。

ウ
人
権
・
同
和
教
育

教
材
研
究
や
講
師
の
選
定
、
T
CC
番
組
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
研
修
を
取
り
入

れ
、
幅
広
い
世
代
を
取
り
込
ん
だ
人
権
啓
発
を
実
現
す
る
。

ま
た
、
複
合
化
し
た
悩
み
事
に
対
応
で
き
る
よ
う
福
祉
分
野
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
体
制
整
備
を
行
い
地
域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
。

(3
)
計
画

れ
る
き
っ
か
け
作
り
を
行
う
。
ま
た
、
仕
事
や
生
活
に
必
要
な
情
報
の
収
集
、
提
供
を
行

い
地
域
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
わ
せ
て
、
情
報
に
触
れ
な
が
ら
多
様
な
人
々
が
交
流
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

本
館
を
中
心
と
し
て
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
司
書
の
配
置
や
図
書
費
の
充
実
に

よ
り
、
全
町
で
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
支
援
す
る
。

社
会
体
育
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
な
ど
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
体
制
整
備
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
や
教
室
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
参
加
し
や
す
く
す
る
取
り
組

み
を
行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
多
様
な
活
動
に
供
す

る
た
め
、
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
な
ど
町
民
に
よ
る

主
体
的
な
活
動
へ
の
移
行
も
視
野
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
運
営
方
法
も

検
討
す
る
。

ウ
人
権
・
同
和
教
育

県
内
講
師
の
選
定
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
研
修
を
取
り
入
れ
て
幅
広
い
世
代
の

参
加
者
を
募
り
、
人
権
啓
発
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
福
祉
関
係
な
ど
関
係
部
署
と
連
携
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
る
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

８
教
育
の
振

興

(
３
)
集
会
施
設
、

体
育
施
設
等

・
公
民
館

【
公
民
館
移
転
・
改
修
事
業
】

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

８
教
育
の
振
興
(3
)
集
会
施
設
、

体
育
施
設
等

【
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
】

町
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・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

・
旧
以
西
小
学
校
改
修
事
業

・
旧
安
田
小
学
校
改
修
事
業

・
成
美
地
区
公
民
館
建
設
（
移
設
）

・
赤
碕
地
区
公
民
館
整
備

・
集
会
施
設

【
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
改
修
】

【
赤
碕
ふ
れ
あ
い
交
流
会
館
環
境

整
備
】

町

・
体
育
施
設

【
社
会
体
育
施
設
管
理
事
業
】

・
体
育
施
設
利
用
受
付
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
化

・
社
会
体
育
施
設
の
L
E
D
化

・
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
バ
ー
コ
ー
ド
受
付

・
東
伯
総
合
公
園
管
理
事
業

・
赤
碕
総
合
運
動
公
園
管
理
事
業

町

・
図
書
館

【
図
書
館
運
営
費
】

・
図
書
館
環
境
整
備
事
業

町

(
４
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
義
務
教
育

【
少
人
数
学
級
の
実
施
に
関
す
る

協
力
金
】

町

【
AL
T
配
置
事
業
】

町

公
民
館

体
育
施
設

図
書
館

【
公
民
館
移
転
・
改
修
事
業
】

・
以
西
地
区
公
民
館
移
転
・
改
修

・
安
田
地
区
公
民
館
移
転
・
改
修

・
成
美
地
区
公
民
館
建
設
（
移
設
）

【
社
会
体
育
施
設
管
理
事
業
】

・
社
会
体
育
施
設
の
L
E
D
化

・
社
会
体
育
施
設
鍵
収
納
ス
マ
ー

ト
ボ
ッ
ク
ス
設
置

・
東
伯
総
合
公
園
管
理
事
業

・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
運
営

町 町

【
図
書
館
運
営
費
】

町

(4
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業 義
務
教
育

【
少
人
数
学
級
の
実
施
に
関
す

る
協
力
金
】

町

【
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業
】

町

- 91 - 



(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

10
集
落
の
整
備

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
自
治
会

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
基

礎
的
単
位
と
し
て
、
自
治
会
の
共
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
町
に
は
15
4
の
自
治
会
が
あ
る
が
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
役
員
の
な
り
手

が
不
足
す
る
な
ど
、
集
落
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
治
会

を
中
心
と
し
た
共
助
の
活
動
が
地
縁
意
識
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
活
気
を
失
い
つ
つ

あ
る
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
等
の

維
持
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

1
0
集
落
の
整
備

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
自
治
会

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
基
礎

的
単
位
と
し
て
、
自
治
会
の
共
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。

旧
赤
碕
町
に
は
6
7
の
自
治
会
が
あ
る
が
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
役
員
の
な
り

手
が
不
足
す
る
な
ど
、
集
落
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
治
会

を
中
心
と
し
た
共
助
の
活
動
が
地
縁
意
識
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
活
気
を
失
い
つ
つ
あ

る
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

略

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
等
の
維

持
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
進
学
奨
励
金
給
付
事
業
】

町

【
教
職
員
用
P
C
リ
ー
ス
料
】

町

【
小
中
学
校
児
童
生
徒
用
端
末
リ

ー
ス
料
】

町

・
そ
の
他

【
隣
保
館
運
営
費
】

町

【
人
権
・
同
和
教
育
推
進
事
業
】

町

【
社
会
福
祉
総
務
事
業
】

町

【
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
】（
再
掲
）

町

そ
の
他

【
進
学
奨
励
金
給
付
事
業
】

町

【
赤
碕
地
区
教
員
用
Ｐ
Ｃ
リ
ー

ス
料
】

町

【
赤
碕
中
校
区
児
童
生
徒
用
端

末
リ
ー
ス
料
】

町

【
赤
碕
隣
保
館
運
営
費
】

町

【
人
権
・
同
和
教
育
推
進
事
業
】

町

【
社
会
福
祉
総
務
事
業
】

町

【
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
】
（
再

掲
町
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町
内
9
地
区
に
設
置
し
て
い
る
地
区
公
民
館
は
、
生
涯
学
習
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
の
社
会
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
る
で

あ
ろ
う
地
域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の

地
区
公
民
館
の
役
割
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。
一
方
、
自
治
会
単
位
で

は
区
長
や
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
、
子
ど
も
会
活
動
が
成
り
立
た
な
い
、
自
主
防
災

組
織
や
総
事
の
参
加
者
不
足
、
祭
り
等
の
地
域
行
事
の
運
営
が
困
難
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
様
々
で
全
町
的
な
対
応
が
難
し
く
、
ま
た

自
治
会
単
位
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
解
決
に
む
け
て
新
た
な
広
域
的

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

赤
碕
地
区
の
防
災
及
び
文
化
交
流
と
地
域
活
動
の
拠
点
の
場
で
あ
る
赤
碕
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
竣
工
：
2
0
0
5
年
（
平
成
17
年
）
）
の
電
気
設
備
（
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
・
非
常
用
発
電
機
ほ
か

耐
用
年
数
1
5
年
）
が
、
竣
工
か
ら
16
年
が
経
過
し

て
お
り
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
自
治
会

略

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
区
ご
と
に
作
成
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
証
し
、
地
区
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
区
に
応
じ
た
具
体
的
な
地
域
活
性
化
策
を
検
討
・
推
進

す
る
。
さ
ら
に
、
全
町
一
律
で
対
応
が
困
難
な
地
域
ご
と
の
課
題
や
、
集
落
単
位
で
解

決
が
難
し
い
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
仮
）
」
の
設
置
を
検
討
し
、
住
民
自
ら
が
解
決
し
、
助
け
合
う

町
内
９
地
区
に
設
置
し
て
い
る
地
区
公
民
館
は
、
生
涯
学
習
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

の
社
会
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
維
持
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ

う
地
域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
地
区
公

民
館
の
役
割
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。
一
方
、
自
治
会
単
位
で
は
区
長
や

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
、
子
ど
も
会
活
動
が
成
り
立
た
な
い
、
自
主
防
災
組
織
や
総
事

の
参
加
者
不
足
、
祭
り
等
の
地
域
行
事
の
運
営
が
困
難
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
様
々
で
全
町
的
な
対
応
が
難
し
く
、
ま
た
自

治
会
単
位
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
解
決
に
む
け
て
新
た
な
広
域
的
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

赤
碕
地
区
の
防
災
及
び
文
化
交
流
と
地
域
活
動
の
拠
点
の
場
で
あ
る
赤
碕
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
竣
工
：
平
成
1
7
年
）
の
電
気
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
・
非
常

用
発
電
機
ほ
か

耐
用
年
数
1
5
年
）
が
、
竣
工
か
ら
1
6
年
が
経
過
し
て
お
り
更
新
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
自
治
会

略

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

地
区
ご
と
に
作
成
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
証
し
、
地
区
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
区
に
応
じ
た
具
体
的
な
地
域
活
性
化
策
を
検
討
・
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
全
町
一
律
で
対
応
が
困
難
な
地
域
ご
と
の
課
題
や
、
集
落
単
位
で
解
決
が
難
し

い
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（
仮
）」
の
設
置
を
検
討
し
、
住
民
自
ら
が
解
決
し
、
助
け
合
う
「
共
助
」
の
仕
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「
共
助
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
施
設
、
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

備
更
新
を
年
次
計
画
的
に
行
う
。

(3
)
計
画

(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

組
み
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
施
設
、
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
電
気

設
備
を
年
次
計
画
的
に
更
新
を
行
う
。

(
3
)
計
画

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

９
集
落
の
整

備

(
４
)
過
疎
地
域

持
続
的
発

展
特
別
事

業

・
そ
の
他

【
部
落
自
治
振
興
交
付
金
】

自
治
会

【
地
区
区
長
会
運
営
費
補
助
金
】
地
区
区
長
会

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

自
治
会

自
主
防
災
組

織

【
自
治
会
集
会
施
設
整
備
費
補

助
金
】

自
治
会

【
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
更
新
事
業
】

町

【
集
落
支
援
員
活
動
事
業
】

町

【
地
域
づ
く
り
事
業
】

・
地
域
づ
く
り
補
助
金

・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
交
付
金

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

９
集
落
の
整
備
(4
)
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業 そ
の
他

【
部
落
自
治
振
興
交
付
金
】

自
治
会

【
地
区
区
長
会
運
営
費
補
助
金
】
地
区
区
長
会

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

自
治
会
・
自

主
防
災
組
織

【
自
治
会
集
会
施
設
整
備
費
補

助
金
】

自
治
会

【
赤
碕
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
更
新
事
業
】

町

【
集
落
支
援
員
活
動
事
業
】

町

【
地
域
づ
く
り
事
業
】

町
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11
地
域
文
化
の
振
興
等

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
文
化
振
興

本
町
に
は
国
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
を
は
じ
め
、
国
、
県
及
び
町
の
指
定
・
登
録
文

化
財
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
、
指
定
・
登
録
文
化
財
の
ほ
か
に
、
町
内
に
は
こ
れ
ま

で
地
域
の
方
々
に
守
り
伝
え
ら
れ
な
が
ら
も
文
化
財
と
し
て
の
価
値
付
け
が
さ
れ
て

い
な
い
未
指
定
文
化
財
や
伝
統
文
化
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
町
の
歴
史
、
文
化
を
現
代
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
の
誇
り
と
な
る
貴
重
な
歴
史
文

化
遺
産
で
あ
る
。

近
年
、
こ
の
歴
史
文
化
遺
産
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社

会
状
況
の
変
化
に
よ
る
後
継
者
の
不
在
、
維
持
管
理
や
修
理
な
ど
後
世
に
残
す
た
め
の

必
要
な
財
政
的
な
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
遺
産
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
い
か
に
し
て
後
世
に
残
し
、
町
の

資
源
と
し
そ
の
価
値
や
魅
力
を
発
信
し
普
及
啓
発
す
る
な
ど
活
用
の
取
り
組
み
は
今

後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

文
化
芸
術
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
創
造
活
動
で
あ
り
、
表
現
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
や
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
土
壌
を
提
供
し
、
共

に
生
き
る
絆
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
町
内
に
お
い
て
も
、

文
化
芸
術
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
歴
史
文
化
遺
産
と
同
じ
く
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
活
動
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
練
習
や
発
表
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
利
用
停
止
な
ど
活
動
場
所
の
縮
小
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
団
体
に
よ

る
活
動
は
個
々
の
活
動
内
容
が
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
広
が
り
を
持
っ
た
活
動
を

行
う
た
め
に
町
内
で
一
本
化
す
る
こ
と
も
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
生
活
様
式
の
多
様

化
に
伴
い
文
化
芸
術
の
範
囲
も
多
様
化
し
て
お
り
、
文
化
芸
術
活
動
者
の
実
態
把
握
と

と
も
に
鑑
賞
、
発
表
、
活
動
の
支
援
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

1
1
地
域
文
化
の
振
興
等

(
1)
現
況
と
問
題
点

ア
文
化
振
興

本
町
に
は
国
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
を
は
じ
め
、
国
、
県
及
び
町
の
指
定
・
登
録
文
化

財
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
、
指
定
・
登
録
文
化
財
の
ほ
か
に
、
町
内
に
は
こ
れ
ま
で
地

域
の
方
々
に
守
り
伝
え
ら
れ
な
が
ら
も
文
化
財
と
し
て
の
価
値
付
け
が
さ
れ
て
い
な
い

未
指
定
文
化
財
や
伝
統
文
化
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
町
の
歴
史
、
文
化
を
現
代
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
の
誇
り
と
な
る
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
で
あ

る
。 近
年
、
こ
の
歴
史
文
化
遺
産
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

状
況
の
変
化
に
よ
る
後
継
者
の
不
在
、
維
持
管
理
や
修
理
な
ど
後
世
に
残
す
た
め
の
必
要

な
財
政
的
な
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
遺
産
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
い
か
に
し
て
後
世
に
残
し
、
町
の
資

源
と
し
そ
の
価
値
や
魅
力
を
発
信
し
普
及
啓
発
す
る
な
ど
活
用
の
取
り
組
み
は
今
後
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

文
化
芸
術
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
創
造
活
動
で
あ
り
、
表
現
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
や
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
土
壌
を
提
供
し
、
共
に
生

き
る
絆
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
町
内
に
お
い
て
も
、
文
化
芸

術
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
歴
史
文
化
遺
産
と
同
じ
く
過
疎
化
、
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
活
動
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
練
習
や
発
表
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
利

用
停
止
な
ど
活
動
場
所
の
縮
小
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
団
体
に
よ
る
活
動
は
個
々

の
活
動
内
容
と
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
広
が
り
を
持
っ
た
活
動
を
行
う
た
め
に
町
内

で
一
本
化
す
る
こ
と
も
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に
伴
い
文
化
芸
術

の
範
囲
も
多
様
化
し
て
お
り
、
文
化
芸
術
活
動
者
の
実
態
把
握
と
と
も
に
鑑
賞
、
発
表
、

活
動
の
支
援
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
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(2
)
そ
の
対
策

ア
文
化
振
興

町
内
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
の
保
存
活
用
を
は
じ
め
、

調
査
、
保
存
、
活
用
に
努
め
る
。
ま
た
、
調
査
成
果
や
文
化
財
価
値
の
情
報
発
信
、
普

及
啓
発
な
ど
の
活
用
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
や
周
遊
ル
ー
ト

の
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

ま
た
、
文
化
財
所
有
者
、
管
理
者
が
行
う
維
持
管
理
や
保
存
活
用
、
無
形
民
俗
文
化

財
の
保
存
団
体
な
ど
の
活
動
や
後
継
者
育
成
を
支
援
の
ほ
か
、
国
重
要
文
化
財
河
本
家

住
宅
の
公
開
活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
地
元
団
体
「
河
本
家
保
存
会
」
の
活
動
支

援
を
さ
ら
に
進
め
る
。

文
化
芸
術
で
は
、
鑑
賞
機
会
の
提
供
の
ほ
か
、
発
表
、
活
動
の
場
の
拡
充
や
支
援
に

取
り
組
み
、
町
民
が
文
化
芸
術
を
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
文
化

団
体
の
合
同
化
や
活
性
化
、
施
設
の
充
実
も
推
進
す
る
。

(3
)
計
画

(
2
)
そ
の
対
策

ア
文
化
振
興

町
内
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
の
保
存
活
用
を
は
じ
め
、
調

査
、
保
存
、
活
用
に
努
め
る
。
ま
た
、
調
査
成
果
や
文
化
財
価
値
の
情
報
発
信
、
普
及
啓

発
な
ど
の
活
用
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
も
進
め
る
。

所
有
者
、
管
理
者
が
行
う
維
持
管
理
や
修
理
の
ほ
か
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
な

ど
の
活
動
や
後
継
者
育
成
を
支
援
し
て
い
く
。

赤
碕
地
域
に
お
い
て
は
地
元
団
体
「
河
本
家
保
存
会
」
に
よ
っ
て
積
極
的
に
公
開
活
用

を
行
っ
て
い
る
国
重
要
文
化
財
河
本
家
住
宅
の
活
用
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
進
め
る
ほ
か
、

国
史
跡
赤
崎
台
場
跡
、
国
史
跡
船
上
山
行
宮
跡
な
ど
周
辺
歴
史
文
化
遺
産
を
関
連
さ
せ
た

情
報
発
信
、
普
及
啓
発
、
周
遊
ル
ー
ト
の
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

文
化
芸
術
で
は
、
鑑
賞
機
会
の
提
供
の
ほ
か
、
発
表
、
活
動
の
場
の
拡
充
や
支
援
に
取

り
組
み
、
町
民
が
文
化
芸
術
を
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体

の
合
同
化
や
活
性
化
、
施
設
の
充
実
も
推
進
す
る
。

(
3
)
計
画

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

1
0
地
域
文
化

の
振
興
等
(
１
)
地
域
文
化
振

興
施
設
等

・
地
域
文
化
振
興

施
設

【
民
俗
資
料
館
管
理
】

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体

備
考

10
地
域
文
化

の
振
興
等
(
１
)
地
域
文
化
振

興
施
設
等

・
地
域
文
化
振
興

施
設

【
民
俗
資
料
館
管
理
】

町
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(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

12
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進

(1
)
現
況
と
問
題
点

ア
環
境 20
5
0
年
（
令
和
3
2
年
）
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
自
然
環
境
へ
の
配

慮
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
脱
炭

素
社
会
・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
Gs
）
で
目
指
す
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

(2
)
そ
の
対
策

ア
環
境

家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
に
対
す
る
支
援

を
行
い
、
S
D
G
s
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し

て
ク
リ
ー
ン
に
」
の
実
現
に
向
け
環
境
負
荷
の
少
な
い
風
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
・

小
水
力
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
地
域
新
電
力
会
社
を
北
栄
町
、
湯
梨
浜
町
と
連
携
し
て
設
立
し
、
地
域
内
で

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

1
2
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進

(
1
)
現
況
と
問
題
点

ア
環
境

略

令
和
32
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
や
環
境
負
荷

の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
脱
炭
素
社
会
・
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s）
で
目
指
す
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

(
2
)
そ
の
対
策

ア
環
境

家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
SD
G
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て

ク
リ
ー
ン
に
」
の
実
現
に
向
け
環
境
負
荷
の
少
な
い
風
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
小

水
力
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
地
域
内
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
新
電
力

会
社
の
設
立
に
向
け
た
検
討
を
北
栄
町
、
湯
梨
浜
町
と
連
携
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
新

(
２
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
地
域
文
化
振
興

【
文
化
活
動
事
業
】

町

【
町
内
文
化
財
保
護
事
業
】

・
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
出
土

遺
跡
調
査
事
業

町

【
文
化
芸
術
振
興
事
業
】

町

(
２
)
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
特

別
事
業

・
地
域
文
化
振
興

【
文
化
活
動
事
業
】

町

【
町
内
文
化
財
保
護
事
業
】

町

【
文
化
芸
術
振
興
事
業
】

町
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理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
を
行
う
。

(3
)
計
画

(4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
を
行
う
。

(
3
)
計
画

(
4
)
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
と
の
整
合

略

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主

体
備
考

1
1
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用

の
促
進

(
２
)
過
疎
事
地
域

持
続
的
発
展

特
別
事
業

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

促
進
事
業
】

・
家
庭
用
発
電
設
備
等
設
置
事
業

町

持
続
的
発
展

施
策
区
分

事
業
名

（
施
設
名
）

事
業
内
容

事
業
主
体
備
考

1
1
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
の
促
進

(
2)
過
疎
事
地
域

持
続
的
発
展
特

別
事
業

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
事
業
】

・
家
庭
用
発
電
設
備
等
設
置
事
業

・
船
上
山
小
水
力
発
電
施
設
管
理

運
営
事
業

町
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 企画政策課 種別 その他

議案番号 議案第 105 号 議案名 第３次琴浦町総合計画の策定について

目 的
琴浦まちづくりビジョン－琴浦町第３次総合計画－の策定にあたり、議会の

議決を得るもの。

内 容

１ 琴浦まちづくりビジョンとは

本町の目指すべき将来像や理念を町民と共有し、その実現に向けて協働で

「まちづくり」を行うための、言わば「未来の琴浦町をつくる設計書」にあた

るもの

２ 計画期間

・将来像、理念 2022（R4）年度～2031（R13）年度の 10 年間

・重点項目、政策、施策 2022（R4）年度～2026（R8）年度の５年間

３ 計画の構成
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４ 計画の位置づけ

５ 計画の内容

① 琴浦まちづくりビジョン－琴浦町第３次総合計画－（概要）※添付

② 琴浦まちづくりビジョン－琴浦町第３次総合計画－（本編）※議案

③ 参考資料 ※添付

６ 根拠条例

【琴浦町議会基本条例】

(任意的議決事件)

第 14 条 代表機関である議会が、町政における重要な計画等の決定に参画す

る観点から、議会の議決を必要とする事項を、次のとおり定めるものとする。

(1) 町における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための総合計画

(2)及び(3) 略

【琴浦町総合計画策定条例】

(議会の議決)

第４条 町長は、前条に規定する手続を経て、総合計画を策定し、又は変更す

るときは、議会の議決を経るものとする。

補足事項

個別の戦略・プラン等（一部抜粋）
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琴

浦
ま

ち
づ

くり
ビジ

ョン
 ー

第
3次

琴
浦

町
総

合
計

画
－

　〔
概

要
〕　

計
画

期
間

：
20

22
(R

4)
～

20
31

(R
13

)年
度

ひ
とが

輝
く、

豊
か

な
自

然
と食

の
ま

ち
琴

浦

理
念

まち
づ

くり
の

基
本

とな
る

考
え

方

将
来

像
10

年
後

の
目

指
す

姿

上
段

:政
策

理
念

、将
来

像
を

実
現

す
る

た
め

の
方

向
性

下
段

:施
策

各
政

策
の

具
体

的
な

取
り組

み

自
然

と食
の

ま
ち

美
しい

自
然

と豊
か

な
食

が
新

た
な

魅
力

を
つ

くる

進
化

す
る

ま
ち

さら
な

る
チ

ャレ
ン

ジ
で

未
来

の
くら

しを
創

造
す

る

誇
れ

る
ま

ち
この

ま
ち

を
大

切
に

思
い

、
住

み
続

け
た

い
と思

え
る

共
生

の
ま

ち
お

互
い

の
違

い
を

認
め

合
い

、
自

分
も

相
手

も
大

切
に

で
き

る

町
民

ア
ン

ケ
ー

ト、
無

作
為

抽
出

の
町

民
会

議
〔こ

と
うら

未
来

会
議

〕、
東

伯
・赤

碕
中

学
校

の
生

徒
との

話
し合

い
の

結
果

を基
に

琴
浦

町
の

目
指

す
将

来
の

ビ
ジ

ョン
を

決
定

重
点

項
目

○
R

8
目

標
値

ふ
る

さ
とへ

の
愛

着
を

深
め

る
、地

域
に

根
ざ

した
体

験
と学

び
の

展
開

　
○

今
後

も
住

み
続

け
た

い
人

の
割

合
　　

　　
60

.0
％

以
上

○
この

地
域

で
子

育
て

を
し

て
い

き
た

い
人

の
割

合
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　7
5.

0％
以

上
○

地
域

を
考

え
る

児
童

生
徒

の
割

合
　　

　　
　　

　　
　　

　　
 小

6：
60

.0
％

　中
3：

40
.0

％

次
世

代
に

つ
な

げ
る

産
業

と「
食

」が
広

げ
る

新
た

な
魅

力
づ

くり
○

農
林

水
産

業
の

新
規

就
業

者
 　

　　
　　

　3
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①
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と
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が
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を
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琴浦まちづくりビジョン
－ 第 3次琴浦町総合計画 －

参考資料（具体的取組）

2022 → 2026

＜将来像＞

ひとが輝く、豊かな自然と食のまち琴浦
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1

まちづくりビションの各政策の具体的取組 一覧
対象期間：2022（R4）～2026（R8）年度

政策 施策 具体的取り組み 主な担当課

（１）新しい人の流れをつくりだす共生のまちづくり

移住定住、関係人口、地域づくり、共生、出会い、妊娠・出産、子育て、交通

① 住宅の確保と移住定住の推進

1
移住者支援の充実（移住定住奨励金、リフォーム補助金、家財

撤去補助金等）
企画政策課

2 空き家ナビの充実と空き家の有効活用 企画政策課

3 お試し住宅での移住体験による定住者確保 企画政策課

4 定期借地権制度活用によるマイホーム購入支援 総務課

5 若年層が入居しやすい新しい住宅（賃貸住宅）の環境整備
企画政策課

関係課

6 地域おこし協力隊の受入による地域活性化と定住化の推進
企画政策課

関係課

② 関係人口の拡大とつながりの強化

1 若者メーリングリスト、琴浦会を活用した情報発信の強化 企画政策課

2 コトウラファンサポーターの拡大 企画政策課

3 オンラインを活用した新規関係人口の創出 企画政策課

4 副業、ワーケーションの推進
商工観光課

企画政策課

5 ふるさと納税制度を活用した関係人口の創出 総務課

③ 町民主役の地域づくり

1
町内 9地区での地域運営組織の立ち上げ支援（集落支援員

の設置）

企画政策課

社会教育課

2 まちづくりワークショップ、まちづくり研修などの開催
企画政策課

社会教育課

3 地域拠点の施設整備
総務課

関係課

4
持続可能な自治会活動の支援（自治振興交付金、コミュニティ

助成事業等）
総務課

5 NPO、ボランティア団体、地域活性化団体の立ち上げ、育成の 企画政策課
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2

支援 関係課

④ 支え合いと共生のまち

1
社会福祉協議会や関係機関と連携による地域のリーダーやボ

ランティアの育成
福祉あんしん課

2 誰もが役割を持ち活躍できる地域共生社会の推進
福祉あんしん課

関係課

3 相談窓口の設置 福祉あんしん課

4
「琴浦町人権尊重の社会づくり条例」に基づいた取り組みの推

進

人権・同和教育課

関係課

5 男女共同参画社会の推進 企画政策課

6 在住外国人と地域住民との交流と相互理解の機会創出 企画政策課

⑤ パートナーと出会い、幸せを共感できるまちづくり

1 他市町と連携し、恋活・婚活イベント等を開催 企画政策課

⑥ 子どもを産み育てやすい環境づくり

1

子育て世帯への経済的支援

・世帯の第２子以降の保育料・副食費の無償化

・世帯の３子同時入所時における第１子の保育料・副食費の

無償化

・乳幼児家庭保育支援給付事業

・チャイルドシート購入費助成事業 等

子育て応援課

2 待機児童０（ゼロ）に向けた取り組み 子育て応援課

3
まちづくりセンター等と連携した、地域子育て支援の仕組みづ

くり
子育て応援課

4 一時預かり、休日保育の実施 子育て応援課

5 妊娠期からの切れ目のない子育て支援（相談支援・情報提供） 子育て応援課

6
子育てに不安を抱える家庭への支援（ひとり親、低所得世帯、

発達障がい児、要保護児童等への支援）
子育て応援課

7 放課後こども教室を通じた地域ぐるみの子育て推進
子育て応援課

社会教育課

8 地域でこどもを育てる意識の醸成と人材確保
子育て応援課

社会教育課

9
親子の触れ合う機会の創出（ブックスタート、木のおもちゃの貸

出し）

子育て応援課

社会教育課

⑦ 持続可能で利用したい地域交通の構築

1 町営バス・スクールバスの効率的な運営
企画政策課

教育総務課
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3

2 乗合タクシー事業実証実験の実施 企画政策課

3 R7 年度の運行契約更新に向けた新たな地域交通体系の検討 企画政策課

⑧ 駅舎の活用と駅前の魅力化

1 駅前魅力化・駅舎活用ワークショップの開催 企画政策課

2
地元住民、商工会、琴の浦高等特別支援学校など地域と連携

した検討の推進

企画政策課

関係課

（２）子どもも大人も「我がまち」を誇れる文化・教育のまちづくり

教育、生涯学習、文化・芸術

① 子どもの成長に寄り添い、まちの特色を活かした教育の推進

1 学校ごとに特色を持つコミュニティ・スクールの運営 教育総務課

2 地元産業を知り、学べる体験型学習の実施 教育総務課

3 地域の歴史や資源を題材とした学習の実施
教育総務課

社会教育課

4
地域のつながりや自然環境を活かした教育・保育の実践 （園

外保育、地域交流）
子育て応援課

5 地域の高校等と連携したふるさと教育の推進
企画政策課

関係課

② 子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり

1
こども園から中学校まで関係機関が連携し、情報共有できる支

援体制の整備

子育て応援課

教育総務課

2 放課後など児童が安心して過ごせる居場所づくり

子育て応援課

教育総務課

社会教育課

3
学習支援員や相談窓口の充実による安心して学べる環境の整

備
教育総務課

4 フリースクールや遠隔学習等、様々な学び方の支援 教育総務課

5
保護者の経済的負担の軽減（進学奨励費、奨学金、通学費助

成、就学援助費）
教育総務課

6 学校施設・設備の計画的な整備 教育総務課

7 一人ひとりの成長に合わせた特別支援（障がい児加配）の実施 子育て応援課

8

子どもたちの創造性や主体性を育む活動の推進

（放課後子ども教室、プレーパークどんぐり、ことうらこども塾、

子どもパーク、スポーツ少年団の活動支援、公民館・文化セン

ター事業など）

社会教育課

人権・同和教育課
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4

9 赤碕ふれあい広場のリニューアル整備 総務課

③ ICT を活用した個別最適な学びの提供

1 ICT を活用した個別最適な学習の充実 教育総務課

2 情報を収集する能力や読み解く力を伸ばす授業の実施 教育総務課

3 授業力向上のための教職員研修 教育総務課

④ グローバルな社会で活躍できる人材の育成

1 小中学校へのALT配置 教育総務課

2 オンラインによる国際交流体験の実施
教育総務課

企画政策課

3 中学生の海外交流派遣の検討
教育総務課

企画政策課

⑤ 大人に対する学びの環境づくり

1
公民館、文化センター事業等でデジタル配信による講座の提

供

社会教育課

人権・同和教育課

2 寿大学、公民館、文化センター事業による学びの場の提供
社会教育課

人権・同和教育課

3 熱中小学校への支援 企画政策課

4
地域の歴史・文化資産を守り伝え、普及啓発する保存会等の

活動支援
社会教育課

5 図書館資料の充実と多様な学びの提供 社会教育課

⑥ 歴史文化資源の活用と継承

1 斎尾廃寺跡の発掘調査の実施 社会教育課

2 町内文化財の適切な保存管理 社会教育課

3 保存会活動の支援と人材育成の拡充 社会教育課

4 歴史民俗資料館を利用した体験学習の充実 社会教育課

5 指定・未指定文化財、歴史民俗資料館等の情報発信 社会教育課

6 郷土資料の収集・保存と活用 社会教育課

⑦ 文化・芸術活動の振興
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1 鳥取県内文化関係団体と連携し、鑑賞と体験機会の充実 社会教育課

2 文化芸術活動団体の一体的な組織づくりの検討 社会教育課

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり

健康、福祉、社会参加

① 誰一人取り残さない地域内での福祉の充実

1 個々の課題や障がいに応じた生活支援 福祉あんしん課

2 ひとり親家庭の支援 福祉あんしん課

② 誰でも参加できる居場所づくり・生きがいづくり

1 町民を主役とし、社協と町が協働した地域共生社会の推進 福祉あんしん課

2
住み慣れた地域で自分が思う暮らしを続けていけるよう各種教

室の開催、普及啓発、支援を実施

福祉あんしん課

社会教育課

3
高齢者が地域で集い、豊かな経験を活かして社会参加できる

居場所づくりの支援

福祉あんしん課

すこやか健康課

4
高齢者や障がい者などが生きがいを持って社会参加できる農

福連携につながる居場所づくり

福祉あんしん課

農林水産課

③ 地域で取り組む町民一人ひとりの健康づくりと介護予防

1 町内各所で集いの場の立ち上げ支援 すこやか健康課

2 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な取り組み推進 すこやか健康課

3 地域包括ケアシステムの構築 すこやか健康課

4 「琴浦そろいそろい手帳」の普及・推進 すこやか健康課

5 健康教育の啓発推進 すこやか健康課

6 事業所と連携した健康づくりの推進 すこやか健康課

7
コンディショニングコーディネーター・町民トレーナー・フィットネ

ストレーナーによる指導体制の強化

すこやか健康課

社会教育課

8 マイナポータルを活用した健診結果の閲覧 すこやか健康課

④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

1
医療・健診・介護データの分析による、効果的・効率的な保健

事業の推進
すこやか健康課
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2 国保税率の県統一 すこやか健康課

⑤ ニュースポーツによる健康づくりの推進

1 「見るスポーツ」を入口に「するスポーツ」への参加促進 社会教育課

2 スポーツ推進委員とタイアップしたニュースポーツ教室の充実 社会教育課

⑥ 誰もが利用したくなる運動拠点施設の整備

1
PFI（官民連携事業）を活用した公園施設の改修・運営およびト

レーニングルームの機器と指導体制の充実

社会教育課

総務課

2
朝さんぽ、外遊び、体幹トレーニング教室、その他各種教室の

実施
社会教育課

（４）魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり

農林水産業、商工業、経済、観光

① 農畜水産物の生産振興と一次産業の担い手育成

1 農畜水産物の高品質化、生産拡大に向けた支援 農林水産課

2 農業・漁業における研修制度の推進 農林水産課

3 担い手農業者の規模拡大・農地集積を支援 農林水産課

4 農畜水産業におけるスマート産業技術習得の推進 農林水産課

② スマート農業の推進

1
スマート農業技術研修ハウスにおいてミニトマト栽培技術の習

得
農林水産課

2 超省力、高効率で高収益なスマート農業技術の導入支援 農林水産課

3 スマート農業技術の導入効果を学ぶ研修会の実施 農林水産課

③ 農地・農業用施設の保全活動の推進

1 中山間地域等における農業生産活動等を支援 農林水産課

2 荒廃農地の再生・基盤整備による遊休農地の拡大を防止 農林水産課

④ 地産地消の促進により地域の中で経済がまわる仕組みづくり

1 地元商店応援券（ことうら商品券）事業の実施 商工観光課
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2 地域内電子通貨の導入 商工観光課

3 生産者と飲食店をつなぐ仕組みづくり 商工観光課

⑤ 起業、創業に対する支援の充実

1 起業、創業に対する助成 商工観光課

2 商工会と連携した町全体でのバックアップ体制の構築 商工観光課

⑥ 企業のデジタル化と多様な働き方・雇用対策の推進

1 企業のデジタル化推進の支援 商工観光課

2 副業、ワーケーションの推進（再掲）
商工観光課

企画政策課

3 しごとプラザ琴浦との連携 商工観光課

4 未来人材奨学金による支援 商工観光課

5 空き家・空き店舗を活用したサテライトオフィス移転の推進 商工観光課

⑦ 琴浦産品のブランド化と販路拡大

1 とっとり琴浦グランサーモンを活用した新・ご当地グルメの開発
農林水産課

商工観光課

2 ふるさと納税を活用した販売促進
総務課

関係課

3 新商品の開発支援
農林水産課

商工観光課

⑧ 道の駅を核とした周遊促進と観光消費の拡大

1 ２つの道の駅の役割分担と連携強化 商工観光課

2
指定管理者制度の導入による民間ノウハウを活用した施設運

営の実施（物産館ことうら）
商工観光課

3 周遊ルートの創出と案内看板の整備 商工観光課

4 広域観光周遊ルートの創出 商工観光課

⑨ グルメ×アウトドアによるコトウラニューツーリズムを推進

1 旬の食材を使用したメニュー開発 商工観光課

2 大山隠岐国立公園の活用 商工観光課
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3
一向平キャンプ場拠点化の促進とネイチャーサウナの情報発

信強化
商工観光課

4 ワイナリーによる観光農園の創出と観光商品の造成 商工観光課

5 農家民泊（たつこの掌）による地域特色ある農山村体験の創出 商工観光課

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり

防災・防犯、空き家対策、再生可能エネルギー、ごみ、公共施設、インフラ

① 自助・共助・公助による災害に強いまちづくり

1 共助の主体的役割を担う自主防災組織の結成、育成の支援 総務課

2
地域において防災の中心的役割を担う人材（防災士など）の育

成支援
総務課

3 共助の仕組みづくりを進めるための支え愛マップづくりの推進 総務課

4
災害対応を自分ごととしてとらえられるよう、研修や総合防災訓

練、防災教育を実施
総務課

5 災害に備えて必要な消耗品、資機材を整備 総務課

6
豪雨による浸水被害のあった田越、笠見地区における水路改

修、放水路新設等対策の実施

建設住宅課

農林水産課

② 空き家の適正管理の指導と除却の支援

1 空き家に対する適正管理の指導 建設住宅課

2 空き家に対する除去費用の支援 建設住宅課

3 略式代執行による危険な空き家の除去 建設住宅課

③ 再生可能エネルギーの利活用による脱炭素社会への転換

1
地域新電力会社からの電力購入による、再生可能エネルギー

を活用した脱炭素および電力の地産地消の推進

総務課

町民生活課

2
公共施設、家庭の屋根を活用した太陽光発電事業（PPA）など

の再生可能エネルギー導入の推進
町民生活課

3
ダム施設、農業用水、水道設備等を活用した小水力発電の推

進

町民生活課

農林水産課

4 公用車への電気自動車導入
総務課

関係課

④ ごみの減量化とリサイクルの推進

1 食品ロス削減の推進 町民生活課
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2 町民などと協働で行う啓発（広報・イベント等）の実施 町民生活課

3 生ごみ処理機購入補助金の導入 町民生活課

4 中部圏域でのプラスチック類の分別回収の実施 町民生活課

5
ごみ処理の状況（量・コスト等）、取り組み方法（４R 等）などの

情報提供の強化
町民生活課

⑤ 公共施設の集約・複合化による質の高い町民サービスの提供

1
公共施設等総合管理計画の推進（施設の長寿命化、施設の

複合化・集約化、譲渡・売却等の推進）

総務課

関係課

⑥ 公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

1
長寿命化計画に基づく橋梁、舗装等道路施設、町営住宅等の

計画的な修繕・更新
建設住宅課

2 自治会が行う土木愛護ボランティアや除雪活動に対する助成 建設住宅課

3 上下水道施設の統廃合 上下水道課

4 施設の環境負荷の少ない機械、資材への変更
総務課

関係課

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり

情報発信、協働・参画、行政改革

① 町民に伝わる情報発信と情報共有

1
オンライン申請や施設予約、ごみ分別検索等の LINE 機能の

充実

企画政策課

関係課

2 発信する情報に合わせた SNS の活用 企画政策課

3 町民が利用しやすいホームページの見直し 企画政策課

4
わかりやすい広報誌(紙)の作成、積極的なメディア活用による

情報発信力の強化
企画政策課

② 町民参画・協働の仕組みづくり

1
事業レビュー、自分ごと化会議、ことうら未来会議など無作為抽

出により町民が町政に関わる仕組みづくり

総務課

関係課

③ 企業等との連携の推進

1 まちづくりに協働で取組む町民、NPO団体等の育成・支援
企画政策課

関係課

2 企業版ふるさと納税の推進 総務課

- 111 - 



10

3 民間活力の導入、民間委託の推進（PFI/PPP 等の導入）
総務課

関係課

4 大学等との共同研究など官学連携の推進
企画政策課

関係課

④ 行政サービスのデジタル化

1
ライフイベントや公共施設の予約等、各種手続きのオンライン

化推進

総務課

関係課

2 確定申告の簡易化・便利化の促進と普及啓発 税務課

3 eLTAX の利用促進 税務課

4 税・料のキャッシュレス決済の取扱事業者拡大
税務課

出納室

5
主要業務に係る業務システムの標準化・共通化による住民サ

ービスの向上
総務課

⑤ 地域に根付く職員の育成

1 地区の取り組みへの職員の参画を促進 総務課

2 専門知識をもった職員の育成、確保 総務課

⑥ 近隣自治体との行政サービス共同化の推進

1 事務の共同化による持続可能な住民サービス体制の確立
総務課

企画政策課

2 広域化による各自治体間の共同事務、管理、施設の連携強化
総務課

企画政策課
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令和４年９月定例議会 議案概要 担当課 総務課 種別 その他

議案番号 議案第 106 号 議案名
琴浦町八橋財産区管理委員の選任につき同意を求

めることについて

目 的

琴浦町八橋財産区管理委員が１名欠員となったことに伴い、琴浦町財産区管

理会条例(平成 17 年琴浦町条例第 38 号)第３条の規定により補欠の委員を選

任しようとするもの。

内 容

１ 概要

７名の管理委員を以って組織される八橋財産区管理会について、桑本賢治

(くわもと けんじ)委員の辞任に伴い１名欠員が生じているため、補欠の委員

を選任するもの。

なお、任期は、前任者の残任期間とする。

２ 内容

(１) 氏名 松本 淳(まつもと じゅん)

(２) 任期 同意日から令和５年６月 29 日まで

補足事項
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